









































問題児たちが異世界から来るそうですよ？




撃て、星の光より速く！








竜ノ湖太郎
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角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　召しよう喚かんされたロンドンの街の片かた隅すみに、三さん頭とう龍りゆうは腰こしを下ろして蜷局とぐろを巻いていた。鵬ほう魔ま王おうの放った金こん翅じの炎ほのおは街を跡あと形かたも無く焼やき払はらったが、此こ処こは〝主催者ホスト権限マスター〟によって造られた虚きよ飾しよくの街。この街そのものがゲームクリアのヒントとなっている為ため、自動的に修しゆう繕ぜんされるようになっている。幾いく度ど破は壊かいされても時が経たてばまた同じ形に戻もどるだろう。

　ヨーロッパ特有の石造りの街路と建築物は冷たく、白い肌はだから体温を奪うばっている。

　爬は虫ちゆう類るいには厳しい気候と環かん境きようだが、溶よう岩がんの如ごとき血潮を持つ三頭龍にはむしろ心地ここち良いぐらいだった。

『……………』

　三つの首を絡からませながら、蜷局を巻き直して惰だ眠みんを貪むさぼる。

　これは余談だが───アジ＝ダカーハは外見こそ龍種に近いものの、霊れい格かくは神しん霊れいや悪あく魔まといった霊れい的てきな存在に近い。本来なら睡すい眠みん欲よくというものは存在しない。時間を消費する為に睡すい眠みんをとることはあっても、欲よつ求きゆうを満たすための睡眠は必要ない。

　故ゆえに三頭龍は今、主に前者の為に睡眠をとっていた。

　ゲーム盤ばんを召喚するタイプの〝主催者権限〟はゲームをクリアするまで外に出ることができない。ならば時が来るまで眠ねむっているのが建設的だと考えてのことだ。

『……………』

　のそり、と三つ首を巻き直してゲーム内容を反はん芻すうする。

　生きつ粋すいの魔王である彼は、悠ゆう長ちようなゲームメイクを好まない。魔王とはその絶大な力を以もつて嵐あらしの如く戦い、蹂じゆう躙りんしてこそ王おう威いを発する者。

　屈くつ強きような闘とう士しを力でねじ伏ふせ、小こ賢ざかしい策をより悪あく辣らつな知ち謀ぼうで看破し、世に蔓延はびこる地じ獄ごくを、より大きな地獄で吞のみ込む存在。そうあってこその魔王だ。

　しかし今回のゲームは少し趣おもむきが違ちがう。

〝魔王とは斯かくあるべし〟というアジ＝ダカーハの姿勢を逆手に取るかのように今回のゲームは作られている。先に手を出せばペナルティは必至だ。何処どこの詩人が謳うたったものかは知らないが、小賢しいことによく分ぶん析せき出来ている。迂う闊かつに手を出せば主催者ホスト側の思う壺つぼだ。三つ首を捩よじらせたアジ＝ダカーハは、それぞれの首で三枚の〝契約書類ギアスロール〟を見た。








『　─　ギフトゲーム名　〝Jack　the　monster〟　─




　参加資格


　　・対象が幼子に対して殺傷歴、或あるいは悪徳を働いた者。






　勝利条件


　　その一：主催者ホスト〝パンプキン・ザ・クラウン〟の打だ倒とう。

　　その二：歴史を紐ひも解とき、〝ジャック〟の謎なぞを解け。






　敗北条件


　　その一：参加者プレイヤーはゲームマスターに殺されると敗北。

　　その二：ゲームマスターは己おのれが何者かを暴あばかれる度たびに力を失い、最後は敗北する。







宣せん誓せい　参加資格を満たした者に執しつ行こうする限り、この試練ゲームが正当であることを保証します。




〝聖ペテロ〟印』












『　─　ギフトゲーム名　〝GREEK MYTHS　of　GRIFFIN〟　─




　参加資格


　　・対象が侵しん略りやく者であること（侵略者の定義は契約書の制作条例に基もとづくものとする）






　勝利条件


　　その一：主催者側の〝宝の守護者〟の打倒。

　　その二：宝の在り処かを突つき止め、己の勇気を示せ。






　敗北条件


　　その一：宝の破は壊かい（主催者側が故意に破壊した場合、参加者側の勝利とする）。

　　その二：参加者側が全ぜん滅めつし戦せん闘とう不能になった場合。









※ペナルティ条じよう項こう


　　その一：参加者側は〝宝の在り処〟外で主催者側に戦闘を仕し掛かけることを禁ず。

　　その二：参加者側が禁則を犯おかした場合、主催者側は任意で恩恵ギフトを一つ封ふう印いん可。

　　その三：参加者側が禁則を三度犯した場合、無期限で拘こう束そくする。

　　その四：これらのペナルティは勝利条件が満たされると解除される。









　勝利報ほう酬しゆう


　　その一：参加者は主催者側に任意の報酬を要求可（霊格の限界を超こえることは不可）

　　その二：主催者は参加者側を侵略者として求きゆう刑けい可。










宣誓　参加資格を満たした者に執行する限り、この試練が正当であることを保証します。




ギリシャ神群臨時代表〝ケーリュケイオン〟印』












『　─　ギフトゲーム名　〝GROUND COVER on the MOON SEE〟　─







　わたしには恥はずかしがり屋の二十八人の兄弟がいる。

　彼らが姿を見せるのは夜の帳とばりが下りる頃ころ。

　同じ顔の兄弟は、互たがいを嫌きらって爪つめを突き立て呪じゆ詛そを吐はく。

　海の水面みなもを揺ゆらしていがみ合い、夜明けの露つゆと消えていく。




　二人消えては砂を吞のみ。

　四人消えては石を食はみ。

　六人消えては岩を喰くい。

　八人消えては土を埋うめ。

　十人消えては森が枯かれ。

　十二人消えては山河を覆おおう。

　十四人が消える頃、天と地にはワタシたちしか残らない。




　天地一体を嘆なげいたワタシは天あまの岩いわ戸とを開き、新たな兄弟を招き入れる。

　二人招いては山河を造り。

　四人招いては森が富み。

　六人招いては地を譲ゆずり。

　八人招いては岩を重ね。

　十人招いては石を積み。

　十二人招いては砂を流す。

　十四人を招く頃、わたしの兄弟は新たな呪詛を吐いていがみ合う。




　真に天と地を別わかたねば新たな夜明けは訪おとずれない。

　無む貌ぼうの私たちを穿うがち、輪りん廻ねの螺ら旋せんを打ち砕くだけ。











〝覆海大聖海を覆いし者〟印』











〝主催者権限〟を同時に使ったトリプルゲーム。

　中でも今回のゲームの一つ───サラ＝ドルトレイクが開かい催さいしたゲームは、ギリシャ神群がグリフォンに与あたえた恩恵をモチーフにしてアジ＝ダカーハの行動を制限している。

　獣じゆう王おうである獅し子しと王鳥である鷲わしの因子を持つグリフォンは、ギリシャ神群の主神・ゼウスの戦車チヤリオツトを牽ひき、黄金を守る役目を与えられた、謂いわば神しん獣じゆうというランクに該がい当とうする。

　人類の年代記でも国旗や家か紋もんのモチーフとして扱あつかわれることが数多くあり、その神性は並の神霊を凌しのぐだろう。しかし箱はこ庭にわでは繁はん殖しよくして個体数が増えたためにそれらの神性は分散し、個々の力は幻げん獣じゆうの中級というところが精々というのが現状だ。

　それらの神性を一つの個体に集める為に造られたのが、鷲獅子グリフオンの龍角である。

　角を持つ獣というのは洋の東西を問わず神聖視され、力ある者の象しよう徴ちようとして扱われる。ギリシャ神群から授さずけられた神格と個体としての神性を高める恩恵、それがドラコ＝グライフの与えられた鷲龍の角の正体。二本ある角を揃そろえた鷲獅子はゼウスの神じん雷らいを携たずさえるほどの霊格を発揮し、〝主催者権限〟を発動することも容易たやすいだろう。

（ゼウスの恩恵を元にゲームを構築した場合だと、グリフォンの伝承で有名なのは───戦車牽き、或いは黄金の守護。勝利条件などに書かれた〝宝〟というキーワードを考えると、これは後者の伝承と考えるのが妥だ当とう）

　勝利条件の宝とは、恐おそらく黄金を指す。では侵略者とは何かと考えるが、此こ処こまで出で揃そろっていれば答えは分かったようなもの。

　ギリシャ神群でグリフォンの黄金を狙ねらう者といえば、多くは巨きよ人じん族を指す。

　そして巨人族は西せい欧おうの神話と人類史を照らし合わせた場合、蛮ばん族ぞくや異国の侵略者であるケースが多い。このゲームは本来、対巨人族を相手に構築されたものを、ゲームリメイクして拡大解かい釈しやくして作られているのだ。

（ギリシャ神群には詩人のイソップという男が在ざい籍せきしているという。この程度のゲームリメイクは容易いだろう）

　此処までゲームの解釈が進めば答えは簡単だ。

　宝＝黄金と読み解くのなら、手に入れるべき宝の正体は一つしかない。

（黄金と星の境界を司つかさどる魔ま王おう───女王〝クイーン・ハロウィン〟。彼奴きやつの旗印が宝の正体と見るのが妥当な線か）

　ならば話は早い。

　宝の隠かくし場所とは即すなわち、敵の本ほん陣じんである空中城じよう塞さいだ。

　主催者は大だい胆たんにも黄金の旗を靡なびかせている。ならば魔王として威い風ふう堂どう々どうと敵てき陣じんに切り込み、その慢まん心しんを打ち払はらうのが王道だろう。

　しかしアジ＝ダカーハは蜷局とぐろを巻き直し、紅玉の瞳ひとみを細める。

（だがゲームリメイクしたのなら、対巨人族の時の内容を残す様な真似まねはしないだろう。ミスリードと見るべきか、変えられぬ事情があったか。足止めを目的としたゲームだろうが、それにしても温ぬるすぎる）

　そう考える根こん拠きよは何も直感だけではない。

　二〇〇年前のアジ＝ダカーハの戦いにも、ドラコ＝グライフは参戦していた。しかし彼は一本の角しか所有しておらず、〝主催者権限〟を発動する気配を見せはしなかった。

（これが駆かけ引きと無む縁えんであるなら、考察せねばならん点が二つある）

　一つ。鷲獅子の角は二本揃えなければ本来の力を発揮せず、一本は既すでに失われている可能性。

　二つ。それにも拘かかわらず、鷲獅子のゲームを開催出来たという事実。

（となればこのゲームの後ろ盾だてはゼウスではない別の勢力………開催の印を捺おした〝ケーリュケイオン〟がゲームの本命と見るべきかもしれん）

　───ギリシャ神群の臨時代表〝ケーリュケイオン〟。彼らはオリュンポスの十二柱と呼ばれるギリシャ神群の一柱、商業神ヘルメスが治めるコミュニティである。

　街と街を結ぶ飛ひ脚きやくの神でもある彼は世界中の街かい道どうを渡わたり歩き、古代から近代まで多くの形で人類史に刻まれている神しん霊れいの一人である。

　西欧から極東と呼ばれる土地にまでその旗印を刻んだ〝ケーリュケイオン〟は、ギリシャ神群の中でも重役扱いされるほど巨きよ大だいコミュニティとなっている。

　そして何より重要なのが、〝ケーリュケイオン〟の旗印の造形。

　これは蛇へびが杖つえに絡からみ付いた、黄金の神杖であるという伝承が残っていること。

（神杖〝ケーリュケイオン〟という後ろ盾。グリフォンの伝承。勝利条件にある〝宝〟。そして舞ぶ台たいは一八九〇年前後のロンドン。これらを総合すると見えてくるものがある）

　ペナルティがあるものの、このゲームには二回の不正解が許されている。

　ならば一手………否いな、二手詰つめるか。

　そう考えた三頭龍は爪の先を切って血液を垂らし、己おのれの眷けん属ぞくを召しよう喚かんする。

　煉れん瓦がの石いし畳だたみは途と端たんに鼓こ動どうを持ち、生き物の様に波打ち始めた。

『情報が必要だ。街中を探さぐれ。邪じや魔まする者は殺して構わん』

　ドクン、と煉瓦が鼓動を打つ。それが返事だったのだろう。

　眷属は姿を見せないまま煉瓦の道を軋きしませて去っていく。この散策が終われば悠ゆう長ちように構える必要もない。敵陣に切り込む準備が整えば即そく座ざに乗り込むだけだ。

　それまではもうしばらく惰だ眠みんを貪むさぼるかと、瞳を閉じかけた途端───カツン、と甲かん高だかい足音が聞こえた。

『………！』

　ユラリ、と三つの頭の一つが鎌かま首くびを上げる。

　すると寂さびれた道の向こうからコツコツと、二人分の靴くつ音おとが聞こえた。主催者側からのアクションかと思ったが、それにしては早すぎるし迂う闊かつすぎる。

　何事かと怪け訝げんそうに傾かしげる左首。

　足音の主は姿を見せると、快活な声を上げた。

「あ、居ましたよ旦だん那な様！　ほらあそこ！　あそこで蜷局巻いてます！」

「そんなものは見ればわかる。もう少し落ち着けカーラ。閣下の御ご前ぜんだぞ」

　美び麗れいな金きん髪ぱつにメイド服を着た快活そうな女は、ふわりと甘い薫かおりが漂ただよいそうな髪かみを靡かせ、鼻歌でも歌うかのように三頭龍を指さす。

　苺いちごの様に赤い唇くちびるは整った容姿と愛らしさに拍はく車しやをかけている。しかしその腰こしにはその容姿とメイド服に似合わない巨大な大たい剣けんが下げられていた。彼女の背せ丈たけ程ほどはあろうかというその大剣は、女性の細ほそ腕うででは一ひと振ふりも出来ないだろう。

　しかし金髪のメイド───カーラと呼ばれた女は、大剣の重さをものともせずステップを踏ふんでいる。並の怪かい力りきではない。間ま違ちがっても人類ではないだろう。

　瞳を細めてよく見ると、整った口元から光る牙きばが見えた。

（………吸きゆう血けつ鬼きの純血か）

〝箱庭の騎き士し〟と名高い、吸血鬼の純血。

　彼らはディストピア戦争より以前にコミュニティの内ない紛ふんによって壊かい滅めつした一族である。かつては秩ちつ序じよの守護者だったが、内紛で数が激減してからは隠れ里でひっそり暮らしていると巷ちまたでは囁ささやかれており、人前に姿を見せるのは非常に珍めずらしい。

　昨日の戦いでも一いつ匹ぴき見かけたが、此方こちらは毛色が違ちがう。

　美しい外見と明るい挙動とは裏腹に、その視線には昏くらい魔ま性しようの光が灯ともっている。その眼光は騎士というよりは魔ま女じよに近いものがあった。この女の本質が魔性の類たぐいであることは間違いない。騎士というよりは、人類が想像する吸血鬼像に気配が近い。

　しかし三頭龍が警けい戒かいしたのは美麗な吸血鬼ではなく、もう一人の男だった。

『─────』

　六つある紅玉の瞳を、怪訝そうに細める。

　旦那様、と呼ばれたその男の風ふう貌ぼうはどうにも形容しがたいものがあった。

〝何処どこの〟とも、〝何の〟とも、〝何の為ため〟とも言えない服装。

　出所も、製法も、目的も読み取ることが出来ない風貌。これはハデスの兜かぶとの様に姿を消す恩恵ギフトではない。目の前の男は、自身の存在そのものが限りなく希き薄はくになっている。

　謎なぞの風貌の男は軽く会え釈しやくをすると、知人に話しかけるかのような声こわ音ねで挨あい拶さつをした。

「久しぶりだな、閣下。相変わらずご健勝なようで何より」

『………その声。貴様、グリムの詩人か』

「如何いかにも。〝幻想グリム魔導グリモ書群ワール〟が崩ほう壊かいした時に霊れい格かくを失ってね。まあ、ご覧の有り様さ」

『戯たわ言ごとを。霊格を完全に失った〝ノーフォーマー〟が生きていられるはずなかろう』

「そうでもねえよ。何事にも裏道や例外はあるものさ。今は遊興屋ストーリーテラーとして雇やとわれている───と、今はそんなことより、アンタの方だ。随ずい分ぶんとのんびりとしたゲームメイクしてるじゃないか。以前のアンタなら罠わなと承知で敵陣に乗り込み、罠ごと主催者をぶっ殺していただろうに」

　やれやれと頭を横に振ふる謎の風貌の男───幻想グリムと呼ばれた男は、三頭龍に無防備に近づくと、批難するように瞳を細めた。

「二〇〇年ぽっち眠ねむった程度で日和ひよる閣下じゃあるまい。何か考えがあるんだろ？　邪魔はしないから、昔むかし馴な染じみにも教えてくれよ」

『……………』

　ヒュン、と風を切る音。

　その直後、ロンドンの街に強きよう烈れつな疾しつ風ぷうが起きた。見れば三頭龍の片かた翼よくが大きく広げられ、鋭するどい刃は物ものの様に男の首を切り飛ばしている。

　だが幻想と呼ばれた男はノイズの様に揺ゆれるだけで、首と胴どう体たいは何事も無く繫つながっていた。

　肩かたを竦すくめて笑う男は蛇のように絡み付く笑えみを浮うかべて告げる。

「無む駄だだぜ閣下。そんな子こ供ども騙だましで今の俺は殺せない。閣下の所持する〝アヴェスター〟なら万が一もあり得るが………試ためしてみるかい？」

『……………』

　幻想と呼ばれた男はニヤリと笑って挑ちよう発はつする。しかし三頭龍は取り合わず、蜷局を巻きなおして二に度ど寝ねに入る。どうやら面めん倒どうくさい奴やつに絡まれたらしい。

　ヒラヒラと尻尾しつぽの先を振ると、無感情に告げた。

『失うせろ、グリムの詩人。今日は興が乗らん』

「つれねえなあ。熱心なファンを無下に扱うもんじゃねえよ？　ゲームの謎なぞ解ときに手間取ってるなら手伝うぜ？」

『いらん。謎ならば概おおむね解けている』

　………へえ？　と、幻想の男は口角を歪ゆがませて笑う。その笑みはさながら獲え物ものを前にした蛇の様だ。

　顔の造形は分からなくとも、この男から滲にじみ出る魔性は隠しようがない。これは悪あく魔まの持つ魔性でもなければ、魔王の持つ脅きよう威い的な魔性でもない。

　人の世に在っては悪徳を尊び。

　地じ獄ごくに在っては嘆なげきを弄もてあそび。

　戦場に在っては死神の手を取り、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきでダンスを嗜たしなみ合う。

　正に〝醜しゆう悪あく〟と呼ぶに相応ふさわしい悪意を宿らせているのに、この男の笑みからは目が離はなせないほど魅せる何かがあった。

「そうかい。流石さすがは閣下だ。俺もファンとして安心したよ。俺はメイドと一いつ緒しよに高みの見物と洒落しやれ込こむんで、閣下はご同類との戦いを楽しんでおくれや」

『………同類だと？』

　予想外の言葉に鸚おう鵡む返がえしで問い直す。この手合いは間違っても真正面から取り合ってはいけないと分かっていたが、三頭龍は聞き返さずにはいられなかった。

　この男が口にした同類とは魔王の資格を指したものではない。三頭龍の根幹に宿る本質を指して、同類と口にしたのだ。

　幻想の男はその反応を楽しむように笑いを嚙かみ殺しながら答える。

「ああ、そうだよ。このトリプルゲームの中には一人だけ、閣下とご同類がいる。〝悪〟の御み旗はたを背負う魔王アジ＝ダカーハと、同じ試練を課した者が」

『……………』

「己の鏡像を前にした貴方あなたがどんな反応をするのか。どのような暴ぼう威いを振ふるうのか。………俺はその瞬しゆん間かんが楽しみでならない。〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟として幾いく星せい霜そうの戦いを続けてきた魔王は、同類に如何なる裁決を下すのか、ってな」

　幻想が厭いやらしく笑う。

　その笑みには、まるで戦いの結末を予知でもしているかのような不気味さがあった。

「この戦いの果てに閣下を討うつ者がいるなら、その男か、もしくはコウメイの娘むすめか………それとも大本命である金糸雀カナリアの駒こまが勝つのか。カーラはどう思う？」

「そうですねえ。大穴として、〝ウロボロス〟代表の殿でん下か君とかどうでしょ？」

「それはねえわ。あの子が閣下に挑いどむのは十年早い。肝かん心じんのブレイブが足りてねえよ」

　即そく断だんで否定する幻想の男。

　全くだと二人は同時に哄こう笑しようを上げ、三頭龍に背を向けた。

「まあ、俺が言いたいのはそれだけだな。上層は白旗状態でもうお手上げらしい。なので勝つにせよ負けるにせよ閣下はこれがラストゲームだ。俺はその勧かん告こくしにきたってわけ。───だから、悔くいを残すなよ。俺にとっては貴方だけが世界で唯ゆい一いつの魔ま王おうなんだから」

　幻想と呼ばれた男と吸血鬼はそれだけ言い残し、霞かすみの如ごとく姿を消した。

　後に残るのは無人のロンドンを吹ふき抜ぬける乾かわいた風だけだ。

　三頭龍は六つの紅玉を細め、三つの首で天を仰あおぐ。

『………そうか。これが私の、最後の戦いか』

　三頭龍は紅玉の瞳ひとみに遠い過去を映す。

〝人類最終試練〟───そう呼ばれる以前のアジ＝ダカーハは、今のような怪かい異いな姿をした神しん霊れいではなかった。

〝拝火教ゾロアスター〟に記されたアジ＝ダカーハの伝承と訓くん戒かいは驚おどろくほどに単純だ。

　何処ぞの国王が己の中に宿した欲よくに、憎ぞう悪おに、悪意に囚とらわれた末に、醜悪な龍の化け生しようとなり世界を滅ほろぼす存在になるという、幼子でも分かる物語。

　これは権力者が人間の悪性に囚われた末に辿たどる一つの結末を示した戒いましめだ。

　人間の業ごうに限界は無い。その凶きよう悪あくさは悪魔などの比ではない。ましてや権力者の悪業が際限なく膨ふくらめば、それは一つの国を、民族を、星を滅ぼして余りある。

　その業を戒める力が強くなるほど、アジ＝ダカーハという魔王は醜悪さを増していった。

　人ひと肌はだに鱗うろこが生え、指先は鋭えい利りに尖とがり、大地を飲み干すほどの大おお顎あごを開き、頭ず蓋がいは三つに割れてそれぞれが凶悪な龍となった。

　今の三頭龍に人型だった頃ころの面おも影かげは欠片かけらも残っていない。

　屈くつ強きような戦士が吐はき気を催もよおすほどに醜悪。

　清せい廉れんな尼あまが悲鳴を上げるほどに汚けがらわしい。

　浴びせられた呪じゆ詛そと罵ば倒とうは星の数を優に超こえ、その度たびに彼は怪かい物ぶつ性を高めていった。

　歪みに歪んだ彼の容姿は誰だれもが想像する悪神の名に相応しいものだろう。

　───〝汝なんじ、悪であれかし〟。

　其れ即すなわち勧かん善ぜん懲ちよう悪あく。

　倒たおすべき敵に正義など一片も必要ない。悪とは醜みにくく、汚らわしくあって欲しい。その願いがこの姿の根幹。そして彼は大衆にそう願われたままに暴威を振るい続けた。

　戦って、戦って、戦い続けた。

　伝承に記された〝何時いつか未来に現れる英えい傑けつ〟を待ち続けて、幾いく千年も戦い続けた。中には彼を封ふう印いんするほどの猛も者さもいたが、彼を打ち倒す英傑だけはついぞ出会わなかった。

　そうやって何時終わるとも知れない闘とう争そうを繰くり返した。永遠に続くのかと思われたその日々がようやく終わると考えた刹せつ那な───紅玉の瞳に、一人の女の影かげが浮かんだ。

『……………』

　六つの瞳が星空を見つめる。

　思い返せば、その女の涙なみだこそ全すべての始まりだった。

　その女は〝拝火教〟とは無関係に生まれ落ち、世界の片割れを担になう存在として箱庭に生まれてきた。

　光と闇やみ、陰いんと陽、善と悪、創造と終末、男と女。

　箱庭の神々は〝全能のオムニポテント・逆説パラドツクス〟というパラドックスゲームの一部によって一元論・一神教を基き軸じくとした宇宙観コスモロジーを構築することが許されない。二〇〇〇年代に実在する最大宗派が箱庭でその力を存分に振るえない理由がここにある。

　対して〝拝火教〟の掲かかげる善悪の二元論は宇宙観コスモロジーを構築するのに必要な最小公倍数を最速で満たし、最も巨きよ大だいな〝歴史のパラダイム転換期シフト〟の一つを独どく占せんした。

　そうして宇宙の最小公倍数を満たす為に生まれてきたその女は、世界の黎れい明めい期きにあらゆる負を背負わされて神霊の座と名前を押し付けられた。

　幾千年、幾万年、幾億年を戦い続けることを宿命づけられたその女は、己おのれの宿命に耐たえられず何時いつも泣いていた。泣きながら戦っていた。己に挑む勇者の心臓を貫つらぬき、血ち塗まみれの手で顔を覆おおって何時も泣いていた。

　………戦う為に生まれてきた三頭龍には当時、造物主である彼女が泣く理由が理解できなかった。そもそも戦うのが嫌いやだというのなら、戦いを止やめてしまえばよかったのだ。彼女にはそれだけの力があり、戦いを放ほう棄きして逃にげる程度のことは訳も無かっただろう。だが聞けば、女は戦うことが嫌だというわけではないという。

　ならば敵を殺したことが悲しいのかと問うたが、女は泣きながら首を振った。

〝不俱戴天世界の敵〟であることが悲しいのかと問うたが、女はやはり首を振った。

　ならば何が悲しいのだと苛いら立だたしげに問うた彼に───彼女は、静かに答えた。

『……………』

　紅玉の瞳を閉じる。幾星霜という年月が経たった今でも、決して忘れることはない。

　宝石のような瞳から止め処どなく流れていた涙の理由を。

　その涙を拭ぬぐうためなら、永遠を賭としても構わないと思った熱い気持ちを。

　戦って戦って、永遠に等しい時間を戦い続けた。

　その戦いが………ようやく終わりを告げようとしている。

『───裁決の時だ。箱庭の英傑たちよ。今こそ真価を見せるがいい………[image: !!!]』
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　───空中城じよう塞さい・作戦会議室。

「全ての破片ピースは揃そろった。それでは、最終考察を始めよう」

　松まつ葉ば杖づえで床ゆかを叩たたき、クロア＝バロンはそう告げた。

　広大な箱はこ庭にわでも名の知れた強きよう豪ごうたちが円えん卓たくを囲っている。

　東の〝階層フロア支配者マスター〟である〝覆海大聖海を覆いし者〟蛟こう劉りゆう。

　南の〝階層支配者〟であるサラ＝ドルトレイク。

　北の〝階層支配者〟であるコマンダーラプ子Ⅲ。

　そして救きゆう援えんに駆かけ付けた〝混天大聖天を混沌せし者〟鵬ほう魔ま王おうと、女王騎士フェイスレス。

　主力の一人だったジャックは最前線から退いて今は救護室に運ばれている。大戦力であるジャックとウィラが加わらないのは痛手だが、それも仕方がない。

　逆さか廻まき十六夜いざよいは用意された薬湯を啜すすりながら、改めて問う。

「考察といっても、アジ＝ダカーハは〝主催者ホスト権限マスター〟を使う魔王じゃない。アジ＝ダカーハの伝承を調べたところで勝ちは見えてこないと思うが」

「さて、それはどうかな？」

　山やま高たか帽ぼうを傾かたむけ、クロアは蛟劉に視線を向ける。

　蛟劉は視線を受けて難しそうに腕うでを組んだ。

「実はな、少年。あれから僕らも戦ってみたんやけど、手痛くやられてな。今のまま正面衝しよう突とつしても勝ち目ないわ。僕らが認にん知ちしてない恩恵ギフトか法則に守られて手も足もでんかった。何せ対神・対龍の恩恵を持つ迦か陵りようちゃんの炎ほのおさえ通らんかったぐらいやからな」

「次じ兄けい、迦陵ちゃんは止めてください」

　むっと唇くちびるを尖らせて抗こう議ぎする鵬魔王。

　十六夜は話を嚙み砕くだく様に頷うなずき、隣となりの席のフェイスレスに問う。

「………なるほどね。仮面の騎士様はどう思う？」

「私もクロア殿どのや蛟劉殿に賛成です。彼女の───迦陵ちゃんの炎が効かなかった以上、」

「ちょっと待て女王騎士。どのような権利があって私の名前を、」

「そっかー。じゃあ迦陵ちゃんはどう思う？」

「だから〝迦陵ちゃん〟は止めろと言ってるだろうッ[image: !!!]　ふざけているのか貴様ら[image: !!?]」

　青筋を立てて怒おこる鵬魔王。

　カンカン、と杖を鳴らして注目を集めたクロアは苦く笑しようしながら進行を続ける。

「私も概おおむね賛成だ。私も迦陵ちゃ………コホン、失礼。冗じよう談だんだから焼くのはやめてくれ」

　右みぎ腕うでに金こん翅じの炎を携たずさえた迦陵ちゃんは、全員を威い嚇かくしながら話を戻もどす。

「………ふん。そもそも貴様は二〇〇年前に三さん頭とう龍りゆうと戦ったのだろう？　なら弱点なりなんなり知らないのか、死神」

　全員の視線がクロアに集まる。

　二〇〇年前───〝箱庭の貴族〟を滅ぼしたアジ＝ダカーハを打だ倒とうして封印したのは他ほかでもない旧〝ノーネーム〟である。その創設者の一人であり重じゆう鎮ちんだったクロアが三頭龍について何も知らないということはないだろう。

　山高帽を押さえたクロアは肩かたを竦すくめ、

「ふむ。皆みなが察しの通り、私の方でも鵬魔王の恩恵が通用しなかった件については調べがついている」

「なら、」

「しかしそれはそれ、これはこれだ。アジ＝ダカーハと戦う上で、今ここで論じたいのはもっと根幹的な問題───『〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟アジ＝ダカーハとはなんぞや？』というものだよ。表面的なスペックを理解しただけで勝てる相手ではあるまい。戦いとは流動する生き物だ。どのような備えであっても、しておくに越こしたことはない」

「せやな。どちらにせよ軍を立て直す時間が必要やし、時間は有効に使わんと」

　蛟劉の言葉にそれぞれが別々の表情で頷く。

　十六夜はそれらの状じよう況きようを踏ふまえた上で、口に手を当てながらクロアに問うた。

「ならこの機会に聞きたいことがある。おい、死神」

「なんだね？」

「以前に俺たちが戦った〝退エンド廃・エンのプテイ風ネス〟って奴やつも、最終試練の一つなのか？」

　確認するつもりで何気なく問う。しかし十六夜の口から出た予想外の言葉に一同は瞳ひとみを見開いて驚いた。

　蛟劉は細めの瞳を目一いつ杯ぱい開いて問い返す。

「十六夜君………君、アレと戦ったんか!?」

「戦ったというほどのものじゃねえよ。顔を合わした程度だ」

「それでも大したものです。〝退廃の風〟は所在が明らかになっている数少ない一ひと桁けたナンバー。生きて帰ってこられただけでも大きな戦果といえるでしょう」

　物静かなフェイスレスでさえ声に熱を込めて頷く。

　しかし十六夜はむしろ、彼女の言葉に驚いた。

「一桁ナンバー………ね。それは箱庭でも最上位の存在という意味で解かい釈しやくしていいんだよな、仮面の騎士様？」

「無論です。便べん宜ぎ上じよう、魔ま王おうに位置付けられていますが、〝退廃の風〟は世界の法則───いわば全能の一いつ端たんとも言える存在ですから」

　その辺りは十六夜もガロロから聞いている。

　時間という概がい念ねんの最果てから訪おとずれる、という話だが、抽ちゆう象しよう的な説明で漠ばく然ぜんとしたイメージしか摑つかめていない。そもそも時間的概念の終着点に位置するというのなら、人類が越えられる試練の限界を超こえているとも考えられる。

　そんな十六夜の思考を理解したのか、クロアは苦笑して答えた。

「女王騎士の彼女が告げたように、〝退廃の風〟は少し特とく殊しゆでね。アレが〝人類最終試練〟に位置付けられているのは、最終試練攻こう略りやくの為ためのタイムリミットとしての機能もあるからだよ。ここ二〇〇年ほど姿を見せなかったのは、アジ＝ダカーハが封印されたことで砂時計が止まっていたことが原因だと思った方がいい」

「ならば最終試練をクリアするためのタイムリミットが過ぎると………？」

「無論、箱庭の全てに〝退廃の風〟が吹ふき荒あれる。そうなってしまえば何もかも終わりだ。───そしてそのタイムリミットまで、もう残り少ない。今いま頃ごろ、上層は新たな箱庭の構築にてんやわんやしてるんじゃないかね？」

　クロアの言葉に、サラを始めとした〝階層支配者〟の一同が顔を厳しくした。

「………クロア様。ではやはり、天軍は来ないものとお考えで？」

「来ないだろうね。彼らは彼らでタイムリミットを迎むかえた場合の………つまりは、最悪の事態に備えて動いているはずだ。我らに援えん軍ぐんを割さく余よ裕ゆうはないだろう」

　天軍の名が出た途と端たん、鵬魔王と蛟劉は眼めつきを鋭するどくしてクロアを睨にらむ。

「それはどうだか。天軍を仕切っているのは護ご法ほう十じゆう二に天てん………つまりは帝たい釈しやく天てんだろう？　天界でも〝動けばいらないことしかしない〟と評される駄神にそのような気を回す器量があるとは思えないわ」

「白びやく夜や王おう曰いわく、帝釈天は〝天界のヤンキー兄ちゃん〟らしいやないか。物の道理を解げして動く神しん霊れいとはとても思われへんね」

「うむ。其そ処こは否定できない。………が、悪評というのは何時の世も人の目を引きやすいものだ。かつて〝閉鎖世界デイストピア〟を相手に真っ先に立ち上がった同士の一人として、私は彼をかけがえのない同どう朋ほうとも、傑けつ物ぶつだとも思っているよ」

　表情を和やわらげてやんわりと否定する。だが目は笑っていない。

　同じ旗の下もとで戦った者に対して無ぶ遠えん慮りよな中傷は許さないと釘くぎを刺さす。

　護法十二天に滅ほろぼされた経験のある二人にとっては言い返したい所ではあったが、今は私情を挟はさんでいる場合ではないと言葉を吞のむ。

　十六夜は溜ため息いきを吐つき、軽くフォローを入れて話を続ける。

「ま、黒くろウサギに神格を与あたえて助けてくれたって話だからな。此方こちらの状況を全く把は握あくしていないというわけじゃないんだろうよ。或あるいはそれが助成できるギリギリのラインだったのかもしれない。どちらにせよ、俺たちは俺たちの力だけであの三つ首トカゲを倒たおさにゃならんってだけさ」

「そういうこと。では少し脱だつ線せんしたが───改めて最終考察を始めるがよろしいかな？」

　クロアが再度の同意を求める。異論は特に上がらない。

　しかし最終考察とは言っても、何から話すべきかという意見も無い。

　沈ちん黙もくがしばらく続いた後、十六夜が呆あきれたように右手を挙げて問うた。

「その事だが死神。さっきお前が口にした〝タイムリミット〟の具体的な条件はなんだ？」

「それを答えてしまえばゲームにならんだろう？　若いんだから柔やわらかい頭を使って考えたまえ」

　山高帽を傾けてにやけて笑う。こういう時でも遊び心を忘れないのはこの賢けん神しんの悪い面でもありいい面でもある。彼がこのように焦じらすということは、何らかの意味があると思っていい。

　だが肝かん心じんの十六夜に笑えみは無い。普ふ段だんの彼なら皮肉の一つや二つを交えて売り言葉を買っていただろうが、らしくないくらい真しん剣けんな表情で問い返す。

「………フン。〝人類最終試練〟の三体を突つき詰つめていくと、連中の結論らしき共通点が見えてくる。お前が俺に気付かせたいのはその一点だろ、死神？」

　責める様な視線でクロアを見ると、彼も意味ありげな笑みで返す。

　その隣で、怪け訝げんな顔をした蛟劉が改めて問う。

「どういうことや、十六夜君」

「どうもこうもねえよ。今日まで色んな魔王やら神様やらと会ってきたが、コイツが箱庭に帰ってきたことで確信した。この箱庭の世界っていうのはつまり───人類史に対して、時間的な共きよう依い存ぞんをしている世界なんだよ」

「少し違ちがうな。正確には、神霊種が人類史と共依存していると言った方が正しいね。まあ箱庭の住人の九割は神霊の恩恵を受けているのだから間ま違ちがいでもないが」

　その場に居た全員が顔を合わせて一いつ斉せいに首を傾かしげる。

　その中で唯ゆい一いつ、女王騎士であるフェイスレスだけが二人の言葉を理解した。

「女王に聞いたことがあります。神霊には慢まん性せい的に抱かかえるパラドックスゲーム………所謂いわゆるロジックエラーがあると」

「というと？」

「そもそも、神霊という存在が発生する条件を考えてもみてください。

〝神霊は人類の信仰かんそくによって発生する〟

〝人類は神々の恩恵を受けて進化する〟

　───では、この両者の起点と終点はどちらにあるのでしょう？」

　女王騎士の言葉にサラは表情を固まらせ、七天の二人は何かに気が付いて口に手を当てる。

「起点アルフアである造物主と、終点オメガである創造物が同一の世界………それが箱庭の世界やと？」

「そう。箱庭の有史以来、最大の謎なぞと言われているパラドックス。鶏カミが先なのか卵ヒトが先か───通つう称しよう〝Bootstrapブートストラツプ・ Paradoxパラドツクス〟と我々は呼んでいる」

「馬ば鹿かな。それについては既すでに人界でも結論が出ただろう？　人類の末世と呼ばれる二〇〇〇年代で最も支持を受けたのは、神による世界の創造論だったはずよ」

　この結論は時代の力ある宗派の影えい響きようも大きいが、世界うちゆうを構築した一次的要因として創造論以外の説明が未いまだに立証できないという事実もある。そしてそれは人類史が全すべての時間を費ついやしても到とう達たつできない真実の一つである。

[image: ]

　鵬魔王が反論すると、クロアは困ったように肩を竦めた。

「迦陵ちゃん。〝人類の支持を得た〟ことが〝創造論の保証〟になるのなら───それは〝＝世界の法則は人類の主観に左右されて構築される〟、即すなわち人間原理こそが宇宙観の真実ということになるだろう？」

「………それは、」

「そしてこれこそが〝人類最終試練〟を最強の神殺しへと押し上げている事実でもある。───此こ処こまで言えば、十六夜君なら何かに気が付くのではないかな？」

　視線が一斉に十六夜へ集まる。彼が口にせずとも気が付いている者もいたが、場を仕切っているクロアが彼を指名したことに意味があるのだと察して静せい聴ちようする。

　十六夜は腕うでを組み、厳しい表情のまま解答を口にした。

「………人類と神霊が相そう互ご観測者ってことは、一方が滅べばその関係は破は綻たんする。つまり〝人類最終試練〟の正体は───」

　───〝人類全てを滅ぼす要因[image: α]〟。

　此れこそが人類に降りかかる最後の試練。

　解答を口にした十六夜に、クロアは意地の悪い笑みを浮うかべて頷うなずいた。

「そう。北ほく欧おうではラグナロク、インドではカリ＝ユガ。遥はるか古代の文明から神々が警鐘を鳴らし続けたその収束点オメガＸを、我ら神霊は総じてこう呼ぶ。世界の終しゆう焉えん───即ち、

〝終末論〟とね」

　それが最終試練と呼ばれる者達の真実。その真実が指す〝タイムリミット〟の意味が、十六夜の表情をかつてない程ほどに険しくさせていた。

（ならやっぱり、最終試練のタイムリミットっていうのはつまり、人類の破は滅めつが外界で確約されるまでの時間を指している。もしもこれが本当なら………！）

　嫌いやな予感がした。嫌な確信があった。

　クロアに一言問えば解決するかもしれない問題なのに、十六夜は己おのれの信条に義理立てしてその質問を口に出来ずにいた。破滅を迎えようとしているのはこの箱庭の世界ではなく───自分が捨ててきた世界の方なのではないか、と。




　　　　＊




　───煌こう焰えんの都・近きん隣りんの樹海。

　夜明けが近くなり始めた刻限。煌焰の都から少し離はなれた丘きゆう陵りようは日光とはまた別の光によって包まれていた。

　魔王マクスウェルは天使たちを召しよう喚かんした後、蒼そう白はくに輝かがやく球体に身を包んで閉じこもり、一向に動く気配がない。外からは姿が確かく認にんできないが、球体から放たれる圧あつ倒とう的な存在感は彼がその場にいる証あかしだ。召喚した天使は時を置くと共にその数を増している。天使と思われる鎧よろいの化け生しようは今や十数体にもなってマクスウェルの玉座を囲んでいた。

「……………」

　殿でん下かはその様子を見て、静かに瞳ひとみを細める。

　彼の足元には先ほど仕留めた天使の残ざん骸がいが転がっていた。仕留めてから調べてみたが、鎧の中はがらんどうとなっており、生命が宿っている様子は感じられない。どのような仕組みで動いていたのか定さだかではないが、生物ではないらしい。

（神しん珍ちん鉄てつの様に全身が伸しん縮しゆくする鉄、というわけでもない。そもそも霊れい的てきなものが宿っていた様子も感じられなかった）

　絡から繰くり仕じ掛かけの自動人形を憑より代しろにした天使かと思われたが、どうにも釈しやく然ぜんとしない。

　霊的な力で動いていないということは、天使の形をした外がい殻かくそのものに何らかの動力があったということになる。

（まさかこの天使………コレそのものが、第三の………？）

「殿下ー。そろそろグーおじ様も帰って来るから、一度戻もどって来て」

　樹の上で考察していた殿下に、下からリンの声がかかった。

　殿下もそれに気付いて飛び降りる。見れば篝かがり火びの近くには大きめのローブを着た少年───ジン＝ラッセルも腰こしを下ろしていた。

「お疲つかれ様。状じよう況きようは変わってない？」

「いや、悪化してる。天使の数がどんどん増えてやがる。連中、単調な動きしかしないがパワーと空間跳ちよう躍やくは驚きよう異い的だ。これ以上増えるようだと流石さすがに不味まずいかもしれない。何か対策を打つべきじゃないのか、リン？」

　小走りで近づき篝火の傍そばに腰を下ろした殿下は、改めてリンに状況を確認する。

　リンは殿下たちのチームのゲームメイカーだ。最終決定は旗はた頭がしらである殿下の役目だが、其処に至るまでの作戦は全て彼女が考えている。

　普段なら余裕の笑みを浮かべて打開策を口にするリンだが、この時ばかりは少し言い淀よどむような間があった。

「………まあね。手を打つなら今だと思う。天使が無む尽じん蔵ぞうに増ぞう殖しよくするのなら、マクスウェルさんの脅きよう威いはアジ＝ダカーハにすら匹ひつ敵てきするかもしれない」

「なら、」

「でも駄だ目め。まずはグーおじ様が帰ってきてから方針を考えます。全員の意志が一いつ致ちしていないまま進めるには敵が強大過ぎる」

　普段の子供っぽさからは考えられない口調でリンが断ずる。これが本来の彼女なのだろう。彼女の子供っぽさは余よ裕ゆうから生まれる演技に近い。

　今の彼女はそういう取り繕つくろい方が出来ないほどに緊きん張ちようしているのだろう。

　横で膝ひざを抱えて座っているジンも、今の状況に焦あせりを募つのらせていた。

（鎧の天使の胸に描えがかれていた蕾つぼみの旗印………何処どこかで見たことがあると思ったけど、間違いない。アレは十六夜さんたちが〝アンダーウッド〟で出会ったっていう自動人形………コッペリアのコミュニティと同じ旗印だ）

〝第三永久機関〟・コッペリア。

　魔ま王おう〝退エンド廃・エンのプテイ風ネス〟に封ふう印いんされていた彼女だったが、とある事件を切っ掛かけに十六夜たちと出会い、一時的に封印を解かれることになった。マクスウェルを倒した後に霊れい格かくが本来の持ち主に移動するというのなら、それは間違いなくコッペリアのことだろう。

　加えてリンたちは、このコッペリアの封印が解けていることに気が付いていない。

　この好機を生かすために、ジンは思考をさらに奔はしらせる。

（マクスウェルをこの場で倒す様に彼らを誘ゆう導どうできれば、〝ウロボロス〟に大ダメージを与あたえられるかもしれない）

　話を聞いた限り、〝ウロボロス〟にとって〝第三永久機関〟は最重要な鍵かぎの一つ。この霊格を奪うばうことが出来れば、彼らに大だい打だ撃げきを与えることが出来るだろう。

（但ただ気を付けないといけないのは、コッペリアを封印していた魔王〝退エンド廃・エンのプテイ風ネス〟が〝ウロボロス〟の一員である可能性も考えないと）

　ジンの背筋に嫌な汗あせが流れる。

　神々の箱庭の中で在って尚なお、御お伽とぎ噺ばなしとして語られる魔王がいる。

〝絶対悪〟アジ＝ダカーハ。

〝閉鎖世界〟ディストピア。

〝退廃の風〟エンド・エンプティネス。

　彼らは最強種という枠わく組ぐみさえ逸いつ脱だつした存在───通称〝人類最終試練〟である。

　その一角が〝ウロボロス〟に協力していると言うのなら、これは箱庭全体にとっても脅威だ。ジン本人は目まの当たりにしたことはないが、唯ゆい我が独どく尊そんを地で行く逆廻十六夜にさえ一目で「真正面からは戦いたくない」と言わしめた正体不明の魔王である。

　ジンにとってはそれだけで脅威の度合いを測るには十分すぎた。

（でも〝退廃の風〟はゲームロジックの一つとして召喚される、独自の意志が無い魔王。ゲームの妨ぼう害がいをしない限りは、直接的な被ひ害がいに遭あうことはないって聞いてたけど………）

　ならば組みしているというよりも、利用できる者がいると考えた方がいい。そしてそれだけの実力者なら〝ウロボロス〟の中ちゆう枢すうを担になう者である可能性が高い。

（第三永久機関………天使………〝退廃の風〟。駄目だ、僕じゃ繫つながりが見えない）

　ジンも必死に頭を回転させるが、彼の知識量では解決に導くピースが足りていない。そもそも彼は〝退廃の風〟の真の使命を知らない。

　加えてこの難題を解くには異世界の知識が必要不可欠だ。

　この場でこれらの知識を得ている可能性があるのは───

「リン。あの鎧の天使………仮にアレが天使だとして、何処の神群のものか分かる？」

　顎あごに手を当ててそれとなく探さぐりを入れる。〝ウロボロス〟の継けい承しよう者である殿下とリンなら何か知っていてもおかしくはない。

　リンは腕を組んで考え込む素そ振ぶりを見せ、難しそうに俯うつむく。

「………まあね。あれから色々と考えてみたけど、一つだけ心当たりがあるよ」

「本当に？」

「うん。でも私的には、間ま違ちがいであって欲しいところだけど」

「というと？」

「敵が強大過ぎるから。私の推測があっていたら………〝ウロボロス〟って組織は、想像を遥かに超こえた超ちよう巨きよ大だい組織ってことになるもの」

　小さくため息を吐つく。わざとらしい仕草だったが、本気で打つ手がない事は付き合いの短いジンにもわかった。

　殿下たちには、〝ウロボロス〟へ反旗を翻ひるがえす意思がある。

　これはジンの推測だが、彼らの地位は組織の中でも高いわけではない。

　命が保障されているという殿下も、目的の為ための道具であり、何らかの方法で代だい替がえが利きく、という立ち位置なのだろう。そうでなければリンが地下で口にしていた「殺されなくて済む」という台詞せりふに繫がらない。

（そして何より重要なのがマクスウェルが口にしていたキーワード───インド神話群の終末論・〝カリ＝ユガ〟。これが殿下の霊格に関連があるのなら………！）

　殿下の正体は決定的だ。もうそれ以外に考えられない。そして彼の存在は全すべてのキーワードを符ふ合ごうさせる。

　今起きている災さい厄やくには、全てに意味があったのだ。

　ジンの考察が確かならば、殿下の正体は箱庭の世界にさえ一度も姿を見せたことが無い〝未来を救うことを確約された〟伝説の英えい雄ゆうの一人ということになる。

　今はまだ未完成ということだが、完成すれば釈シヤ〇や西せい欧おうの神の子すら凌しのぐだろう。




　───インド神群の宇宙観コスモロジーに記された、循じゆん環かんする四つの年代記。

　人類の文明の進化と、最盛期の後に迎むかえる滅めつ亡ぼうが〝終末論カリ＝ユガ〟だ。

　そしてその人類末世を救う為に現れる最後の英雄。

　インド神群の太陽の化け身しんにして、釈〇と同列以上の霊格を持つ、その英雄の名は───




（いや、待て焦るな。結論を出すのは十六夜さんたちと相談してからでも遅おそくない）

　今重要なのはマクスウェルである。

「わかった。リンの推測はあくまで予測として受け取る。大まかでいいから教えて欲しい」

「………まあ、いいけど。聞いてから絶望するの止やめてよね？」

　一応の釘くぎを刺さしてから、リンは溜ため息いきを吐く。

　しばらく沈ちん黙もくして思考を纏まとめにかかった彼女は、大本の結論から話し始めた。

「まず〝マクスウェルの悪あく魔ま〟についてだけど。この悪魔は、二〇〇〇年代初期にその存在が証明されているの」

「…………？　姿を見せて〝悪魔の証明〟をクリアしたってこと？」

「違ちがう。科学的に証明されたんだよ。詳くわしい内容は熱力学の分野になるから省くけど………この技術を基き盤ばんに進められた研究によって、人類は環かん境きよう情報の置ち換かんに成功し情報という無の環境からエネルギーを抽ちゆう出しゆつする技術を手にする。───ええと、分かる？　マクスウェルの魔王は悪魔くうそうではなく、実在する法則として世界にその存在を刻んだ姿なんだよ」

「………な」

　ジンはリンの言葉を咀そ嚼しやくするまで、三度息を吞のんだ。

〝マクスウェルの悪魔〟や〝ラプラスの悪魔〟が悪魔と呼ばれるのは、観測可能な不確定存在………つまりは科学における机き上じようの空想が擬ぎ人じん化したものの暗あん喩ゆである。

　彼らは存在が不確定でありながら存在を認められて悪魔となった。しかし彼らは一度、その存在を生みの親である科学によって否定されている。なのにその存在が改めて認められただけではなく、観測までされたという。これは箱庭史上でさえ類を見ない大事件だ。

　情報のエネルギー化というものがどのようなものかジンには分からないが、無から有を得る技術があるのだとしたら、それはもう人間が独自に手に出来る技術を超こえたものだ。

　神域の御み業わざといっても過言ではない。

「まさか………それが〝第三永久機関〟の正体………!?」

「と、私も思ってたんだけどね。どうやら外界の事情は私たちが認知しているよりも、もう少し複雑になっているみたい」

　うーむ、と難しそうに腕うでを組むリン。

　ピッ！　と指を立てた彼女は続けて持論を展開する。

「疑問その①。

　マクスウェルの悪魔を証明したことによって生まれる技術＝〝第三永久機関〟である場合、ある矛む盾じゆんが生じます。それは〝マクスウェルの悪魔は、その存在そのものが既き存ぞんの永久機関である〟ということ。よってナンバリングが第三とされるのは疑問が残る。

　疑問その②。

〝第三永久機関〟の担にない手が複数名実在するという疑問点。人類最後の神秘と呼ばれる技術に代替え品があるはずがない。これはつまり両者が同一の存在である、或あるいは依い存ぞんしている関係にあるという可能性を示し唆さしている。

　結論その①。

　以上の点からマクスウェルの悪魔[image: ]〝第三永久機関〟ではあるが、マクスウェルの悪魔は新たな永久機関を作る上で必要不可欠な要因の一つとして霊格を預かっている。

　結論その②。

　私が難しく考えすぎてる可能性。世の中はもっと単純に出来ていてマクスウェルの悪魔＝〝第三永久機関〟ってことでいいじゃんベイビー。

　───こんな感じなんだけど、どう思う？」

「どうもこうも、結論①で確定だ」

　賛同と共に改めて感心する。この短時間で何処まで思考を広げているのだこの少女は。知識量と思考速度ならば十六夜と同等クラスかもしれない。

　同世代として負けてはいられないと、ジンは気合いを入れて問い返す。

「マクスウェルの霊格がどんなものかはよくわかった。となるとその霊格に天使が関かかわっているのは、その開発過程に神群が関わっていると考えていいのかな？」

「うん。私もそこには行き着いた」

「だけど………参ったな。天使って言ってもパッと見の造形が分からないものや種類が多すぎる。似た様な前例ってあったっけ？」

　ジンが問うと、殿下が口元に手を当てて答えた。

「相対性理論が確立した時、アインシュタインの功績は星条旗と共に召しよう喚かんされたと聞いたことがある。今は行方ゆくえ不明だが、これは似た様な事例じゃないか？」

「でもアレって特例中の特例だったはずだよ」

「………どういうこと？」

「曰いわく、アインシュタイン以外の人間が相対性理論を確立させた場合、現行の史実より酷ひどい未来が訪おとずれる可能性があるからだとか。それこそ世界の終末が早期に訪れるレベルで」

「その結果、アインシュタインは莫ばく大だいな霊格を所有することになった。一部では奴やつこそがアジ＝ダカーハの正体だと訴うつたえる者も少なくない」

「ＮＢＣＲ兵器が最終試練ってこと？………うん、まあ、当たらずも遠からずなのかな？　その考え方は少し面おも白しろいね。一考の余地があるよ」

　リンは横道に逸それて殿下の言葉を考察する。

　ジンはその間に今の会話を咀嚼する。

　技術的な〝歴史のパラダイム転換期シフト〟は本来なら個人ではなく組織に依存するということなのだろう。ラプラスやマクスウェルのような理論の擬人化が行われるのは、理論に対する霊れい格かくの担い手が不確定だからだ。そうなるとやはり〝第三永久機関〟と天使には、宗教組織としての繫がりがあると考えていいのかもしれない。

　そこまで考えてふと、ジンは何かが引っかかった。

（………アレ。また何か引っかかった気が………？）

〝第三永久機関〟と聞いたときと同じ、或いはそれ以上の違い和わ感かんがジンを襲おそう。

　その違和感を手探りで探している間に、リンは次の結論を出す。

「アジ＝ダカーハの分体が森を枯からしていた現象……あれも生物兵器の霊格なのかな………いやでも、アレは極小の細さい菌きんをばら撒まく兵器………細菌？　って、ちょっと待った[image: !!!]」

　突とつ然ぜん声を上げるリン。ジンと殿下は訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめて静かにするようにジェスチャーする。

「リン。大きな声を出すな。見つかったら面めん倒どうだ」

「そんなこと言ってる場合じゃない！　そうだ、すっかり忘れてた！　極小の細菌………じゃなくて、極小の粒子！　そして最新の永久機関！　クソ、何でこんな大事なことに気が付かなかったんだお馬ば鹿かか私は[image: !!?]」

　フンガー[image: !!!]　と、両手を振ふり回して叫さけぶリン。再度咎とがめる殿下だが、何か摑つかんだらしい彼女の反応を見て問い直す。

「どういうことだ？　説明しろ、リン」

「どうもこうも無い！　マクスウェルの召喚式は〝Summon maxwell myths.　3S, nano machine unit〟………そう、人口粒子nano machine unitだよ！　これを召喚式に組み込んだということは、このナノマシンがマクスウェルの悪魔の正体なのかもしれない………!!」

　リンは全ての謎なぞが繫がった確信を元に、口元を押さえて一気に考察を吐き出す。

「情報のエネルギー化なんてオーバーテクノロジーが発見されたとしても、都市を稼か働どうさせるような膨ぼう大だいな力を即そく座ざに生み出せるとは思えない………でも粒子単位のナノマシンを稼働させる程度のエネルギーなら………でもナノマシンの開発は生体に及およぼす影えい響きようを懸け念ねんされている分野………もしかして〝生命のゲノム・目録ツリー〟とも関係があるの………？　そう仮定した場合、神群は研究のバックアップというより、研究開発の正当性、或いはテクノロジーそのものに神性を保証してパトロンを集めたと考えた方が………でもそれだけの世界的・政治的な影響力を持った神群なんて二つくらいしか………やだ、じゃあやっぱり〝ウロボロス〟の背後にいる神群て───[image: !!?]」

「おっと、そこまで気が付いたか。流石さすがは俺が見込んだ少女だな、彩あや里ざと鈴りん。よく勉強してるじゃないか」

　ゾクリ、と背筋が凍こおる。

　聞き慣れない声にジンは警けい戒かい心しんを強めたが、他ほかの二人の緊きん張ちようはそれどころではない。普ふ段だんの余よ裕ゆうのある表情は途と端たんに消え、一いつ斉せいに血の気を引かせていく。

　此こ処こまで蒼あお白じろく冷めた表情の二人を、ジンは初めて見た。歳不相応な精神を持つ二人が、今は大人に悪戯いたずらを見つかった子供の様に肩かたを縮こませていた。

　その声の主───〝ウロボロス〟の詩人・幻想グリムの男は三頭龍の時と同じく突とつ如じよとして姿を見せ、軽けい薄はくな笑えみを二人に向けた。

「素す晴ばらしい。戯たわむれで弟で子しにしてみたが、独学で此処まで来るとは思いもよらなかった。お前の十年後が俺は楽しみでならないよ」

「せ………先生………!!」

「………何しに来た、遊興屋。お前はこの作戦に呼ばれてないはずだぞ」

「なんだなんだ、つれねえな。折せつ角かく助けてやろうっていうのに」

「助ける？　ハッ、利用しに来たの間ま違ちがいだろ。聖人共に霊格と功績を奪うばわれた情けない詩人に借りる手なんざねえよ」

「本当に失礼だな。俺たちは共に獅し子しの毛に潜ひそむ虫けら。ある意味で同士じゃねえか」

「寝ね言ごとは永えい眠みんしてから吐はき捨てろ。俺たちは〝ウロボロス〟と縁えんを切りたいだけだ。真正面からやり合うつもりは初めからねえよ。隙すきあらば〝ウロボロス〟を乗っ取ろうっていう腹黒野や郎ろうと一いつ緒しよにするな」

　はいはい、と男は楽しそうに笑う。

　隣となりに居合わせたジンは男の特異な風ふう貌ぼうもそうだが、その圧あつ倒とう的な威い圧あつ感かんに押されて口を挟はさめずにいた。無意識のうちに震ふるえている指を握にぎりしめ、ジンは息を吞む。

（誰だれだ………!?　いや、何だ、コイツは………[image: !!?]）

　人なのか、化け生しようなのか、現象なのか。目の前に存在しているという実感が無いのに、五感は〝何かがいる〟と訴えている。

　幻想というよりは歩く雑音ノイズとでもいうべきだろう。

（殿下とリンが警けい戒かいしている。敵という感じではないけど、味方というわけでもないのか？………というか、今の僕って凄すごく危険じゃない？）

（そうね。明らかに詰つんでるわ。本当にご愁しゆう傷しよう様さま）

　笛ふえ吹ふき男の指輪から、ぶっきら棒にペストが口を挟む。

　ジンは冷や汗あせを搔かきながら彼女に問う。

（ペストも知ってる人？　彼についての情報ある？）

（知ってるも何もないわ。まさかこの男まで〝ウロボロス〟に所属していたなんて思わなかったけど。声を聴きく限り、私を箱庭に召喚したのって多分コイツだもの）

（………は？）

　ジンが素すっ頓とん狂きような声を上げる。ペストは緊張を帯びた声で簡潔に告げた。

（姿はちょっと変わってるけど………声に聴き覚えがあるから間違いないわ。コイツが〝幻想グリム魔導グリモ書群ワール〟を率いた伝説の魔ま王おうよ）

〝ハーメルンの笛吹き〟や〝灰かぶり姫ひめ〟、〝靴くつ履はき猫ねこ〟などの民間伝承を媒ばい介かいに童話の悪あく魔まとして呼び出した詩人。

　第四の最強種とまで呼ばれる人類の幻想種。

　それがこの男の正体だとペストは告げる。

（死んだと聞いていたけど、どうやら生きていたみたいね。コイツが所属していたのなら私を召喚することも訳ないでしょ。………少し考えれば分かるのに完全に盲もう点てんだったわ）

（でもグリム童話って、グリム兄弟が作ったんじゃなかったの？）

（………わからないわ。でもさっき殿下が〝聖人に功績を奪われた〟って言ってたし、それが原因なのかもね）

　二人は共に考察を進めるが、この男に関してはまだ謎が多すぎる。存在を知ることが出来ただけでも戦果と考えていい。

　生きて帰れたら、だが。

「ったく、なんでこんな生意気に育ったのかな。もう少し可愛かわいげと悲ひ壮そう感があったら俺好みの玩がん具ぐになっただろうに」

「製作者に似て捻ひねくれたんだろ。用件があるならさっさと言え」

　微み塵じんも気を許さない口調と敵意を向けて睨にらむ。

　隙あらば首を嚙かみ千切りそうな勢いだ。

「余裕がねえなあ。境きよう遇ぐうには同情してやるが、お前はもう少し自身の絶望を楽しむべきだぞ。………まあ、今言っても詮せん無ないことだが。俺の用件はさっき言った通りだ。この場は助けてやるから、代わりに手を貸せ」

「クソして死ね」

「本当に何でこんなのに育ったかなクソガキ」

「先生に似たんですよ、きっと。───殿下はこう言ってますが、助けて頂けるのなら是ぜ非ひにお願いしたくあります。もしよろしければ、先生がどのような策をお持ちなのか教えていただけないでしょうか？」

　姿勢を正し、両手を合わせて懇こん願がんするリン。

　その態度は敬いというよりむしろ怯おびえから来ているのかもしれない。今の彼女は本来の快活さとは遠いように見えた。

「策というか、死神と交こう渉しようしてきた。コウメイの野郎も西側から帰ってきてるらしいからな。マクスウェルは一ひと先まず奴に任せる。鈴りんとグライアは俺と待機。アウラは魔ま導どう書しよに帰らせて、殿下は向こうのゲームに参加しろ。今こそ原典オリジン候補者としての責務を果たせ」

「………っ!?」

　二人は同時に顔を見合わせ、同時に息を吞のんだ。

　男の告げる意味はこれ以上なく明白だった。

「殿下に………アジ＝ダカーハと戦え、と？　そういうことですか？」

「ああ。予定が早まったが、太陽主権が二つあれば戦いにはなるだろう」

「な、なら私も………！」

「馬鹿を言うな。可愛い弟子にそんな無む茶ちやをさせられるかよ」

　ニヤリと、慈じ愛あいの欠片かけらも感じさせない笑みを浮うかべる。

　目的の為ために動いているのか、それとも玩具にして遊んでいるのか、この男の表情は読めない。分かるのは、この場の主導権が全すべてこの男にあるという事実だけだろう。

「〝ウロボロス〟の目的を考えると、今の段階でお前がマクスウェルを倒たおすのは不味まずい。早々に〝カリ＝ユガ〟が成立してしまうからな。倒したら色んな意味で困るんだよ」

「………誰が困るんだよ」

「俺が困る」

「マジかよ超ちようやる気出たマクスウェルぶち殺してくる！」

「クソ黙だまれクソガキ。いいから閣下に挑いどんで玉ぎよく砕さいして来い。どちらにせよお前に拒きよ否ひ権なんかねえだろ。叛はん意いがあることはとっくにばれてるんだから、真価ぐらい見せなきゃ廃はい棄きされる身だって忘れるな。長生きしたきゃ少しは製作者の意見も聞け」

　呆あきれたように告げるが、其そ処こに先ほどのような緩ゆるさは無い。

　最後の言葉は明らかな命令だった。従わなければそれなりの覚かく悟ごをしてもらうと暗に告げる。

　殿下も自覚があったのか、盛大に舌打ちをした後、ジンとリンを一いち瞥べつして、

「………一つ条件がある。コイツらの安全は保障しろ。それぐらい出来るだろ」

「ふぅん？　条件を出せる身分じゃないと思うがな。まあいい。知った顔もいるようだしな」

　男の視線がジンを───否いな、ペストを貫つらぬく。

　指輪の中で一いつ瞬しゆん震ふるえるペストを庇かばうように握りしめるジン。

　殿下は両者の間に立ち、男を睨みつけた。

「………わかった。やってやるよ。〝人類最終試練〟………アジ＝ダカーハは俺が倒す」







[image: ]

　───空中城じよう塞さい・厨ちゆう房ぼう。

　別館に運ばれていた黒くろウサギは身み支じ度たくを整えると別館から抜ぬけ出し、慌あわただしく給きゆう仕じが駆かけずり回る厨房へと足を運んでいた。

　戦時でも腹は減るのだ。仲間と合流した安あん堵どと共に心地ここち良い空腹に襲おそわれた黒ウサギは英気を養うという理由でつまみ食いをしに来ていた。

（あややー。避ひ難なん民みんや負傷者の食事の準備も有りますし、皆みなさんお忙いそがしそうですねー）

　ウサ耳をウサウサと揺ゆらし、ヒョコヒョコと立ち回る。

　厨房の隅すみに空いていた調理場を借り、卵と野菜を貰もらって簡単なスープを作る。ありがたいことに香こう辛しん料りようは大量に積まれていたらしく、味付けには困らなかった。

　山羊やぎの肉を乾かん燥そうさせた物を卵と共に炒いためて皿に載のせる。

　簡単な食事だが今は非常時だ。温かい食事を食べられるだけでも感謝しなければ。

（〝主催者ホスト権限マスター〟でしばしの時を得たとはいえ、何時戦いが始まるかわかったものではありません。黒ウサギも準備しておかねば）

　今いま頃ごろは対アジ＝ダカーハに向けて作戦会議が進んでいる頃ころだろう。次の戦いは総力戦になるに違ちがいない。そうなれば黒ウサギも戦力として数えられる可能性が高い。

　どのような作戦でも対応できるように今は少しでも体力を回復しておかねば。

（ウサ耳が戻もどってきた以上、もう足手まといではないのです。十六夜いざよいさんや飛鳥あすかさん、そして耀ようさんの足を引っ張らぬように頑がん張ばるのですっ）

　ムンッ、と両手に気合いを入れる。出来上がった料理をお盆ぼんに載せて移動しようとした黒ウサギだったが、その後ろから聞き慣れた女性の声がかかった。

「美味おいしそうですね、黒ウサギ殿どの。ご一緒してもよろしいですか？」

　ウサ？　と、ウサ耳をアピールしながら振ふり返る。

　覚えのある声に無警戒で振り返った黒ウサギだが、声の主の姿を見て目を丸くした。

（わわ………！　ど、何処どこの美人様ですか………!?）

　黒ウサギは見たことの無い女性を前に、慌てて一歩下がる。美人は見慣れている黒ウサギだが、彼女は見たことの無いタイプの美人だった。

　目元の強さからも分かる聡そう明めいさと物静かな雰ふん囲い気きとは裏腹に、人並み以上に大きな乳ち房ぶさと胸むな元もとが開いた縦たて縞じまのトップスセーターのせいで逆に扇せん情じよう的な外見に見えてしまう。

　少し長い亜あ麻ま色いろの髪かみは丁てい寧ねいに編まれて肩かたから胸の谷間へ垂れており、否いや応おうなく視線を誘ゆう導どうしている。

　レティシアとは違う、大人の女性として完成された魅み力りよくを感じさせる人だった。

（白しら雪ゆき様やウィラさんの胸も大きいですが、この方も中々………！）

「………黒ウサギ殿。見る分には構いませんが、もう少し遠えん慮りよするべきでは？」

　謎なぞの美人が苦く笑しようしながら咎とがめる。覗のぞき込むように胸の谷間を見ていた黒ウサギはハッ！と我に返った。確かに無ぶ遠えん慮りよな視線だった。女性同士だから笑って済ませられるが、これが男性なら横っ面つらをはたかれても仕方がない行こう為いである。

　───しかし、本当に誰だれだろう？

　こんな美人なら一度会えば忘れるはずがない。

　しかも相手は黒ウサギの事を知っているという。

　黒ウサギのそんな疑問を余所よそに、謎の美人は髪を搔き上げて料理の皿を一瞥する。

「むっ。山羊の乾ほし肉………ですか。御お相しよう伴ばんに与あずかろうかと思いましたがこれは厳しいですね。同族を食すのはよろしくありません」

「山羊がご同族？　って、もしや貴女あなたは、」

「ええ。人型を見せるのは初でしたね。では改めて───私は山羊の星せい獣じゆう、アルマテイア。コミュニティの同士として、今後ともよろしくお願いいたします」

　礼れい儀ぎ正ただしく人当たりの良い笑え顔がおと挨あい拶さつに、黒ウサギはどぎまぎしながら返礼する。よく考えれば彼女は星獣であり神しん霊れいでもある存在だ。人化の術ぐらい訳も無いだろう。

　黒ウサギは頭を上げ、改めて目の前の女性の経歴を思い出す。

（この方がギリシャ神群の長おさ。天空神ゼウスの養い親。豊ほう穣じようの女め神がみにして最強の楯たて）

　………略歴を並べ立てるだけでも、凄すごい経歴だ。

　彼女の希少性の前では〝月の兎うさぎ〟や吸きゆう血けつ鬼きの純血でさえ霞かすんでしまう。

　霊れい格かくが多少落ち込んでいるとはいえ、こんな超大物が〝ノーネーム〟みたいな没ぼつ落らくコミュニティに在ざい籍せきするなどとてもではないが考えられない。飛鳥はどんな契けい約やくを結んだのだろう。

　そんな黒ウサギの視線を感じ取ったアルマは、笑みを浮かべながら食堂を指す。

「折せつ角かくですから、食堂で少しお話ししましょうか。コミュニティの参さん謀ぼうである黒ウサギ殿とは、一度話をしておきたかったところです。よろしいですか？」

「ＹＥＳ！　勿もち論ろんなのですよ！」

　シャキン！　とウサ耳を伸のばして答える。作戦会議が終わるまでもう少し時間があるだろう。黒ウサギも彼女とは一度話す機会が欲しかった。

　お茶の用意と料理をお盆に載せた二人は、食事ができる個室を探して移動した。




　　　　＊




　貴き賓ひん室を借りて軽く食事を済ませた黒ウサギとアルマは一息吐ついたようにお茶を啜すすり、改めて挨拶を交かわす。

「しかし黒ウサギ殿もマスターも、あれだけの窮きゆう地ちを良く乗り越こえたものです。二人がマクスウェルに跳とばされたときは流石さすがの私も打つ手なしかと諦あきらめていました。流石は〝箱庭の貴族〟といったところでしょうか」

　アルマが微笑ほほえんで賞賛を告げる。しかし黒ウサギはハッキリと首を振った。

「いえ、それは違うのです。あの窮地を抜け出せたのは我が主神の加護と、飛鳥さんの命がけの陳ちん情じようあってのもの。本来ならこの命は〝月の兎〟の伝承に則のつとって燃え尽つきていたはずです」

　徒ただでさえ素体として高い身体能力を与あたえられている〝月の兎〟が軍神・帝たい釈しやく天てんの神格を宿せば、並の神霊を凌りよう駕がする力を得られるのは必然だ。

　しかしそれは仏話である〝月の兎〟の功績を再現し、その命と引き換かえにただ一度の奇き跡せきを引き寄せるという禁きん忌きの力でもある。

　本当なら奇跡の代だい償しようとして黒ウサギは命を落としているはずなのだ。

「授さずかったのは恩おん恵けいだけではありません。我が主神は己おのれの過去を天てん啓けいとして垣かい間ま見みせてくれました。───〝軍神の眷けん属ぞくよ、同士の為に奮い立て〟と。私にとってはあの天啓こそが真の恩恵でした」

　誇ほこらしげに胸に手を当てる。一族の主神が箱庭に生きる者の模も範はんとして、斯かくあるべしと示してくれた。こんな名めい誉よなことはない。

　最近は〝箱庭の貴族（笑）〟などと呼ばれて馬ば鹿かにされていたが、あれこそ献けん身しんの象しよう徴ちようとしてあるべき姿。〝月の兎〟の真の姿なのだっ。

「………そうでしたか。帝釈天は伝承でしか聞いたことが無く余り良い感情を抱いだいていませんでしたが、評価を改めるべきかもしれませんね」

「むむ？　それは聞き捨てならないのです。ギリシャの主神も結構なやんちゃ様だと聞き及およんでいるのですよ？　主に女性関係などなど」

「おっと、藪やぶ蛇へびでしたか。しかし帝釈天の武勇伝にはゼウスあの子も一歩譲ゆずらざるを得ないでしょう。中でも人妻に手を出して呪のろいを受けた話は有名かと。報復を受けた帝釈天は呪じゆ印いんで全身のありとあらゆる場所に女性器を」

「わああああああああああああああああああああッ[image: !!!]　ダ、ダウト、ダウトなのです！　その話をすることは眷属最大の禁忌なのですよッ[image: !!!]」

　ウサ耳を赤くしてアルマの口を押さえる。禁忌というからには何か仏ぶつ罰ばつがあるのだろう。楽しそうに話を続けようとするアルマだったが、黒ウサギの必死さに負けて話を切る。

　───ちなみに、この呪じゆ詛そで帝釈天が新たな境地を得るというのはまた別の話。

　クスクスと品良く笑みを浮うかべた彼女は、茶器を口に運びながら本題を切り出した。

「否定する者も多いですが、神霊の系統ルーツは人類史と綿密な関係にあります。我々は別宇宙に存在する相そう互ご観測者であるのは間ま違ちがいありませんから。帝釈天やゼウスの様に〝最も人類に近い神〟は人間の本能的な部分の影えい響きようを受けやすかったのでしょう。まあ、中には───人類でありながら、神群の長になるべく生まれてくる者もいますが」

　意味深な言葉を受けて、黒ウサギは背筋とウサ耳を伸ばす。

　人にして神群の長に成りうる者。アルマの口から語られる人物は一人しかいない。

「それはもしかして………飛鳥さん、ですか？」

「ええ。彼女の才能は人間の器うつわを超ちよう越えつしている。ですがマスターの存在はなんというかこう………ヘンテコです。アンバランスです。アンビリーバボーです。人類が中ちゆう核かくにいる神群は日本神話や聖書の彼らなどありますが、彼女は本当の意味で〝正体不明アンノウン〟と言えるでしょう」

「………確かに。飛鳥さんのルーツはおぼろげに見えている分だけ、他ほかの御お二人より首を傾かしげる点が多いのです」

　逆さか廻まき十六夜と春日部かすかべ耀は枠わくの外にある例外であるのに対し、久く遠どう飛鳥の力は既き存ぞんの枠の中の例外という印象がある。逸いつ脱だつした力であることは間違いないのだろうが、他の二人の才能とはまたベクトルが違ちがうのだ。

「それに〝六本傷〟のガロロさんの話だと、飛鳥さんは〝先祖返り〟の可能性があるとも聞き及びました。神霊の〝先祖返り〟で、日本で五指に入る大だい財ざい閥ばつとなると………やはり飛鳥さんの血筋は、日本の現あら人ひと神がみである皇室に何らかの縁ゆかりが」

「いえ、それは無いでしょう」

　即そく答とうだった。思いのほか強い口調で断じられた黒ウサギは咄とつ嗟さに口を閉じる。

　アルマは湯ゆ吞のみを置いて話を続ける。

「黒ウサギ殿の話は分かります。ですが日本神話の根源である皇室は、第二次世界大戦の終戦と共に神格を手放す儀ぎ式しき………『人間宣言』を行っています」

「ＹＥＳ。終戦後、自身を人の身に落とすために行った儀式とウサ耳に挟はさんでいます。その空席となった神格に何らかの血けつ縁えんがある飛鳥さんが選ばれたと思ったのですが……？」

「まあ普ふ通つうに考えればそれが妥だ当とうでしょう。あの神格付ふ与よは日本神話群の宗教観に近い。マスターの力は八百やお万よろずをモデルにしていることは間違いありません」

「なら、」

「ですがそれだと、〝久遠飛鳥〟という人物は日本という国に無くてはならない絶対的な存在となった筈はずです。しかし私が最後に確かく認にんした人類史にはそのような事実と収束───〝歴史のパラダイム転換期シフト〟はありませんでした」

　うっ、と言い淀よどむ。確かにその通りだ。

　もしも久遠飛鳥が日本神話群の中核に取って代わる存在なら、それは〝歴史の転換期〟として収束し、巨きよ大だいな影響を与えていただろう。

　だがそんな事実は存在しない。

　それどころか十六夜の居た時代だと、久遠という名の財閥は存在しないという。

　アルマは顎あごに手を当て、持論を展開する。

「存在するはずの無い〝久遠財閥〟。この組織はマスターの働きもあり、財閥解体という形で歴史の修正を受けています。ならば歪ゆがんだ歴史の修正を行うのがマスターの使命かと考えましたが、それにしては星から与えられた力が大きすぎる」

「うむむ、確かに。それなら飛鳥さんの力は当初の勘かん違ちがい通り、人心を操あやつるという程度のもので済んだはずなのです」

　久遠飛鳥は所持する恩恵もそうだが、その存在そのものが非常にアンバランスだ。力が与えられた理由を挙げ連ねることは可能だが、そのどれもが核かく心しんから外れている気がする。

　ウサ耳を捻ねじって知ち恵えを絞しぼる黒ウサギだが、そう簡単に答えは出ない。

　アルマは静かな瞳ひとみで彼女を見つめ、躊躇ためらいがちに告げる。

「黒ウサギ殿どの。私はマスターの霊格について、限りなく正解に近い解答を得ています。ですが………その解答は、貴女にとって辛つらいものになるやもしれません」

「え？」

　黒ウサギは思わぬ警告を受けて身を強こわ張ばらせる。

　アルマの視線も今まで以上の緊きん張ちようを帯び、姿勢を前に乗り出して告げた。

「マスターから黒ウサギ殿のコミュニティに対する献身は伺うかがっております。没落した組織を救う為ために日夜走り回り、身を粉にして働いてくれている、と。その献身の根源には、失われた旗と名と………同士を取り戻もどすという強い気持ちが在ったからだと思っています」

「………はい。十六夜さんや飛鳥さん、そして耀さんと力を合わせれば、何時いつか必ず取り戻せると信じております」

「ではその久遠飛鳥の存在そのものが、貴女の願いを打ち砕くものだとしてもですか？」

　突とつ然ぜんの言葉に、黒ウサギが瞠どう目もくする。

　静せい謐ひつな瞳のアルマからは考えられない無遠慮な言葉だった。だが彼女の視線に敵意は無く、何かを試ためすかのような思おも惑わくが見て取れる。唐とう突とつで不ぶ躾しつけとも取れる問いだったが、黒ウサギは取り乱すことなくその言葉を咀そ嚼しやくして吞のみ込む。

　アルマは飛鳥の出生を話しに来ただけではない。

　その根底にある大きな問題を黒ウサギに相談しに来たのだ。

　二人の間にしばし沈ちん黙もくが流れる。城内の慌あわただしさは気が付けば収まっていた。怪け我が人の収容が終わり一段落ついたのだろう。

　耳を澄すませば、風が窓を叩たたく音が聞こえそうなほどの静せい寂じやくが部屋を満たしている。

　視線を外さない不動の二人。

　次に黒ウサギから吐き出された言葉は、アルマの予想の上を行くものだった。

「………それは、我らの同士が外界に跳ばされていることと関係があるのでしょうか？」

「っ………!?」

「クロア様は外界から帰ってきたと告げておりました。ならば他の同士が外界に跳ばされている可能性は否定できません。そしてその彼らが、コミュニティに生せい還かんする可能性が低いということも承知しているつもりです」

　普ふ段だんの黒ウサギからは考えられない静かな声こわ音ね。その声から彼女の覚かく悟ごを測るのは容易たやすい。しかもこれは一日二日の覚悟ではない。

　組織が壊かい滅めつしてからの三年間………可能性の一つとして、何時でも受け止められるように心構えをしていなければ、こんな対応は不可能だ。まさかそこまで覚悟していたとは思っていなかったアルマは気まずそうに視線を下げ、申し訳なさそうに詫わびた。

「試す様な真似まねをしてすいません。少し前に見た弱気な黒ウサギ殿を基準に考えていたようです」

「い、いえ。自分でも驚おどろくほど心静かに受け止められたのです。少し前までの黒ウサギなら、もっとてんやわんやしていたと思うのです。或あるいはこれも、帝釈天の恩恵によるものなのかもしれません」

　力なく笑ってウサ耳の裏を搔かく。動どう揺ようも衝しよう撃げきも無いわけではない。だがそれらの事実を受け止められるだけの精神的な強さが今の黒ウサギにはあった。

　アルマは瞳を閉じて話を続ける。

「………そうですか。帝釈天の神格を得て一時的に神仏として開花したことにより、何らかの悟さとりを得たのやもしれません。今の黒ウサギ殿からは波の無い静かな海のような雰ふん囲い気きを感じました」

「そ、それは少し持ち上げ過ぎなのですよ。事前にクロア様から聞いていなければ、きっと何時ものアワアワした黒ウサギと変わらなかったのです」

「ふふ、ならそういう事にしましょう。───それで、如何いかがします？　私の推測が正しければ………いえ、十中八九これが正解だと確信を持った上でお聞きします。異世界に跳とばされた同士が辿たどったであろう結末を、貴女は受け止めることが出来ますか？」

　改めて試す様な視線でアルマが告げる。

　黒ウサギは全すべてを受け止めるような静謐な瞳で頷うなずいた。




　　　　＊




　───空中城じよう塞さい・第三貴き賓ひん室。

　一方、その頃ころ。

　久遠飛鳥、レティシア、白雪姫ひめの三人は、対アジ＝ダカーハの戦せん闘とうにおける一通りの作戦を聞いた後、疲つかれ切ったように顔を合わせて休んでいた。

　中でも飛鳥の顔色は蒼あお白じろく血の気が引いており、苦虫を嚙かみつぶしたような表情で両手を握にぎりしめている。激情家のいつもの彼女ならばとっくに不満を口にしていただろう。

　飛鳥は唇くちびるを嚙んで心を落ち着けつつ、レティシアに問う。

「………信じられない。本気なの、あの作戦。正気の沙さ汰たじゃないわ。本当に彼女を信しん頼らいしていいの、レティシア？」

「ああ。こと勝算を立てるというスキルに於おいてラプ子は箱庭最高の頭脳だ」

「うむ。〝ラプラスの悪あく魔ま〟の立てた戦略ならば信じるしかあるまい。飛鳥には精神的な負担の大きい作戦になるだろうが………」

　レティシアの意見に白雪姫が厳しい顔で同意する。だが白雪姫が言う以上に飛鳥の役割は重要だ。そしてそれは、非人道的ともいえる作戦でもあった。

「………残存戦力の疑似神格化。火か龍りゆう・鬼き種しゆならばある程度は耐たえられるだろうが、果たしてどれだけの者が戦い続けられるか、」

「白雪殿どの」

　レティシアが咎とがめると、白雪姫もハッと口を押さえる。

　飛鳥の表情はますます厳しいものになっていた。

　疑似神格は己おのれの命を損そん耗もうさせて神格級の力を得る諸もろ刃はの剣つるぎである。この恩恵を与あたえられた対象は絶大な力と引き換かえに命を削けずられてしまう。

（昔の飛鳥は相手の意志を捻じ曲げる為に力を使っていた。故ゆえに疑似神格としての力を発揮できなかったのだ。対象の持つ意思と与えられた神格が一いつ致ちした場合の霊れい格かくの向上は目を見張るものがある）

　戦略という意味では必要な行こう為いなのかもしれない。

　だがそれを行うのは久遠飛鳥という十五歳の少女なのだ。

　死地に赴おもむき、命を賭かけて戦えと命令するなど、今まで考えたことも無かったに違ちがいない。若い彼女には重すぎる責任だった。

「………レティシア。この作戦はどうしても必要なの？」

「ああ。アジ＝ダカーハを倒たおすにせよ封ふう印いんするにせよ、まずは奴やつの膨ぼう大だいな霊格………いや、質量と言った方が分かりやすいか。それを全て吐はき出させる必要がある」

「それには大量の分身体を相手にするための戦力が求められる。その為には飛鳥の疑似神格付与が必要不可欠となるだろう。まだ若いおぬしにこのような作戦を強しいるのは心苦しいが………他に建設的な方法があるというわけでもない。逆に言えば、この作戦さえあれば勝算は大きく上がる───」

「いや、それだけでは足らん」

　貴賓室の扉とびらの向こうから、白雪姫の言葉を遮さえぎる男の声───マンドラの声がした。

　突然の事に身構える女性陣じんだったが、扉の向こうからも少し申し訳なさそうな謝罪が届く。

「すまない。作戦の相談の為に足を運んだのだが、立ち聞きする形になってしまった」

「………構わないわ。貴方あなたたちにも関係のある話だもの」

　両者共に声は硬かたい。戦いが始まって命を懸かけるのは他ほかでもない彼らだ。

　互たがいに思うところがあるのだろう。

　入室を許可されたマンドラは同席することはせず、姿勢を正して立ったまま用件を告げる。

「次の作戦について我ら〝サラマンドラ〟から〝ノーネーム〟に提案がある」

「それは、私に？」

「いや、レティシア殿にだ」

　意外な申し出に飛鳥は驚いて視線を変える。

　だがレティシアは予想していたらしく、その額には僅わずかな冷や汗あせが流れていた。

「マンドラ殿。それはもしや………二〇〇年前の戦いについてか？」

「そうだ。流石さすがは二〇〇年前の戦いを経験された方だ。話が早くて助かる。今一度、貴女の力をお借りしたい。箱庭の騎き士しの───吸きゆう血けつ鬼きとしての力を」

　含ふくみを持たせたマンドラの言葉に、事情を察した飛鳥と白雪姫が共に息を吞んだ。

　───吸血鬼としての力を借りたい。

　その言葉の意味が指すものは一つしかない。

「ま、まさか………〝サラマンドラ〟の同士を吸血鬼化させるつもり!?」

「何と愚おろかな!!　吸血鬼化と言えば聞こえはよいがアレは屍鬼グール化一歩手前、いわば禁きん忌きの術！　間ま違ちがっても正道の恩恵ではない！　自身に流れる最強種の血を貶おとしめるつもりか!?」

「そんなことは分かっているッ[image: !!!]」

　声を荒あらげる白雪姫に、マンドラも負けじと活を入れて叫さけぶ。

「疑似神格の付ふ与よ………確かに巨きよ大だいな力だ。だがそれは強きよう靭じんな肉体、或いは霊格が無ければ長時間耐えられる代しろ物ものではない。結果として主力は短期決戦を迫せまられ、選せん択たく肢しの幅はばも狭せまくなる。そうなれば最前線の負担は大きくなるばかりだ」

「………それは」

　ぐっと、白雪姫も言葉を吞む。

　元より三さん頭とう龍りゆうは格上の敵。勝利を引き寄せる為には、針の穴を射い貫ぬくようなゲームメイクが必要になってくるだろう。

「だが龍種である我らが吸血鬼化してより大きな力を得れば、神格を付与したまま長時間での戦闘も可能になる。そこまで霊格を上乗せすれば非才の私でも……三頭龍を相手に、一いつ矢し報むくいることが出来るかもしれない」

　巨きよ人じん族でさえあれだけ戦闘力が向上したのだ。大型の火龍や血の濃こい者たちならそれだけの力を得られる算段も付く。

　だが白雪姫の口にする通り、それは正道ではない。

　勝利の為ために邪じや道どうに手を染めた者には必ずや報いがある。

　後に残る禍か根こんを、呪のろいを知るレティシアは、大きくため息を吐いてマンドラを睨にらんだ。

「………マンドラ殿。貴方も吸血鬼化するおつもりなのか？」

「無論だ。サンドラが行方ゆくえ不明の中、陣じん頭とう指揮は私が執とることになるだろう。なのに私一人だけ呪いを避さけるわけにはいかん」

「いい心がけだが、その意味を分かって言っているんだな？　今度の吸血鬼化が、真の意味で〝サラマンドラ〟を滅ほろぼす切っ掛かけになるかもしれないぞ？」

　改めて念を押す様にレティシアが問う。

　その言い回しを不思議に思った飛鳥はそっと小首を傾かしげる。

「レティシア。それはその………どういう意味？　命の危険というだけではないの？」

「むしろ逆だ。マンドラ殿が言うように肉体と霊格は大きく向上するだろう。だがそれには代だい償しようがある。そしてそれこそが………〝サラマンドラ〟衰すい退たいの真実なのだから」

「ラプラスは濁にごしていたが、我ら〝サラマンドラ〟が直面していた危機は他にもあった。死者数もそうだが、それ以上の問題………吸血鬼化した者の短命、そして火龍の出産率が１／[image: 100]にまで低下したのが直接的な原因だ」

　今度こそ飛鳥の顔は驚きよう愕がくに染まった。

　戦って命を落とすよりも、より生々しい現実が其そ処こにはあった。

　吸血鬼化の最大の代償───即すなわち、生せい殖しよく機能の消失である。

　一世代のみの短命化ならばまだ民族的にも救いはあっただろうが、生殖機能がなくなるとなれば話は別だ。少数民族である火龍にとっては疫えき病びよう以上の脅きよう威いだっただろう。

「聞けば現存する火龍は全体数が五〇〇〇体ほどだったという。だが二〇〇年前はこの三倍の数が所属していたはず。………二〇〇年前の戦いで死んだ者も数多かったが、やはり全体数の減少の最大の原因は、吸血鬼化による不産・短命の呪いだったのではないか？」

「………そうだ。加えて言うのなら、吸血鬼化した者が長く生きるためにはどうしても同族の血を啜すすらねばならなくなる。それを拒きよ否ひした者も数十年は生きられたようだが………個体数の少なさと出産率の低さを長ちよう寿じゆで補ってきた我ら一族にとって、この二つの呪いは致ち命めい的てきだった」

　結果として〝サラマンドラ〟の組織力は激減した。

　固有の民族は全体数の減少がそのまま組織力の低下に繫つながるからだ。

「マンドラ殿どの。もう一度よく考えて欲しい。百ひやつ歩ぽ譲ゆずって火龍の吸血鬼化には協力してもいい。だがサンドラ殿が行方不明となり、一族を預かっている貴方が吸血鬼化すれば、〝サラマンドラ〟の頭首の血脈は絶えることになる。事実上のコミュニティ解体だ。………それとも、出しゆつ奔ぽんしたサラ殿に戻もどってくれと頭を下げて頼たのむつもりか？」

　語調を強めて睨む。それは暗に、組織の長おさとしての自覚を問うものでもあった。それほどまでに〝サラマンドラ〟という組織は追いつめられているのだ。

　首都を失い、多くの同士を失い、拠より所となる最強種の血脈を失えば、〝サラマンドラ〟という組織は確実に空中分解するだろう。

　戦いの後の再起を考えれば、マンドラ＝ドルトレイクが無傷で生き抜くことは最低条件なのだ。

（組織の跡あと目め………その自覚………）

　飛鳥は激しく睨み合う二人を見て、奥歯を嚙みしめる。どんな理由があったにせよ、自分はその環かん境きようから逃にげ出した人間だ。人心を惑まどわす魔ま女じよとして恐おそれられてはいたものの、財ざい閥ばつを率いる一人として期待されていたのも事実なのだ。

　その全すべてを投げ出して異世界に逃げてきた彼女が、二人の言い合いに口を挟はさむ権利など何処どこにもありはしなかった。

　激しく睨み合うマンドラとレティシア。

　意外にも、先に視線を下げて溜ため息いきを吐いたのはレティシアの方だった。

「………わからんな。マンドラ殿。貴方は魔ま王おうを利用してまで組織の隆りゆう盛せいを願ったのだろう？　〝サラマンドラ〟の栄光こそが貴方の願いのはずだ。違うか？」

「その願いは変わって無い」

「ならまずは己の身を案じろ。貴方の中に流れる血だけが、今や〝サラマンドラ〟の未来なんだ。勝利の後に未来が無いことを知る同士の気持ちを少しは考えたらどうだ？」

　咎める、というよりは諌いさめるような口調のレティシア。彼女も〝サラマンドラ〟とは長い付き合いだ。再起の芽を完全に摘つむようなことはなるべくしたくないのだろう。

　その心こころ遣づかいが分かっているからこそ、激情家のマンドラも声を荒げずに対応していた。自分が生まれる前からコミュニティと関係のある彼女の言葉でなければこうも言葉をかみ砕くだいたりはしなかっただろう。

「………実は此こ処こに来る前に、ラプラスの下もとへサンドラの生死を聞いて来た」

「それは………その、どうだったんだ？」

「曰いわく、サンドラが混こん世せい魔王に支配される原因となったのは………我ら〝サラマンドラ〟が、組織的に不安定な状じよう況きようにある事が全ての原因だという」

「………っ……！」

　混世魔王───国の乱れや世情の乱れによって民たみ草ぐさの不安が増長した時に現れる放ほう蕩とうの悪神。〝サラマンドラ〟の情勢を考えれば、混世魔王が現れるのは当然のことだっただろう。

「サンドラを解放するために必要な条件が二つある。一つはサンドラ自身が心身ともに成長し、混世を纏まとめるだけの王器を得ること。もう一つは、対象となった組織が一丸となって纏まり混世を正し、混世魔王を討うつという方法」

「………その為に、己おのれの血を貶めるのか？」

「そうだ。〝サラマンドラ〟の中には英えい傑けつも多くいるが、甘い考えの者も多い。この期ごに及およんで私を頭首に引き立てて細々と〝サラマンドラ〟を継けい続ぞくさせていこうという輩やからだ。だがその連中も私が種無しになったと知れば、サンドラ救出に血ち眼まなこになるだろう」

　そこでふと、マンドラは苦く笑しようを浮うかべた。

　或あるいはそれは己自身に対する自じ嘲ちようだったのかもしれない。

「サンドラには………不ふ憫びんな思いばかりさせてきた。組織を飛び出た姉と、病で龍角を根ね腐ぐされさせた非才の兄。一〇〇年も歳が離はなれているというのに、さぞかし情けない家族だと思っていたに違いない。私に出来ることがあるとするなら、サンドラの頭首としての椅い子すを守ってやるくらいだ」

　龍角の根腐れ───病というよりは一種の成長不良だ。

　龍種にとって角とは獅し子しの牙きばであり、鳥の翼つばさである。

　死に至ることは無かったとしても、才能を求められる血筋にあっては致命的だ。彼はその時点で跡目の座を放ほう棄きせざるをえなかったのだから。

「レティシア殿の忠告は誠まことに正しい。しかしそのようなか細い希望など仮かり初そめでしかない。我ら〝サラマンドラ〟は本を正せば龍りゆう王おうの血筋。組織を支配しようとする暗雲は我らの咆ほう哮こうで打ち消す。───たとえそれが断だん末まつ魔まの雄お叫たけびとなったとしても。我らの声がサンドラに届けば、何時いつか遠い日に〝サラマンドラ〟は星の深しん淵えんより蘇よみがえるだろう」

〝サラマンドラ〟───魔王〝太たい歳さい〟の子孫にして赤せき道どう龍りゆうの化け身しん。

　太陽の軌き跡せきが何時か沈しずむ物だとしても、明けぬ夜は無いのだと瞳ひとみで訴うつたえる。

　鋼はがねの覚かく悟ごを感じたレティシアはマンドラの瞳をじっと見つめ───少し、懐なつかしそうに笑った。

「………ふふ。一〇〇年目にして戦士になったな、マンドラ。今のお前を見たら金糸雀カナリアもさぞ喜んだだろうに」

「どうだか。金糸雀先生のことだ。腹を抱かかえて笑い転げた後に、及きゆう第だい点だと突つっぱねていたかもしれん」

「いやいや、金糸雀は子供の頃ころのお前を買っていたんだぞ。『マー君は優ゆう秀しゆうだから鍛きたえがいがある』とな。お前が成せい龍りゆうになれなかったことを惜おしく思うよ」

　クスクスと笑って幼い頃の愛あい称しようで呼ぶ。

　飛鳥と白雪姫ひめはそのあまりに似合わない愛称に顔を引きつらせて視線を交かわす。

　当人であるマンドラはむっとしたまま黙だまってスルーし、咳せき払ばらいして返答を求める。

「フン………我々の事情は以上だ。改めて〝ノーネーム〟に申し入れをしたい。我々に吸きゆう血けつ鬼きのギフトを授さずけて欲しい」

「承知した。だが私が吸血鬼化できるのは僅わずかでも人の血が入っている者だけだぞ」

「問題ない。遠とお縁えんだが、初代様の花はな嫁よめは人間だったと聞いている。火龍の血筋には少なからずその血が残っているはずだ」

「ならすぐにでも準備に入ろう。血が馴な染じむまでには少し時間がかかる。今は時間が惜おしい」

　そう言ってレティシアは席を立つ。

　二人の会話を聞いていた飛鳥は、己の覚悟が甘かったことを痛感した。

（誰だれもが皆みんな、多くのものを懸かけて戦っている………）

　なら久遠飛鳥はどうなのだろう。自分の戦う理由は果たして───彼らの覚悟に見合うだけの価値があるのだろうか。




　　　　＊




　───空中城じよう塞さい・第二貴き賓ひん室。

「………………………おっっっそい」

　春日部耀は車くるま椅い子すに座って一人、頰ほおをプックリと膨ふくらませて拗すねていた。

　しかも部屋に一人きりなので話し相手もいない。出来ることといえば車椅子の車輪でキコキコして遊ぶことぐらいだ。こんなの少ししか面おも白しろくない。

　いや、問題は其処ではない。

〝生命のゲノム・目録ツリー〟をクロアに預けてもう数時間が経たつ。十六夜や飛鳥や黒ウサギのことも相談したいのに一向に会いに来る気配がない。その結果、耀は独りで何時間も車椅子でキコキコして遊ぶしかない。意外に面白いのが悔くやしい。

　だが、問題は其処ではない。

（作戦が始まる日時とかも聞いてない。おかげで部屋を離れられない。ご飯を食べる暇ひまもない。そして誰も訪ねてきてくれない）

　キコキコキコ。久しぶりの車椅子で前後運動。

　いっそのことクロア氏を探して車椅子で城内を徘はい徊かいしてやろうかと思ったが、迷子になる可能性の方が高いことに気が付いて断念。

　仕方なくキコキコしていると、ようやく扉とびらの向こうに人の気配を感じた。

「………詳しよう細さいは以上だ。抜ぬかりなくやりたまえ。君の活かつ躍やく次し第だいでは、完かん封ぷう勝利の可能性も僅かだがあり得る」

「わかってる。同じことを何度も言ってんじゃねえ死神」

　胡う散さん臭くさい老人の声と、今はもう懐かしささえ感じる声。

　耀は堪たまらず車椅子の車輪を回して飛び出した。

「十六夜!?　無事だったの!?」

　バタン！　と扉を開けて飛び出す。

　十六夜は少し驚おどろいた様子を見せてから、普ふ段だん通りヤハハと笑って頷うなずいた。

「よう。そっちも元気そう………というわけでもないな。やっぱり歩けないのか？」

　笑え顔がおを一転させて厳しい表情で問う。十六夜も耀が歩けなくなったという話は聞いているのだろう。僅かな憂うれいを含ふくんだ視線を受けた耀だが、持ち前の負けん気でムンッ、と力を入れて気合いを入れた。

「大だい丈じよう夫ぶ。〝生命の目録〟が復活すれば私も元気になる。今度こそ一いつ緒しよに戦える。………だよね、クロアさん」

「勿もち論ろんだ。約束通り〝生命の目録〟を返そう。だがその前に問わねばならんことがある。よろしいかね？」

「………はい」

「そうか。ならば私も単刀直入に問おう。〝生命の目録〟と君の両親について話は聞いたと思うが………それが如何いかなる恩恵を形にしたものか、君は薄うす々うす気付いているのではないか？」

　クロアの言葉に、春日部耀は小さく頷く。

〝生命の目録〟は対魔王の為ために作られた恩恵とも、創造論を否定する恩恵とも聞いている。問題児たち三人の中で最も未来に生まれた春日部耀は、その本質に近い技術に心当たりがあった。

「………知ってます。私たちの時代だと、創造論と進化論は並列して考えられるものだから」

　耀の反応に手て応ごたえを感じたクロアは語調を強めて問う。

「やはりそうか………ならば重ねて問いたい。君たちのいた世界───いや、時代には、本当にグリフォンは存在しなかったんだね？」

「うん。でも今思うと、人工的に作ることは可能だったかもしれない。国際条約で禁止されているけれど、あの技術を使えばそのぐらいのことは出来たと思う」

「………そうか。君のおかげで長年の疑問に解答を得たよ。君の時代は似て非なるものでありながら時間流の収束点を大きく外れた、いわば例外の世界になってしまったのかもしれない。私が外界で経験してきた一連の事件は、君の居た時間流だと存在しない事件だったのだろう。偶ぐう然ぜんとはいえ観測された時間流の中では技術も倫りん理り観もずば抜けた完成度だっただけに惜しく思───」

「てい」

　ズビシィ！　と十六夜のチョップがクロアの山やま高たか帽ぼうに突き刺ささった。

　珍めずらしくシリアスになっていたクロアは突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきと衝しよう撃げきに瞳を瞬またたかせながら、十六夜を批難するように睨にらむ。

「………なんだね、十六夜君」

「なんだね、じゃねえよ。何となく察しはつくが、こっちにも分かる様に説明しろ」

　腰こしに手を当てて苛いら立だちながら告げる。

　山高帽を直したクロアは視線を外して数秒考える素そ振ぶりを見せると、首を横に振ふった。

「君が知るにはまだ早い。まずはアジ＝ダカーハを倒たおしてからだと言っただろう？」

「………ふん。目の前でそれっぽい話しといてお預けっていうのはどうかと思うがな」

「それは確かにそうだが、私の疑問は数百年越ごしの疑問だったんだ。少しは大目に見てくれ。君たちがアジ＝ダカーハを倒す事さえできれば、全すべてを話すよ」

　結局のところ行き着くのはそこなのだ。

　魔ま王おうアジ＝ダカーハが〝終末論〟の化身だというのなら、春日部耀の存在は真っ先に疑わしくなる。自分の居た時代について多くを語ろうとしない彼女だが、時折口にする言葉の端はし々ばしから遥はるか未来より召しよう喚かんされたと推測するのは容易だ。

　もしも彼女の居た未来が終末論を回かい避ひしたというのなら、その回避できた理由こそアジ＝ダカーハの霊れい格かくの正体を暴あばく鍵かぎとなるだろう。

（今は余計な事を考えている余よ裕ゆうも無いか。アジ＝ダカーハとその因果関係については気になるが、そんなことを考えて勝てる相手でもない）

　気を引き締しめる。満まん身しん創そう痍いだったとはいえ、一対一の戦いでは全く手も足も出なかった。雑念が入っているようでは返り討うちに遭あうだろう。

　十六夜は話を切り上げて壁かべに凭もたれ掛かかる。

　クロアが〝生命の目録〟を取り出すと、一つ向こうの廊ろう下かから騒さわがしい声が聞こえた。

「お、起きちゃ駄だ目めですよジャックさん！　そんな傷で戦えるはずがありません！」

「………大丈夫ですヨ。私は不死ですから。リリ嬢じようは他ほかの重じゆう症しよう者の下もとに付いていてあげてください」

　聞き慣れた声と覚えのある名前が二つ。

　三人は顔を見合わせ、隣となりの廊下まで足早に歩を進める。

　彼ら三人が見たのは、全身に包帯を巻いて壁に凭れ掛かっているジャックと、それを止めようとしている狐きつね娘むすめのリリだった。

　二人がどういう経緯いきさつで言い争っているのかは説明はいらない。

　話を聞いた十六夜は頭を搔かきながらジャックに歩み寄り普段通りの軽けい薄はくな笑みを浮うかべた。

「よう。さっきは遅おそい横よこ槍やりをありがとよ、ジャック。アンタの人型は初めて見たが、カボチャ型より不便そうじゃねえか。大人しく病室に戻もどるなら肩かたを貸すぜ？」

「………十六夜殿どの。もう起きても大丈夫なのですか？　貴方あなたの怪け我がは私以上の重傷だったと思うのですが」

「心配ねえ。見ての通りピンピンしてる。つーかやっぱり日ひ頃ごろの行いっていうのは大事だな。ちょっとした成り行きで手に入れたユニコーンの角だが、恩恵は劇的だった。あの重症でもこの通りだ。一人分しか用意できなかったのが残念でならねえよ」

　ジャックが何かを言う前に釘くぎを刺す。

　見み透すかされたジャックは苦笑いを浮かべて首を振る。

「そうですか………私も病室で休みたいところではありますが、主催者ホストの一人が敵に背を向けては格好がつきません」

「そんな甘いこと言ってられる相手でもないだろ。………まあ、個人的な感想を言うと、アンタのゲームそのものには非常に───それこそ生なま唾つばを吞のむレベルで知的好こう奇き心しんを刺し激げきされる思いなんだが、こんなところでアンタほどの奴やつを失うわけにはいかない。今回ばっかりは俺たちに任せておけ」

　十六夜は呆あきれたように笑う。彼にしては珍しく半ば以上本音の混じった言葉だった。

　伝説的猟りよう奇き殺人鬼にして正体不明の犯人・〝切り裂きジヤツク・ジャックザ・リツパー〟の真実に迫せまるゲームとなれば、十六夜が心躍おどらせぬはずがない。同盟を組んでいなければいっそ敵に回りたいと考えていてもおかしくはないだろう。

　だがそれらの好奇心を差し置いても、ジャックという人物が失われるのを惜しんだ。

　快楽主義を自じ称しようする逆廻十六夜がどれだけジャックを評価しているのかを推おし測るには十分な言葉だった。

　隣で控ひかえていた耀もキコキコと前に出て彼を諌いさめる。

「ジャック。十六夜の言う通りだ。ジャックが死んだら多くの子供が悲しむ。今の貴方は殺さつ人じん鬼きのジャックじゃなくて、道どう化け師しのジャックなんだから」

〝ジャック・オー・ランタン〟。

　ハロウィンの人気者であり、子供たちに愛され続けるカボチャのお化け。彼のファンはコミュニティの内外に数多く存在している。飛鳥もその一人だ。

　彼が死ぬようなことになれば、多くの子供たちが涙なみだすることになるだろう。

「ジャックさん………」

　リリもジャックの腕うでを摑つかんで病室に戻る様に促うながす。

　三者三様の説得を受けたジャックはしばし苦く悶もんするように瞳ひとみを閉じる。

　すると突然、自じ嘲ちようじみた高笑いを上げた。

「………ふふ。道化師のジャックですか。それが本当の私ならどれだけよかっただろう」

「え？」

「十六夜殿。春日部嬢。そしてリリ嬢。私オレは殺しましたよ。少年も、少女も、幼い赤子も。大義の為に殺したのではありません。己おのれの創作意い欲よくを満たすためだけに殺しました」

「………っ……!?」

「母恋こいし、父恋しと泣き叫さけぶ幼子の腕を肩から切り取ってアーチを作り、死面の張り付いた頭ず蓋がいを並べてシャンデリアを吊つるし、彼らの断だん末まつ魔まを子こ守もり唄うたの様にして眠ねむりを得ていた。それが転生する以前に実在していた〝ジャック〟という怪かい物ぶつの原点だとしても………私を、道化と呼んでくれますか？」

　三人は一様に言葉を失った。その悪あく辣らつ極きわまりない所業についてもそうだが、彼の語るジャックという人間像は今の彼からはとても想像も出来なかった。

　レティシアが魔王化して〝アンダーウッド〟を襲おそった時。ジャックはいの一番に空中城じよう塞さいに駆かけつけて子供たちを守ろうとした。

　サンドラが混世魔王の手に落ちた時も、その悪道に心の底から怒いかりを燃やして戦った。

　子供を愛し、子供に愛されるカボチャのお化け。

　そんな彼の魂たましいの原点が、少年少女を好んで殺す殺さつ戮りく者だとは十六夜でさえも予想していなかった。クロアは山高帽を押さえ、

「………なるほどね。〝ジャック・オー・ランタン〟の伝承は複数回の転生が書かれている。中でも転生する以前のジャックはどうしようもない悪党だったというのが共通項こう。そしてその二回目もそうだ。次の人生は改心すると聖人に訴うつたえたジャックは、二度目の生まれかわりでも悪道に手を染める」

「そう。それがロンドンを恐きよう怖ふに陥おとしいれた〝切り裂きジャック〟の正体。私の拭ぬぐいきれない鮮せん血けつの過去でございます」

　包帯が巻かれた両手を見つめ、ジャックは顔を覆おおう。

　人の体温を宿した己の身体からだに身み震ぶるいした彼は、壁に凭れながら崩くずれる。

「私に騙だまされたことで激げき怒どした聖ペテロは、私を無の境界に落としました。生も死も無ければ、光も闇やみも無い、無む間げんの宇宙に」

「……………」

「消しよう滅めつすることも許されぬ無間の中で、己の自我が宇宙に溶とけてしまうほどの永い時間を彷徨さまよい続けた私に、小さな灯ともし火びをくれた娘むすめが居ました。それが発生したばかりの幼い悪あく魔ま………我が主。半星霊の候補から抜ぬけ落ちたウィラ＝ザ＝イグニファトゥスです」

　生と死の悪魔にして、大地の息い吹ぶきの具現である少女。

　星の深しん淵えんで生まれた斉せい天てん大たい聖せいほどの霊格は持ち合わせて居ないが、彼女はれっきとした星の落とし子の一人だった。

「無間より抜け出したかった私は、生まれたばかりの何も知らない彼女に懇こん願がんして、常とこ世よに戻ってきました。無間にて魂こん魄ぱくの外がい殻かくが無くなるほどの時を過ごした私は、生まれたばかりの赤子だったウィラの無む垢くな笑え顔がおを見て………ようやく思い知らされました。過去の私は───なんてことをしてしまったのだろう、と………[image: !!!]」

　魂魄の外殻を失うほどの時間をかけてジャックは狂きよう気きの洗せん浄じようを行った。それは人間の時間間かん隔かくでいうならば永遠に近い時間だったのだろう。その結果として、ジャックは無間の内と外の己を第三者として客観視できるようになった。

　血の雨を浴び、嘆なげきを弄もてあそび、絶望を愉たのしむ、己と同じ顔を持った誰だれか。

　正道に戻もどった彼に待ち受けていたのは無間以上の地じ獄ごくだ。

　狂気が晴れてから気付かされる罪の深さは、彼が生しよう涯がいを賭としても償つぐないきれるものではなかったのだから。

「人型になると………夢に見るのです。昔の私がウィラを、アーシャを、飛鳥を殺している姿を。その死し骸がいを屈くつ辱じよく的なまでに玩がん弄ろうする姿をッ………[image: !!!]」

　或あるいは、その悪夢こそが聖ペテロの科した罰ばつだったのかもしれない。

　狂気に酔よう悪の己を、狂気の醒さめた善の己に突つきつける。

　今のジャックにとってこれ以上の責め苦はないに違ちがいない。

「私の罪は生涯を賭しても償いきれるものではない。だから誓ちかいました。私は幽ゆう鬼きとなり………永久を賭かけて償おう、と。南瓜カボチヤの仮面をウィラから渡わたされた時にそう誓いました。南瓜を被かぶって襤ぼ褸ろ切きれを着込み、千の嘆きの罪を、万の笑顔を咲さかせることで償おうと。そしてそれを阻はばむ者が現れれば………己の全存在を武器に戦おうと」

　万ばん感かんの覚かく悟ごを瞳ひとみに映し、ジャックは顔を上げる。

　それ以上彼を止めようとする声は無かった。否いな、止めても無む駄だだと全員が悟さとっていた。子供たちの笑顔の為ために永遠を捧ささげた男にこれ以上の制止は無意味でしかない。

　春日部耀は何と声をかけるべきか分からずに俯うつむき、クロア＝バロンは山やま高たか帽ぼうを押さえて、リリは蒼そう白はくになって二尾びをパタパタさせている。

　只ただ一人………逆廻十六夜だけが、無表情でジャックの瞳を直視していた。

「─────」

　話を聞き終えた十六夜は表情を消したままジャックの肩かたを担かつぎ上げた。感情豊かな十六夜だが、今は何を考えているのかがまるで読み取れない。ジャックの過去を聞いて怒おこっているのか、軽けい蔑べつしたのか、それとも別の感情が内にあるのか。彼を担ぎ上げた十六夜はしばらく不動のままその場に立ち尽つくし………ふと、何かに気付いたように呟つぶやいた。

「………ジャック」

「はい」

「お前を、尊敬する」

　───なっ、とジャックは小さく驚おどろきの声を上げた。

　一体何を聞いていたのだと瞳を見開く。

　彼の口から飛び出た言葉は、それほどまでに予想外過ぎた。

「十六夜殿どの………それは、」

「勘かん違ちがいするな。過去のジャックと顔を突き合わせていたなら、俺は間ま違ちがいなくぶち殺してる。お前の犯おかした罪と科せられた罰について、俺は一欠けらの同情も無い」

　十六夜の信条に於おいて、少年少女とは社会的弱者である。世の道理を理解する前の段階である彼らには善悪を背負う責任が存在しない。そんな無む垢くで無力な幼子を虐ぎやく殺さつした者には糾きゆう弾だんの言葉すら必要ない。

　そんな輩やからには星を揺ゆるがすこの拳こぶしを問答無用で叩たたきつけるだろう。

　故ゆえに十六夜が尊敬すると口にしたのは、彼の罪を償おうとする姿勢そのものにあった。

「人間って奴やつは自分に甘い生き物だ。償わなきゃいけないとわかっていても、目を背そむけたくなる。………まあ、それが悪いとは言わない。どんな綺き麗れいごとを並べ立てても、自分の人生を守れるのは自分だけだからな。多少の我わが儘ままくらい閻えん魔ま様も許してくれるだろうよ。だから俺が感心したのは其そ処こじゃない」

「……………、」

「俺が感心したのは………その、なんだ。償いきれない罪と知りながら、それでも清算する為に戦い続けると言った事だ。これは誰にでも出来ることじゃない。お前にとって戦い続けるということは、永遠に悪夢に縛しばられるってことだからな」

　幼子の為に戦い続ける覚悟。それは強大な敵が現れる度たびに、殺さつ人じん鬼きの姿に戻って戦うということだ。同時にそれは彼の悪夢を永遠に見続けるということでもある。

　───幼子の未来に、多くの幸さちあれ。

　思い出すだけでも膝ひざから崩くずれ落ちて仕し舞まうほどの痛みと過去に向き合い続け、それでも己の罪から目を背けずに償い、願い続ける覚悟にこそ、十六夜は輝かがやきを見み出いだしたのだ。

「ジャック。お前の覚悟はよくわかった。他ほかの主力には俺の方から伝えておく。誰にも文句は言わせない」

「………よろしいので？」

「ああ。いっそ隙すきあらば蜥蜴とかげの首の一つくらい狙ねらってやればいい。何せ相手は〝絶対悪〟の神様だからな。悪夢の刑けい期きも多少は縮むかもよ？」

　ヤハハと笑って軽口を叩く。

　そこでようやく表情を緩ゆるめたジャックは、同じように軽口で返した。

「ヤホホ………ええ、それはいい。私もペテロのエロジジイに縛られ続けるのは御ご免めんですからね。満まん了りようして縁えんを切れるのならそれに越こしたことはない」

「………エロジジイなのか」

「ええ。何せ私の転生先を………いや、これは言わずにいましょう」

　フッと遠い目をするジャック。何か嫌いやな思い出でもあったのだろう。

　だが状じよう況きようは決して楽観できるものではない。

　春日部耀はクロアに振ふり返り、右手を伸のばす。

「みんな、色んな覚悟で戦いに挑いどんでる。私だけ足あし踏ぶみしていられない」

「………そうだね。次の戦いでは君の力と〝生命の目録〟が必要になるだろう」

　胸むな元もとから〝生命の目録〟を取り出して耀に手渡す。

　受け取った耀は全身に霊れい格かくが満ちていく感覚を嚙かみ締しめ、そしてペンダントを握にぎりしめる。動かなくなっていた両足に力が入る。

　全身に力が漲みなぎっていく中で、耀はその胸に懐なつかしい温かさが宿るのを感じた。

「………そう。父さんが、〝生命の目録〟を直してくれたんだ」

「っ、それは……！」

「ううん、わかってる。こんな事態だもんね。父さんには父さんのやらなきゃいけないことがあるんだ。だから私は私の戦いをしないといけない」

〝生命の目録〟を胸に当てる。

　父がすぐ近くに居て、同じ目的の為に戦っている。その事実だけで嬉うれしそうに笑う耀。

　その笑顔を見てクロア＝バロンは密ひそかに決意する。

　この戦いが終わったら………首に縄なわを付けてでも、あのヘタレ親父おやじを連れてこようと。
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　───空中城じよう塞さい・最上階のテラス。

　夜明け前の風が吹ふき抜ぬけ、城の上に掲かかげられた旗印を揺らす。あと一時間もすれば地平線から太陽が昇のぼり、夜の終わりを告げるだろう。

　召しよう喚かんされた時は主力コミュニティである三つの旗印しかなかったが、今は違う。

〝ウィル・オ・ウィスプ〟の蒼そう炎えん、〝サラマンドラ〟の火か龍りゆう、その他にも参戦を表明した全すべてのコミュニティの旗印が雄お々おしく靡なびいている。

　この光景は眼下のアジ＝ダカーハにも見えるだろう。

　何十もの旗印が最強の神殺しを前にして不退転を鼓こ舞ぶする様は、壮そう観かんの一言に尽きる。名を上げるのにこれ以上の効果があるだろうか。

　正に一世一代、華はなの舞ぶ台たいと呼ぶに相応ふさわしいだろう。

　なのにその旗印の戦列に………一つ、足りない旗があった。

「……………」

　黒ウサギは最上階のテラスに一人佇たたずみ、旗印を見上げていた。

　柄がらにもなく少し寂さびしげな表情を浮うかべる彼女は、柄にもない溜ため息を吐ついて柵さくに凭もたれ掛かかる。

「………これから命がけの大決戦だっていうのに、鼓舞できる旗が無い。締まらない話なのです。皆みなさんは、本当にそれでよろしいのですか？」

　黒ウサギは視線をテラスの入り口に向ける。

　逆さか廻まき十六夜いざよい、久く遠どう飛鳥あすか、春日部かすかべ耀ようの三人は、三者三様の表情を浮かべて頷うなずいた。

「俺たちは所しよ詮せん〝名無し〟のコミュニティ。大舞台で命を賭かけたとしても、後世に名を残すことは難しいだろうな」

「そうね。こんな大舞台に参戦を表明出来ないなんて口くち惜おしい気持ちはあるけれど……」

「………今回の戦いは、名前を売る為の戦いじゃない」

　戦いとは名めい誉よの為だけに行われるものではない。為なすべきを為し、討うつべきを討つために行われる戦いがある。

〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟───不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵として蘇よみがえった魔ま王おうアジ＝ダカーハは、世の全てに降りかかる災さい厄やくだと自身を称しようした。

　命に、都市に、文明に、繁はん栄えいに、秩ちつ序じよに、犯罪に、社会悪に。

　この世の正義に牙きばを剝むき、醜しゆう悪あくな地獄を暴悪な地獄で吞のみ込む魔王。

　それらは嵐あらしの如ごとく、津つ波なみの如く、雷らい雨うの如く、世の全てに一いつ切さいの差異なく降りかかる、意思ある〝天災〟である。

「世界の敵………か。何とも大層な敵だが、まあやることは今までと一いつ緒しよだろ。魔王を倒たおすために旗はた揚あげし直したのが今の〝ノーネーム〟だ」

「といっても、口惜しさは消えないわ。せめて連盟旗を製作できていたらこんなことにはならなかったのにっ」

「連盟が締てい結けつできていたら、これがデビュー戦だったもんね。あのトカゲの魔王さまは空気が読めない魔王だ」

　全くだ、と同時に頷く問題児三人。普ふ段だんなら此こ処こで黒ウサギが「ふざけている場合ですかお馬ば鹿か様！」とハリセンを奔はしらせていただろう。しかし今の黒ウサギは問題児三人の姿を見つめながら、アルマの出した結論を思い出していた。

『───久遠飛鳥は、異世界に飛ばされた旧〝ノーネーム〟の子孫だと推測します』

　そう口にしたアルマテイアの言葉は、冷静な彼女の性格からは考えられないほど熱の籠こもったものだった。




　アルマテイアの推測はこうだ。

　本来の時間流に〝久く遠どう財ざい閥ばつ〟という大財閥は存在しない。飛鳥の話では昔から続く商家の家いえ柄がららしいが、それだけならよくある一族だ。悪く言うと路ろ傍ぼうの石と変わらない。

　だがその一族に旧〝ノーネーム〟のメンバーが力を貸せば、歴史に影えい響きようを与あたえるほどの大組織に成長する可能性は大いにある。

　宇う迦か之の御み魂たまの神かみの命みよう婦ぶであったリリの母親など、商業の繁栄に特化した恩恵ギフトを持つ者も多くいたのだ。その彼らの血が様々な形で混ざり合い、第二次世界大戦の終結を切っ掛けに先祖返りを起こしたと考えれば全ての辻つじ褄つまがあう。

（十六夜さんも、飛鳥さんも、そして耀さんも………偶ぐう然ぜんに選ばれて召喚されたわけではなかったのですね）

　どうして気が付かなかったのだろう。彼らの魂たましいは、黒ウサギが羨せん望ぼうした人たちの魂を正しく継ついだ輝きを持っていたのに。

　思し慮りよ深く、コミュニティを正しい道に導いて来た金糸雀カナリア。

　異種族の友人を数多くもち外交で組織を支えていたというコウメイ。

　農園を始めとした土地や施し設せつを支えた数多くの仲間たち。

　彼らの集大成───軌き跡せきが残した人材こそ、異世界から来た三人の問題児だったのだ。

（リリや年長組の子たちは悲しむかもしれません……ですが、きっとわかってくれます）

　覆ふく水すい盆ぼんに返らず。そして、割れてしまった器うつわは元の形には戻もどらない。旧〝ノーネーム〟はもう、かつての形を取り戻すことは出来ないだろう。

　しかしそれでも、それでも新しい器に水を注ぐことは出来る。

　黒ウサギは胸に手を当て、一つの決意を固めた。

（この戦いを無事に乗り越えることが出来たなら………その時はきっと、黒ウサギから言おうと思います）

　ウサ耳を伸ばし、ムン！　と気合いを入れる。

　最終作戦が始まるまであと一刻ほど。

　四人は旗が無いことを嘆なげくためにテラスを借りたわけではない。英気を養う為に少しだけお茶会をしようという飛鳥の提案で此処まで来たのだ。

　お茶を載のせたカートに手をかけた黒ウサギは自じ慢まんの

「ネコミミ！」

　ネコミミをユラユラと揺らし───

「………ネコミミ？」

　ネコミミ？　え、何ですかその媚こび媚びなケモミミは高貴なウサ耳に喧けん嘩かを売っているのですかええそういう意味なら買いますよいくらでも、という意図を込めて問題児たちに視線を向ける。

　だが其処には、彼女の想像を超こえた物があった。

「に、似合う！　似合うわ十六夜君！　春日部さん風に言うなら〝超ちようグッジョブ〟よ！」

「ううん、それは違ちがうよ飛鳥。これはもう〝超グッジョブ〟を超えてる。それこそ〝ギガグッジョブ〟、〝テラグッジョブ〟、〝オメガグッジョブ〟を超えた究極のグッジョブ───〝ＡＴ・アルテイメツト・ＧＪグツジヨブ〟だよッ[image: !!!]」

「やかましいわ」

　腹を抱かかえて笑う久遠飛鳥と、何処どこまでも真しん剣けんな春日部耀。

　その二人を呆あきれながら見る逆廻十六夜───改め、ネコミミ十六夜。

「な………な………!?」

　黒ウサギは想像を超えた光景に思考を真っ白にさせていた。

　十六夜の頭上には、何時いつか召喚したネコミミヘッドホンが装着されている。黒ウサギが過去をモノログっちゃってる間に装着したのだろうが………問題は其処ではない。

　ネコミミヘッドホンは、十六夜の頭に抜ばつ群ぐんに似合っていた。

　元々が外に撥はねる癖くせ毛げだったこともあるが、不ふ機き嫌げんそうに尖とがらせた瞳ひとみや彼自身の内面や微びツンデレなキャラクター性も相まって化学反応ケミストリーを起こし、黒ウサギの胸の奥から未知の衝しよう撃げきを掘ほり起こしていた。

「な、何でしょう、この胸の高鳴りは………！　ウサ耳代表としては断固として物申さねばならないはずのこの状況に、何故なぜか身を任せてしまいたい自分がいるのです………[image: !!!]　こ、この未知の衝しよう動どうは一体………[image: !!?]」

「それは萌もえだよ、黒ウサギ」

　萌え!?　ＭＯＥ[image: !!?]

　箱はこ庭にわ事典：萌えとは、新芽が地より出いでて生長する様子を指す。それは即すなわち新世界を作り天地創造に繫つながる新境地。一種の宇宙観こすもろじーである。

「な、なんということでしょう………黒ウサギも遂ついに己おのれの宇宙観を手にするほどの悟さとりを開いたのですね………[image: !!!]　しかしその切っ掛かけがライバルジャンルであるネコミミとは、何という皮肉………[image: !!!]　何という屈くつ辱じよく………[image: !!!]」

「───。わかったから、女性陣じん一同そろそろ異世界から帰ってこい」

　呆れたように溜ため息いきを吐く十六夜。最近少しずつだがツッコミ側に傾かたむいて来た自分に危機感を覚えつつも、今の自分も悪くないと自じ嘲ちようの笑えみを浮かべる。

　こんな馬鹿な付き合いを何時までも続けられたらいいと、以前までの自分からは考えられない弛ゆるんだ思いがあった。




　願えるのなら………この戦いの後も、この日々が続けばいいと。







[image: ]

　───そして、長い夜が明ける。

　閑かん散さんとした尖せん塔とう群の街に乾かわいた風が吹ふく。夜明けが近くなり、昼と夜の気温差で風が強くなる。月から零こぼれる皓こう々こうとした光は徐じよ々じよに鳴りを潜ひそめていく。

　街には夜明けの時間に現れる霧きりが立ち込めている。視界は不ふ明めい瞭りようで一寸先は闇やみの中。

　三さん頭とう龍りゆうは三つ首の蜷局とぐろを解いて四つん這ばいのまま臨戦態勢に入っている。敵の姿はないが、仕し掛かけてくる気配を鋭えい敏びんに感じ取っている。

　本来ならこんな悠ゆう長ちようなことをせずに、霧を街ごと吹き飛ばして主催者ホストを薙なぎ払はらうのだが、ゲームルールによって指定された場所以外での先手は禁じられている。

　つまり先制攻こう撃げきが許されるのは主催者のみということ。

　そして主催者側から仕掛けてくるのなら間ま違ちがいなくこの時間だ。

　夜目が利きく三頭龍に夜戦で挑いどむ意味はない。

　黎れい明めいの間だけ立ち込めるこの霧を楯たてに奇き襲しゆうを仕掛ければ僅わずかでも優位に立てるだろう。だがそれにはアジ＝ダカーハが何処にいるのかを正確に伝える為ための間かん諜ちようが必要だ。

　視界が悪いのは何もアジ＝ダカーハだけではない。主催者側も同じこと。

　間諜を担になう役割は〝ラプラスの悪あく魔ま〟で間違いない。圧あつ倒とう的な情報収集能力を持つ彼女たちなら即そく座ざにアジ＝ダカーハの位置を見つけるだろう。

　だが母体である悪魔が封ふう印いん状態である以上、情報を収集するためには目となる分身体───小こ悪あく魔まを大量に放つ必要がある。

　その気配を感じたが最後、三つの首と六つの瞳で捉とらえて踏ふみ潰つぶす。

　それが出来れば状じよう況きようは五分。参加者プレイヤー側の勝利はより確実となるだろう。

　三頭龍は四し肢しを獣けものの様に構えて敵を待つ。

　霧は濃こさを増して朝日の光さえも遮さえぎっている。

　こうなっては最も早はや、ずば抜ぬけた視力を持つ三頭龍でさえ不明瞭だ。人間の認にん識しき能力では建物と敵の姿を見分けるのも難しいだろう。

　大きく呼吸すると濃のう霧むの水分が喉のどに絡からむ。奇襲を仕掛けるならこれ以上の状況は無い。

　三つの首は全方位を常に確認し、蛇へびが瞳に持つ熱源探査器官───ピット器官も備えている。動く熱源があればすかさず嚙かみ千切ろうと牙を剝く三頭龍に。

　予想外の方角から、大量の爆ばく撃げきが襲おそった。

『───!?』

　遥はるか上空から三頭龍めがけて大量の投とう榴りゆう弾だんが落とされる。鉄の砲ほう弾だんというよりは、火か龍りゆうたちの口内から発せられたものだろう。近きん隣りんの尖塔群はその榴弾で木こつ端ぱ微み塵じんに吹き飛び、瓦が礫れきを四方に撒まき散らす。

　天を仰あおいだ三頭龍だが、敵の姿をハッキリと捉えることは出来なかった。

　激しく続く炎ほのおの榴弾を搔い潜くぐりながら、三頭龍は訝いぶかしげに瞳を細める。

（上空からの奇襲を成功させるには此方こちらの位置を正確に把は握あくしなければ難しい。先に位置を知られたか）

　だがどうやったのだと、爆炎の中で三頭龍は首を傾かしげる。

　敵の榴弾の命中精度は相当なものだ。主催者側はこの濃霧の中でピンポイントに狙ねらいを付けている。走りながらも直ちよく撃げきか或あるいはその付近に狙いを付けているということは、今のこの瞬しゆん間かんも監かん視しし続けている者がいるということ。

　周囲の気配を探さぐるがそれらしい追つい跡せきはない。

　───これはもう手て練だれという域を超こえている。明らかに何かの恩恵ギフトを行使した追跡者がアジ＝ダカーハを監視していると考えた方がいい。

（ゲームの主導権は奪うばわれたか。まあいい。手はいくらでもある）

　爆撃と散乱する瓦礫の中を走り抜ける。

　上空に跳とび上がるのは下策だろう。榴弾を落としている何体かは倒たおせるだろうが、姿を現してしまえば下方から集中砲ほう火かを浴びることになる。

　火龍の炎えん弾だん程度なら幾いく百と受けても問題はないが、敵にどのような切り札があるのか分からない状況で姿を見せるのは愚ぐ昧まいな輩やからのすることである。

（榴弾を落としている者は囮おとり。釣つれれば幸運という程度のものだろう。主催者側の狙いは状況を動かす主導権を握にぎること）

　そしてその狙いは今のところ上手うまくいっている。

　濃霧は予想以上に主催者側を優位に立たせていた。

　不動のままカウンターを狙っていた三頭龍は敵の襲しゆう撃げきで動かされ、謎なぞの監視者の存在を意識しながらも気づくことが出来ずにいる。

　───間違いない。主催者側には優ゆう秀しゆうなゲームメイカーが居る。

　ならばまずは敵の急所であるメイカー、そして追跡者を叩たたく。

　三頭龍は牙きばを剝むいて笑い、紅玉の瞳を見開いて周囲を観察する。

　この追跡者は何らかの恩恵を用いて三頭龍に張り付いていることは間違いないだろう。気配も感じさせなければ物音も無く、ピット器官のような熱源探査すら搔い潜る。ここまで強力な恩恵を持つ者となれば箱はこ庭にわ広しといえど片手の指程度の数しかない。

　三頭龍は自身に授さずけられた恩恵で、隠いん者じやの恩恵を看破しにかかる。

（十中八九、敵の恩恵は透とう明めい化、或いは透とう過か系だろう。しかしどちらの恩恵もそれ単体では熱源探査を潜り抜けられん。音源遮しや断だん、熱源遮断を備えた恩恵で尚なお且かつ私の前に立ちかねないコミュニティは───）

　高速で三頭龍は考察を進める。

　人類の悪意の具現である彼はその知識量も人類の総決算に相当する量を与あたえられている。微み塵じんの悪意も無く使われる技術などこの世には存在しないからだ。

　魔ま術じゆつ・錬れん金きん術じゆつ・科学技術などの歴史ごとに姿と名めい称しようを変える〝術の全すべて〟が、彼の三つある脳内に収められているのだ。

　千の魔術に等しいと称しようされた知識量を用いて模も索さくする三頭龍。

　考察が終わった彼は、突とつ如じよとして足を止めて姿の見えない追跡者に語りかけた。

『───フム。しかし調べるまでも無かったな。ここまで完全に条件が符ふ合ごうする恩恵は一つしかない。そうだろう、ギリシャの英えい傑けつよ』

「っ………!?」

　右方向から漏もれる僅かな悲鳴。どうやら術者の声を断たち切ることは出来ないらしい。あらかじめ三方向を監視していた三頭龍は巨きよ大だいな顎あぎとを開いて笑った。しかしそれは追跡者の未熟を笑ったものではない。むしろ逆だ。

　追跡者は三頭龍から僅か五メートルほど離はなれた位置で監視していたのだ。

　いくら姿が見えないとはいえ、まさか魔ま王おうを相手に此こ処こまで接近していたとは。何とも豪ごう気きなことである。

　三つの頭と六つの瞳ひとみで一いつ斉せいに睨にらんだ三頭龍は、挑ちよう発はつするように首をゴキリと鳴らす。

『どうした？　私の首を獲とらんのか？　貴様の所有する鎌かま───星せい霊れい殺しのハルパーなら、万が一という可能性もある。そう考えて此処まで接近したのだろう？』

　真ん中の首を伸のばして語りかけるアジ＝ダカーハ。

　完全に正体を知られた追跡者は蛇に睨まれた蛙かえるの様に動かない。否いな、動けない。

　追跡者の使う恩恵は透過の恩恵ではなく透明化の恩恵。濃霧の中で動けば大気が変動し、間接的に位置を知らせてしまうからだ。

　かつて春日部かすかべ耀ようが看破した方法が、この環かん境きようではより分かりやすい形で出てしまう。

　逃にげることも出来ず、戦う勇気も無く、動くこともままならない。

　そんな彼───〝ペルセウス〟の長おさ・ルイオスは、半ギレになって叫さけんだ。

「───おっせぇんだよ、この名無しとその他勢が[image: !!!]」

　怒ど号ごう一いつ喝かつ。瓦礫の陰かげからまるで弾はじき出された様に飛び出た影かげが三つあった。

　濃霧と追跡者に気を取られていた三頭龍は僅かに反応が遅おくれる。

　街の造形は凡およそ把握していた三頭龍だが、榴弾によって街の地形が変わり、崩くずれた煉れん瓦がの陰が死角になっていた。

　火龍たちは闇やみ雲くもに上空から攻撃していたわけではない。

　主力である彼らが戦える場所まで誘ゆう導どうするように計算していたのだ。

「三頭龍、覚かく悟ごッ！」

　叫んだのは春日部耀、フェイスレス、ジャックの三名。

　三人はそれぞれが鋭えい利りな刃やいばを持つ武器を手にして三頭龍に斬きりかかる。共に右みぎ腕うでと左足の数か所を裂れつ傷しようさせ、三頭龍を鮮せん血けつで濡ぬらす。

『待ち伏ぶせか───小こ賢ざかしい[image: !!!]』

　翼つばさである龍りゆう影えいを嵐あらしの様に激しく暴れさせる。

　その様は怒いかり狂くるう何体もの龍が尾おを振ふり回しているかのようだ。鞭むちの様に撓しならせて振るわれる影かげ絵えの刃は触ふれただけで建築物を弾き飛ばしていく。

　一いち撃げきでも当たれば、彼らの身体は砕くだけ散るだろう。

　ジャックは短たん剣けんと俊しゆん足そくで避よけ、フェイスレスは蛟こう魔ま王おうさえ舌を巻いた絶技で捌さばく。

　だが春日部耀には両者のような突とつ出しゆつした武器は無い。

　三頭龍の一撃は触れただけでも致命だろう。危機を察した耀は〝生命のゲノム・目録ツリー〟を幻げん獣じゆう〝マルコシアス〟に変へん幻げんさせて相対する。身体能力で劣おとる彼女だが、〝マルコシアス〟の恩恵は空間跳ちよう躍やくのような奇襲でさえ対応できる特異な力が与えられている。

　マクスウェルの魔王は〝マルコシアス〟のもたらす恩恵を〝未来視〟と推測したが、正確には少し誤りがある。この恩恵は〝眼前の状況に対して最も正しい未来を示す〟───つまり、謎に対して解答ギフトを用意するという変則的な恩恵である。

〝未来を視みる〟のではなく〝望む未来を実行する〟この恩恵は、術者が状況を把握していなくてもダイレクトに答えだけを用意してくれる。

　視覚では捉えられない龍影の嵐の中で、避けきる為のルートを読み切る。

　避けきれない一撃はレッグアーマーの部分で弾き、射程距きよ離り外まで逃のがれた耀は、その場にいる全員に叫んだ。

「血を流させることには成功した！　全員、距離を取って！」

　ルイオスを含ふくめた全員が散開してその場を離り脱だつ。

　すかさず追い打ちをかけようとした三頭龍。

　しかし天空に輝かがやく雷らい光こうが、三頭龍の追つい撃げきを阻はばんだ。

『ヌゥ………[image: !!?]』

　幾いく重えもの落らく雷らいが三頭龍を穿うがつ。稲いな妻ずまの熱と光の中で僅かに漏れる苦く悶もんの声。閃せん光こうの中で身を焼く三頭龍は、己おのれを襲う稲妻の霊格に覚えがあった。

『この神じん雷らい………まさか、帝たい釈しやく天てんか………!!』

　だが今さら奴やつが出てくるのかと脳のう裏りに疑問がよぎる。奴は散々思い知ったはずだ。神しん霊れいである以上は、全能であってもアジ＝ダカーハは倒せない。倒せないだけの理由がある。

　しかし帝釈天は、不ふ倒とうと知ってなお最終試練に挑む大おお戯たわけでもあった。そんな馬ば鹿かでなければ護ご法ほう十じゆう二に天てんなどという抑よく止し力りよくである天軍は任されない。

（程ほどなく私の血で分身体が生まれる。奴らに事実を確認させるか───？）

　そこでふと、春日部耀が撤てつ退たい時に叫んでいた言葉を思い出す。

　───〝血を流させることには成功した！　全員、距離を取って！〟

　三頭龍は己が一手遅れたことに気が付いて舌打ちした。

　神霊級の分身体は無限に生み出せるわけではない。大陸に等しいだけの質量を持った三頭龍の霊格を切り分けて与えているのだ。

　分身体を全て出し切ったとしても戦せん闘とう能力は変わらないが、代わりに致ち命めい的てきな弱点をさらけ出すことになる。

　普ふ段だんの三頭龍なら即そく座ざに気が付けただろうが、同じ悪意の膿うみから生まれた神霊───帝釈天の存在を確かく認にんするべきか否かという迷いが次の一手を遅らせた。

（分身体を吐はき出させることが目的というのなら、次の手段は間ま違ちがいなく───）

「───全軍、殲せん滅めつ用意ッ[image: !!!]」

　紗シヤ欄ラン、という鈴すずの音と共に凛りんとした声が天空で響ひびく。その途と端たん、三頭龍の上空は核かく熱ねつにも等しい榴弾の雨によって覆おおわれた。

　やはりそう来たか、と三頭龍は身構える。

　奇き襲しゆうによって分身体を吐き出させ誕生した直後に大火力で包囲殲滅。

　それが主催者側の取った作戦。

　主力を温存する為ために構築した一いち撃げき離り脱だつのゲームメイクである。

「撃うてえええええ────[image: !!!]」

　疑似神格を宿した千体の火龍が一斉に気き焰えんを放出する。龍影でそれを阻む三頭龍だが、生まれたばかりの双そう頭とう龍りゆうにはこれを捌く余よ裕ゆうはない。

　瓦礫を喰くって体を造り上げていた双頭龍たちは瞬またたく間に殲滅されて溶よう解かいしていく。

　散雨のような榴弾の後に残ったのは、無傷のアジ＝ダカーハだけだった。

　上空からラプ子Ⅱを通して地上を確認していた久く遠どう飛鳥あすかは、思わず口をヒクつかせる。

「………信じられない。あれだけ撃たれても傷一つ付かないなんて」

「ですがこの程度の怪かい物ぶつ性は想定内です。拝火の魔王にあの程度の炎ほのおでは太刀たち打ちできません。分身体を減らしただけでも十分な戦果です」

「せんか！　すごいせんか！　あすかすごい！」

　ヒョコリ、と飛鳥の後ろ髪がみから地精のメルンが歓かん声せいを上げる。

　彼女一人だけ本ほん拠きよに置いてくるわけにも行かず空中城じよう塞さいまで連れてきたのだが、戦いにまで参戦したがるとは驚おどろきである。

　飛鳥は困ったようにメルンを撫なでて諌いさめる。

「メルン。今は忙いそがしいから静かにしてね」

「わかった！　あすかまもる！」

　とんがり帽ぼう子しを揺ゆらして服の中に飛び込む。

　飛鳥は火龍の背中に乗りながら次の指示を出した。

「一次作戦は成功です。榴りゆう弾だんで威い嚇かくしつつ、地上の動きを待ってください」

『心得た！』

『吸きゆう血けつ鬼き化した〝サラマンドラ〟の同志が間に合えば更さらなる攻こう勢せいに出られる。今は着実に敵の戦力を削そぐぞ！』

　おおと鬨ときの声を上げる火龍たち。彼らの言葉を解さない飛鳥は、ラプラスに通訳してもらって状じよう況きようを把は握あくする。

（でも出来るなら………彼らの出番がないことを祈いのりたいところね………）

　聞けば全ての火龍が吸血鬼化するわけではないという。

　志願する者は多くいたが、年老いた老龍と既すでに子供がいる火龍、そして頭首代行であるマンドラだけが吸血鬼化するらしい。

　だがそれでも外げ法ほうは外法だ。

〝サラマンドラ〟の気勢は買うが、この戦いで勝利を収めたとしても、彼らの試練はまだそこで終わらないのだ。

　ならばせめてこの戦いを少しでも穏おん便びんに勝ち抜ぬけるようにと、飛鳥は小さく祈った。




　　　　＊




　───ロンドンの街・地上。

　一方の、春日部耀たちは。

「だあああああああ[image: !!!]　クソ、クソ、クソ、死ぬかと思ったぞドチクショウ[image: !!!]　こんな危険な真似まね、僕はもう二度とやらないからなクソッタレ[image: !!!]」

　ハデスの神格が宿った兜かぶとを叩たたきつけて喚わめき散らすルイオス。口にしている内容と威い勢せいはいいが、膝ひざはガクガクと震ふるえていた。しかし仕方がないだろう。

　比ひ喩ゆでも何でもなく、彼は本当に死にかけたのだ。

　三頭龍の気分次し第だいでは即そく時じに首を刎はねられていてもおかしくは無かった。あの状況で生きて帰れたのは、この男が剛ごう運うんの持ち主だったからとしか言いようがない。

「クソ………[image: !!!]　こうなったのも全すべてラプラスのせいだ！　あのチビ助すけが───

『見えません』『もっと近づいてください』『チキンですか？』

『これはもうギリシャ神群に吹ふい聴ちようせざるを得ませんね。ペルセウスはチキンだと』

『そうそう、やればできるじゃないですか』『もう一声』『あと一〇㎝×一〇』

『もう一歩近づいたら英えい雄ゆうです！　ペルセウスの優ゆう秀しゆうな坊ぼつちゃんガンバ！』

　───とかなんとか甘言で誑たぶらかしてこなかったらこんなことには………[image: !!!]」

　悔くやしそうに歯を食いしばってはいるが、完全に踊おどらされている。

　ジャックは愛まな弟で子しの姿を見て悲しそうに溜ため息いきを吐いた。

「ヤホホ………ようやくルイオス君もやる気を出したのだと思ったのに。調子にのって踊らされたルイオス君が悪いんですヨ」

「五月蠅うるさいんだよドテカボチャ[image: !!!]　そんなこと言うんだったらお前がやってみやがれ[image: !!!]」

　怒ど鳴なりながらハデスの兜を投げつける。

　───ちなみにこの兜。

　こんな雑な扱あつかいを受けているが、箱庭内でも超ちよう特級の暗殺ギフトである。その性能は同系統の恩恵ギフトの追つい随ずいを許さない。剣つるぎを振るうなどの単純な攻こう撃げきモーションを取ったとしても、対象に察知される恐おそれが一いつ切さいない。周囲の環かん境きようを捻じ曲げてしまうほどの力を持った恩恵と併へい用ようすると間接的に居場所がばれてしまうが、それらを差し置いても凄すごい恩恵である。

　それらを加味した上で、フェイスレスは人さし指を立てて提案する。

「分かりました。ルイルイがそういうのであれば仕方がありません。そのハデスの兜は私が使いましょう」

「流石さすがは女王騎士！　物わかりが早い！　でもルイルイ言うなッ！」

　持ち上げるのか怒おこるのか忙せわしない男である。

　フェイスレスは小さく頷うなずいて少し困り顔を浮うかべ、

「ですがそうなると、ルイルイの身が危険かもしれません。我々には貴方あなたを庇かばって戦う余裕はありませんが、よろしいですか？」

「………は？」

「そうですねえ。一撃離脱は作戦上必ひつ須すです。一応聞いておきますが………ルイオス君は先ほどの三頭龍の攻撃を躱かわして、一人で逃にげられますか？」

　サァッ、とルイオスの顔から血の気が引いていく。

　仮にもゼウス神の血を引く高位存在である。

　その身体能力は低くないが、彼には剣けん技ぎなどの技術的な積み重ねが殆ほとんどない。フェイスレスの様な絶技で先ほどの攻撃を防ぐなど不可能だ。

「………それで、どうします？　追つい跡せき者を続けますか？　それともルイルイは襲しゆう撃げき者がいいのですか？」

「………僕は、戦せん線せんりだ」

「つ───とか続いたら、今度こそ破門して首根っこそぎ落とすからな？」

　ヒタリ、とジャックのナイフがルイオスの首に触ふれる。

　ジャックの瞳ひとみは笑っていない。やると言ったらやるのが今のジャックだ。

　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに追いつめられたかのように大量の冷や汗あせを搔かくルイオスに───春日部耀は、無言で歩み寄った。

[image: ]

「………ジャック。フェイスレスさん。そんなに責めるのは良くない。文句は一いつ杯ぱい言ってるし、誑かされたとか言い訳してるけど………それでも、ルイルイは頑がん張ばったよ」

　耀の静かな物言いに、二人はむっとした顔をする。

　確かにそうなのだ。この一次作戦の最大の功労者は他ほかでもない彼である。

　あの三頭龍の位置を摑つかんで付かず離はなれずの距きよ離りを保ちながら、ルイオスは一次作戦をやりきった。此方こちらの消しよう耗もうが一切なく先手を取れたのは………彼が捻ひねくれながらも勇気を振ふり絞しぼった結果なのだ。

　数か月前に〝ノーネーム〟と戦った時のルイオスからは考えられない行動力である。

「それを踏ふまえた上で、もう一度お願い。三頭龍の追跡は隠いん者じやの恩恵を使いこなしているルイルイが一番確実だ。君以外の人間が挑ちよう戦せんして兜が破は壊かいされる様な事があったら、この作戦は破は綻たんしてしまう。そうなったらより危険な作戦をすることになるんだ」

　無論、何時いつかは破られるだろう。

　だが少しでも安全策があるのなら確実に進めなければいけない。

　そしてそれは当人であるルイオスも分かっていることだった。

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたかのように複雑な表情を浮かべる彼は深い………それはもう深い深いため息を吐いて兜をもう一度手に取る。

「………クソ。チクショウ。こんなの割に合わない。最初に契けい約やくした報ほう酬しゆうだけじゃ全然足りないじゃないか」

「………ヤホホ。では、どうします？」

「決まってる。お前たちが僕の力を求めたんだ。だから戦功の分だけ報酬を上乗せしてもらう。それが約束できないなら………」

「分かりました。女王に進言してみましょう」

　フェイスレスの提案に、ジャックとルイオスは瞳を見開いて驚きよう愕がくした。女王騎士である彼女が口にする女王とはこの箱庭に一人しか存在しない。

　彼女は仮面を押さえて再度頷き、

「女王〝クイーン・ハロウィン〟は最強の召しよう喚かん者であらせられます。あの方に呼び出せないものはありません。───ルイルイ。貴方が戦功に見合う恩恵を望むというのなら、私が女王に進言し、必ずや恩恵を賜たまわる様に手を回しましょう。あの方の力なら或あるいは───〝ペルセウス〟は、四桁けたにまで上り詰つめられるやもしれません」

「ほ………本当か………[image: !!?]」

　無論、と短く頷く。ルイオスの表情の変化は劇的だった。

　絶望的な涙なみだ目で兜を見つめていた彼だったが、今は迷いと決意を共に相そう互ごに行き来するような表情を浮かべている。

　数か月前───〝ペルセウス〟は〝ノーネーム〟に敗北したことを切っ掛かけに、没ぼつ落らくの一いつ途とを辿たどっていた。当時は転落も止やむ無しと口にして笑っていたルイオスだが、実際に経験する没落は、彼の想像を絶するものだった。

　組織から離れていくもの、蔑さげすむもの、悲しむもの。そんな同士を見るのは耐たえがたい苦痛があった。

　ルイオスにも箱庭で生まれ育った少年時代がある。箱庭の子供たちは皆みな同様に、同じ願いを育はぐくんでいる。

　───〝己おのれの旗を見上げ、旗に見合う同士に育て〟

　大樹の精せい霊れいも、火龍たちも、幻げん獣じゆうたちも、人類だってそうだ。

　大人になっていく過程で歪ゆがんでしまったルイオスにも、かつては星座の英えい傑けつに相応ふさわしくあろうと、願いを胸に抱いだいたことはある。

　女王の恩恵があれば、そんな願いにも手が届くかもしれない。

「………本当に、女王に掛け合ってくれるんだな？」

「無論です。騎士の誇ほこりにかけて」

「当然だけど、戦功の過小報告もしないな!?」

「……………」

　───サッ。

「ってそこで目を逸そらすんじゃねえええええええ[image: !!!]」

「フェイスレスさん。ルイルイで遊んでる場合じゃないから、巻きでいこう」

「そうですね。正当に交こう渉しようするのでちゃっちゃと行ってくださいルイルイ」

　ルイルイ言うな！　と叫さけぶルイルイ。

　再度フェイスレスの意思を確かく認にんした彼は怒いかりとその場の勢いに任せて兜をかぶる。

　その場から彼が消えた事を確認した三人は三者三様の表情で微笑ほほえんだ。

「………ヤホホ。何だかんだで、あの子もちゃんと成長しているようで安心しました」

「ええ。ウィラに粉をかけて来たときは三枚に卸おろしてやろうかと思いましたが………今になって思うと、やらなくて正解だったようです」

「そんなことあったんだ」

　これは言うまでもないが、〝ウィル・オ・ウィスプ〟と〝クイーン・ハロウィン〟は交友関係にある。ハロウィンの主役であるジャックが所属しているのだから当然だろう。

　その過程でフェイスレスもウィラと仲良くなったに違ちがいない。

　確かウィラが彼女を呼ぶときの愛あい称しようは───

「えっと………確か、フェイフェイだっけ？」

「───っ………!?」

　突とつ然ぜんの呼び方に一歩退ひく形で驚おどろくフェイスレス。普ふ段だんからは考えられない挙動だ。こうなると仮面があるのが惜おしいなーと思いながら見つめる耀。

　表情が読めないフェイスレスは口元に手を当て、

「………もしその呼び方を定着させるなら、私は春日部さんのことを「ヨウヨウ」と呼びますが、よろしいですか？」

「うん、ゴメン」

　即そく座ざに謝る。やはり本人が嫌いやがる愛称はよろしくないと再確認するのだった。




　　　　＊




　───空中城じよう塞さい・断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。

　逆さか廻まき十六夜いざよいを始めとした主力のメンバーたちは、空中城塞の端はしに立って上空から戦せん況きようを見つめていた。主導権を握にぎることに成功はしたが、状じよう況きようは予断を許さない。

　主力は最終戦の為ために力を温存する必要がある。歯は痒がゆい思いではあるが、今は見ていることしかできない。こうして待機していれば、ゲームルールに守られた彼らは攻せめられることが無いのだ。

　十六夜は熱風と爆ばく音おんが響ひびく街を見下ろし、小さく舌打ちした。

「………悠ゆう長ちような戦いだな。こんな戦い方をしていたら日が暮れるぞ」

「せやかて他ほかに効率的な戦い方があるわけやない。長期戦は必ひつ須す。これで十六夜君も納なつ得とくしたはずやろ？」

「わかってる。………が、本当にこの方法が有効なんだな？」

　十六夜は振ふり返り、控ひかえていたレティシアに問う。

　彼女は静かに頷うなずいた。

「金糸雀カナリアの話していた伝承が正しいのなら、アジ＝ダカーハを倒たおすには三つの急所を突つかねばならない。一つ目が頭ず蓋がい、二つ目が双そう肩けん、そして三つ目が………心臓だ」

　三頭龍の姿を十六夜は思い出す。

　三つの頭蓋には杭くいのようなものが貫かん通つうし、双肩の肉には旗印を縫ぬい留めるボルトのようなものが捻じ込まれていた。

「双肩を縫った者は知らないが、頭蓋の杭は二〇〇年前に私たちが施ほどこした封ふう印いんの一つ。後は分身体を全すべて吐はき出させれば、奴やつの心臓の位置が浮うかび上がるはずだ」

「しかしそれだけでは戦いは終わらない」

　レティシアに続き、クロア＝バロンが告げる。

「魔ま王おうアジ＝ダカーハにとって分身体は数ある恩恵ギフトの一つ………武具で喩たとえれば鎧よろいの一部分でしかない。そんなものを破は壊かいしたところでアレの優位は揺ゆるがんだろうよ。あの魔王を打倒するには必要不可欠な武器がもう一つある」

「………それは？」

　クロア＝バロンに視線が集まる。彼は山やま高たか帽ぼうを押さえ、ニヤリと笑った。

「そんなものは決まっている。魔王を打うち倒たおすのは何時の世でも唯ただ一つ………それこそが、勇気ある者の一ひと振ふりだよ」

　勇者の振ふるう光こう輝きの剣つるぎ無くして、魔王打倒はあり得ない。

　十六夜は呆あきれたように肩かたを竦すくめて首を振った。

「だとしたら、あの三つ首トカゲを倒すのは俺じゃないんだろうな。生まれてこの方、勇気なんてもの振るった覚えがない」

「だろうね。君の性能を考えれば、勇気などという精神は対極に位置する代しろ物もの。十六夜君が〝ウロボロス〟の〝原典候補者〟に劣おとる点があるとしたら正にその一点だろう」

　………むっ、と眉まゆを歪ゆがめる。反論があるわけではないが、そんな抽ちゆう象しよう的なもので優ゆう劣れつをつけられるのは理り不ふ尽じんな話だ。

「〝原典候補者〟………ね。それもピンとこない話だが、さっきの話でようやく一つ繫つながった」

「ほう？　というと十六夜君は、〝原典候補者〟が何者かわかったと？」

「まあ、大おお雑ざつ把ぱにだが。要するにアレだろ？　誕生が円えん環かん状になってる人間と神様の関係に対して、〝どちらが本当の原典オリジンであるか？〟を問う為の代表者。それがあの白はく髪はつ鬼きや俺みたいな〝原典候補者〟の由来だろ？」

　鶏カミが先か卵ヒトが先か。

　今まで答えが出なかったパラドックスゲームに対して最終的な結論を出すための候補者こそが、彼ら〝原典候補者〟だと逆廻十六夜は推測する。

「連中が〝ウロ円環のボロス宇宙観〟を名乗っているのは、現状の人間と神の関係性を示している。予測だが、殿でん下かとかいう白髪鬼が神様の原典候補。そんで俺は人間の原典候補なんだろ？」

「………うむ。概おおむね正解だ」

「なら候補者が最終試練を倒さなきゃいけない理由もそこにあるのかな。起点を決めるなら終点も決めないと辻つじ褄つまが合わない。俺たちは両者の起源を決める為に駒こまとして用意され、箱庭という盤ばん上じようで戦っていたと考えるべきだろう。………いやはや全く、これぞ神しん魔まの遊ゆう戯ぎって奴やつだな。人の迷めい惑わく考えて欲しいもんだね」

　身勝手な話だと鼻を鳴らす十六夜。

　山高帽を押さえて視線を外すクロアは、僅わずかに冷や汗あせを搔かいていた。

　生前の金糸雀が言う通り、逆廻十六夜は自身のルーツに限りなく近い場所にいる。

　だがそこまで理解しているのなら、どうしても行き着く疑問がある。そしてその疑問を彼が口にしたのなら、クロアは答えざるを得ない。それが金糸雀との最後の契けい約やくだからだ。気まずそうに視線を逸そらしているクロアに、十六夜は普ふ段だん通りの何気ない口調で問うた。

「此こ処こまで考えて………一点だけ、俺にもわからないことがある。それだけは何百回試行錯さく誤ごしても理由が見つからなかった。でもアンタなら………答えられるんじゃないかよ、〝燕尾服の死神〟」

「………言ってみたまえ」

　クロアは覚かく悟ごを決める。

　十六夜は彼に負担をかけまいと、世間話でもするような口調で疑問を口にした。その気き遣づかいを無下にしては神様の格が下がる。

　十六夜はゲームの解答でも聞くかのように悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべ、

「───どうして、俺が候補者なんだ？」

　何気ない素振りで、当然の疑問を口にした。

「……………」

　考えてみれば当然だろう。

　逆廻十六夜には、この神々の箱庭に招かれる様な経歴が一いつ切さいない。

　春日部耀や久遠飛鳥に関してはいくらでも理由は考えられる。二人の血筋を辿たどって箱庭内の組織が手を回した可能性、〝生命の目録〟や〝威い光こう〟といった恩恵の回収に巻き込まれた可能性など、いくらでもあげられる。この二つのルーツが箱庭内にあるのだから。

　だが、逆廻十六夜の家系は───

「ガキの頃ころ、興味本位で実家を調べたことがあってな。そしたら何の変へん哲てつもない父親と母親と弟が平然と暮らしてやがったわけよ。まあ、弟の方は無ぶ愛あい想そうなりに可愛かわいげのある奴だったが……両親の方は、大学の教授と専業主婦っていう割と有り触ふれた家庭だったわ」

「それは謙けん遜そんだろう。君の両親は良くできた人間だったよ。事故で亡なくなったと聞いた時は金糸雀と共に悼いたんだものだ」

　良くできた人の好いい両親。或あるいは模も範はん的と言ってもいいかもしれない。

　だが………それだけだ。それだけだったのだ。

　逆廻十六夜に宿った絶大な恩恵、そして綴つづるべき伝承が彼には一切ない。

「昨夜、お前は俺にこういったな。〝逆廻十六夜は何故、金糸雀に選ばれたのか〟と。………でも、本当は違ちがうんじゃないか？　金糸雀は俺を選んだんじゃない。本当の目的は他にあったが、結果として逆廻十六夜を選ばざるをえなかった。………そういう事なんじゃないのか？」

　そうじゃないと説明が付かない。

　そしてこの解答は正しい。

　これは十六夜が知らないことだが───金糸雀が倒れ、入院した時のこと。

　本来なら金糸雀と逆廻十六夜には何の接点もないのだと、クロアとラプ子に告げた。

　遠回しな物言いだが、それはつまり………こういうことだ。

「───〝偶然に選ばれた、と。そう言いたいのだね、君は」

「ああ。それしか考えられない。或いはもっと漠ばく然ぜんとした世界の意志とかそういうのがあって、そういう良くわからないものに選ばれたとも考えられるが……それに名前を与あたえたら、運命ぐうぜんってことになるわな」

　十六夜は他人ひと事ごとのように話す。

　己おのれの生しよう涯がいを左右したかもしれない運命を恨うらむわけでもなく平然と告げる。

　山高帽を押さえて表情を隠かくしたクロア＝バロンは、何処どこか申し訳なさそうに頭を下げた。

「………すまない。確証をもって言えるわけではないが、きっと君の言うとおりだ。君を選んだものがいるのだとしたら、それは我ら神しん霊れいにさえ与あずかり知れない何かだ。だがこれだけは保証する。君は───逆廻十六夜という人間だけが、何らかの形で必ず世界を救う可能性がある。それは恩恵の有う無むではない。その絶大な力が無くても君の、君自身の魂たましいがそのような形をしていたからこそ、逆廻十六夜が選ばれたのだ」

　世界を滅ほろぼす〝絶対悪〟に、立ち向かうべくして生まれてきた少年。

　様々な時間流が存在する中で逆廻十六夜だけが、世界を救う引き金となる。それは或いは別名の男児かもしれないし、もしかしたら女かもしれない。

　神群の綴った英えい雄ゆうではなく、人類史が選んだ人類の未来を救う英雄。

　それが彼の恩恵に纏まつわる全てである。

「………ハッ、なるほどね。つまり俺の恩恵は因果律が逆転してるわけか。過去を救ったから得られる恩恵じゃなく、未来を救うことを約束されているから祝福された」

「そうだ。本当なら君はもう少し未来に生まれるはずだったと考えている。旧〝ノーネーム〟の人類史に対する干かん渉しようで君の出生時期を大きく前後させたのだろう。我々は新たな神群を作って候補者を擁よう立りつしようとしていたが………その干渉の何処かで、逆廻十六夜という可能性を掘ほり当てたのだ」

　ふぅん、と気の無い返事をする。元々自分の生おい立ちにはあまり興味の無かった十六夜だ。そもそも彼にとってその辺りの事情はどうでもいいのだ。どんな事情があったとしても、逆廻十六夜と金糸雀という女が過ごした時間に虚きよ偽ぎがあったわけではない。

　金糸雀は十六夜を実の息子むすこの様に愛した。

　十六夜は金糸雀を実の母の様に、或あるいは師として慕したった。

　その真実の前にはどんな事実の積み重ねも障害にはならない。策さく謀ぼうがあったとしても、十六夜は笑って共きよう謀ぼうに出ていたことだろう。

　もしも話していてくれたのなら………こんな面めん倒どうくさい事態は回かい避ひできたかもしれないのに。

「まあ、身辺調査はさておいて。俺って箱庭に来てよかったのか？」

「………？　というと？」

「今の話を統合すると、俺には人類を救うっていう仕事がある様に思えるんだが」

〝絶対悪〟などと抽ちゆう象しよう的な表現で示し唆さされているが。

　それらを要約した結論はこういうことになる。

「───〝人類は、人類の手で滅びを迎える〟。それが、最終試練に与あたえられた共通項こう。カリ＝ユガのような科学技術の先せん鋭えい化による滅びもそうだが、アジ＝ダカーハのような一部の権力者による暴走による滅びも結果的には同じだわな。二〇世紀には核かく兵器を始めとしたＮ大Ｂ量Ｃ破Ｒ壊兵兵器器が存在するわけだし。人類の悪意の暴走は、終末論の引き金を引くには十分な力がある」

　自然災害や隕いん石せきの衝しよう突とつのような外的要因を伴ともなう終末論との違ちがいはここだ。これらの終末は最終的に神しん霊れいや星せい霊れいの力で回避することが可能であるのに対し、人類が人類を滅ぼす終末を乗り越こえるには、人類が霊れい長ちようとして次の進化を遂とげる必要があるのだ。

　燕えん尾び服ふくのネクタイを少し弛ゆるめたクロアは、少し遠い瞳ひとみを浮うかべた。

「悪意に勝つ霊長としての進化。口で言うほど簡単なものではない。〝閉鎖世界デイストピア〟の魔ま王おうを倒たおす時に必要だった犠ぎ牲せいは想像を絶していた。それこそ人類の数割が死に絶えるほどに」

　十六夜は夢で見た事こと柄がらを思い出し、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情になる。

「………黒死病ペストの大流行による農のう奴どの激減。生産性の減少。八〇〇〇万の犠牲者。それによって農奴の社会的地位の向上が早まった、か。………皮肉な話だ。人類を滅ぼしかねない疫えき病びようが、最終的に人類の未来を変えたわけか」

「そうだ。本来なら農奴の解放は一九〇〇年代最初期かその前後にまで延びるはずだった。これらは結果として啓けい蒙もう思想・自由主義といった思想の発展の妨さまたげとなり、ディストピア思想を増長させる原因となる」

　黒死病の蔓まん延えんは一四世紀から一〇〇年以上も続く。

　人類最大の試練だった黒死病の蔓延は、〝閉鎖世界〟へ繫つながる未来を打ち消し霊長の進化を促うながす為ために必要不可欠な事件だった。

（だがそれだと、斑まだらロリの願いは………アイツの本当の仇かたきは………）

　少し、瞳に憂うれいを含ふくむ。

　八〇〇〇万の怨えん嗟さを生んだ試練に絶対的な正当性があったとは思わない。

　だが大流行の事実を時代から抹まつ消しようしてしまえばきっと、魔王〝閉鎖世界〟の復活に繫がるのだろう。

「………ままならねえな。っていうか、アジ＝ダカーハを倒しても同じことが起こる可能性が高いんじゃないのか？」

「さて、どうなのだろうな。そればかりは倒してみないとわからない。ただ一つ言えるのは、君が直接的に世界を救うことと、アジ＝ダカーハを倒すことは同意義だ。君か君の親類が世界を救うことになる。逆に言うと、アジ＝ダカーハを倒さねば君の居た世界は最悪の結末を迎えることになるんだが………考えても仕方がないことだ。それはもう、君には関係のない世界の話なのだから」

　含みを込めて告げるクロア＝バロン。彼が言いたいことは分かっている。

　十六夜もそれ以上は質問を続けず、眼前の戦いに意識を戻もどす。

「倒せばわかる、か。分かりやすくて結構だ。概おおむねの疑問は解けたからな」

「それは結構。戦いに集中してもらえるのなら話したかいがあるというものだよ」

　地上の戦いは今のところは上手くいっている。まだ油断はできないが、このまま一いつ気き呵か成せいに攻せめ込める可能性も無くはない。

　戦いとは生き物だ。必ずしも力のある者が勝つとは限らない。

　このまま何の問題も無く戦いが進むのなら───

「───いや、そう簡単にはいかないか」

「あん？　そうか？　お嬢じよう様さまたちは上手うまくやってると思うが」

「そっちの問題じゃない。………あの大おお馬ば鹿か野や郎ろう。木こっ端ぱ悪あく魔まの足止めも出来ないくらい弱ってたのかよ」

　チッ、と舌打ちして影かげを揺ゆらす。

　直後、空中城じよう塞さいの上空にヒビが入った。空間に入った亀き裂れつは甲かん高だかい音を鳴らして響ひびき渡わたり、待機していた主力陣じんの視線を集める。

　山やま高たか帽ぼうを押さえて睨にらむクロアは、その場にいる主力陣全員に叫さけんだ。

「全員、臨戦態勢を取れ！　奴やつが───マクスウェルが来るぞ[image: !!!]」

　破は裂れつする空間。舞まい落ちる粒りゆう子しの羽。現れる蒼あおと紅あか、そして純白の装そう飾しよくで身を固めた人ひと影かげ。それが何者であるかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　魔王マクスウェルは出現と共に弓ゆみ形なりに身体からだを反らし───

「───ＧＥＥＥＹＡＡＡＡＡＡＡａａａａａ[image: !!!]」

　牙きばを剝むき、言語野を失ったかのような奇き声せいを上げ、城塞の中へ落下していく。

　十六夜を含めた主力陣が迎え撃うとうとしたその時、誰だれかが叫んだ。

「み、見ろッ[image: !!!]　空から………空から〝契約書類ギアスロール〟が───[image: !!!]」

　ハッと、全員が息を吞のむ。それが意味するのは二つしかない。

　一つは新たなゲームの開かい催さい。新たな魔王が出現したのだから、誰もがそう考えるだろう。

　だが違った。〝契約書類〟の羊皮紙の下地に捺おされている旗印は、誰もがよく知る証しるしが刻まれていた。

〝龍角をドラコ持つ＝鷲獅子グライフ〟の旗印。そこに記された内容に、誰もが戦せん慄りつした。





『ギフトゲーム　〝GREEK MYTHS　of  GRIFFIN〟


　　上記のゲームがクリアされたことをお知らせします。

　　勝者：アジ＝ダカーハ。

　　達成条件：宝の奪だつ取しゆ。

　　主催者ホスト側の責任者・サラ＝ドルトレイクは速すみやかに恩恵の授じゆ与よに移行してください』








　　　　＊




　その瞬しゆん間かん。

　全すべての戦せん闘とう行動が中断された。

「………な、」

　今まさに跳とびかかろうとしていた春日部耀は、大地に足を縫ぬい留められたかのような感覚に驚きよう愕がくする。それは霊格の消失していた時の不動感覚とはまるで違う。

　抗あらがえないほど強大な力によって押さえつけられた春日部耀は混乱したように周囲を見み渡わたし、天上より降り注ぐ羊皮紙に気が付いた。

「〝龍角を持つ鷲獅子〟の書類………ま、まさか、」

　馬ば鹿かな、早すぎる。そう呟つぶやいたのは、上空にいる久遠飛鳥とアルマテイア。

「サラのゲームが、クリアされたですって………!?」

「な、何という攻こう略りやく速度ッ!!　あれは詩人イソップによって再構築リセツトされたゲーム！　難易度で言えば三つのゲームの中で最難関といっても過言ではないのに………[image: !!!]」

　十六夜曰いわく、純じゆん粋すいな謎なぞとしての難易度なら〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟やレティシアのゲームと比べても遜そん色しよくのないほどだったという。それをゲーム開催から僅わずか一日も経たたずにクリアしたというのか。

　息を吞んで絶句する二人だが、そんな場合ではない。

　同じく火龍の背に乗っていたサラ＝ドルトレイクは、覚かく悟ごを決めたように飛鳥へ視線を向ける。

「………飛鳥。そしてアルマ殿どの。〝龍角を持つ鷲獅子〟の指揮権を委い譲じようします。私は主催者として、参加者の下もとに行かねばならん」

「っ、そんな、」

『その必要はない』

　霧きりの街を突つき抜ぬける純白の巨きよ体たい。蛟こう劉りゆうのゲームによって超ちよう重力を受けているというのに、そんな様子は微み塵じんも感じさせない軽かろやかな飛ひ翔しようだった。

　龍りゆう影えいを羽ばたかせて急きゆう上じよう昇しようしたアジ＝ダカーハは、一いつ瞬しゆんにして火龍たちの前に現れる。その右手に握にぎられた黄金の杖つえを見て、サラは敗北を嚙み締めた。もう疑いようもない。

　この三頭龍は自身の力で彼女が主しゆ催さいしたゲーム〝GREEK MYTHS　of　GRIFFIN〟を完全に攻略したのだ。

　サラは紅玉の瞳に睨まれて息を吞むが、気き丈じようにも笑えみを見せる。

「………流石さすがは伝説の大魔王。その叡えい智ちも並ではないようだな。まさか数日も経たずに………それも、一つのペナルティも無くクリアされるとは思わなかった。主催者としての甘さを再さい認にん識しきさせられたよ」

〝GREEK MYTHS　of　GRIFFIN〟は誤解答に導く要素がこれでもかというくらい用意されていた。三つのペナルティを獲とれば三頭龍でも封ふう印いんすることが可能だったはずだ。

　解答に迷えば持久戦となり、知識を誤れば封印を喰らう。

　だがこの三頭龍はそのどちらも恐おそれることなく踏ふみ込み、そして踏とう破はした。驚きよう嘆たんすべき胆たん力りよくである。

『フン。そう遜へりくだることもあるまい。貴様のゲームは小こ賢ざかしいことによく出来ていた。〝契約書類〟に記す攻略情報を絞しぼって曖あい昧まいにしている代わりに、誤解答を許可してあるのは、このゲームの解答が複数個存在していることを示している。これでは私も慎しん重ちようにならざるを得ない』

　そう。このゲームの解答は最大で三つの解かい釈しやくがある。

　一つは黄金の魔王〝クイーン・ハロウィン〟の旗印を宝とする解釈。

　二つ、三つ目の解釈は〝ケーリュケイオン〟の黄金杖を宝とする解釈。

　最終的に三さん択たくを迫せまられるのではなく、ペナルティを受けながらもゲームクリアを目指す趣しゆ旨しが盛り込まれているのだ。

『だが他ほかのゲーム舞ぶ台たいの年代記まで取り込んだのは些いささかやりすぎだ。貴様のゲームは、結果として他のゲームの解答までも絞らせた』

「っ………!!」

『ギリシャの商業神にして飛ひ脚きやくの神の象しよう徴ちようである黄金杖〝ケーリュケイオン〟。この舞台でこれらが保管されるに相応ふさわしい場所があるとするのならば、一八三〇年のロンドン会議───ギリシャの独立を認めた場所に安置するのが常道だろう』

　一八三〇年のロンドン会議───イギリス、フランス、ロシアの三カ国によってギリシャの独立を制定した会議のことだ。

　飛脚の神であるヘルメスは神々の間を飛び回り外交を務める役目を担になっていた。それらの経歴から考えても十中八九、ロンドン会議が絡からんだゲームだと推測していた。

『だがこの黄金の杖が安置されていたのは会議があった場所ではなく………銀行だった。初めは深読みしすぎたかと思ったが、このロンドンの時代背景を考えれば他にも浮かび上がる事実が出てくる』

「……………、」

『時計塔とうの風化具合から推測するに、建築された一八六〇年から一八九〇年であるのは間ま違ちがいない。その区間内でイギリスの銀行、そして商業神に何らかの関かかわりがある年代記………此こ処こまで行き着けば赤子でもわかる。イギリスのヴィクトリア時代───一八七三年から始まる大だい恐きよう慌こうを阻そ止しするために賜たまわらせたのが、この〝ケーリュケイオン〟という解釈になる』

　───だが、と三頭龍は一度区切りを入れ、

『この考察は些か、拡大解釈が過ぎるゲーム構成だ。再構成に携たずさわったのが著名な詩人であるならなおさらだ。………そう思うだろう、南瓜カボチヤの断罪人エクスキユーター』

　遥はるか眼下の地上で、ジャックは身み震ぶるいした。

　三頭龍は牙を剝いて笑みを作り彼を見る。

『私は此処で、思考の視点を逆転させた。世界三大寓ぐう話わの功績を持つ詩人イソップがこのように不ぶ恰かつ好こうなゲーム構成にせざるを得なかったのは、このゲーム舞台の主役であるはずの〝ジャック〟の正体なぞによって、リメイクできる舞台の範はん囲いに縛しばりがあったのではないか、とな』

　三頭龍の考察を聞いていた主催者側に、突とつ風ぷうのような衝しよう撃げきが走りぬける。紅玉の瞳ひとみを光らせた魔ま王おうは眼下のジャックを指さし、凶きよう暴ぼうに笑った。

『そう。この舞台は大恐慌が始まるとされる一八七三年であって、〝切り裂きジヤツク・ジャックザ・リツパー〟が現れる一八八八年ではない。これが意味するところは一つしかない。───フフ。火龍から報ほう酬しゆうを要求する前に、貴様の解の一つを示すぞ、〝パンプキン・ザ・クラウン〟』

　まずいと、誰もが直感した。

　ジャックのゲームは解答と論ろん拠きよだけでゲームクリアが可能だ。サラの開催したゲームをクリアすることで全体のゲーム進行を一度断たち切り、その中断してる最中に論拠を示せば、三頭龍は同時に二つのゲームをクリアすることが出来てしまう。

　黒ウサギの様に〝審判権限ジヤツジマスター〟を使って中断する必要もない。

　この魔王は叡智と胆力だけでゲームを支配してしまった。

（これが………これが、〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟………[image: !!!]）

　武力、知力、胆力、その全てに於おいて真正面から敵を圧あつ倒とうする。

　最古参の魔王にして、最強の神殺し。

　三つの首と六つの眼めでジャックを見み据すえた魔王は───




『ジャックよ。貴様は───貴様は、〝切り裂きジャック〟ではない[image: !!!]』




　───英国が生んだ怪かい物ぶつに対し、その真実を叩たたきつけた。

　硝子ガラスが割れるような繊せん細さいな音を立てて、ジャックの血ち塗ぬられたナイフが砕くだけた。同時に全身の傷という傷から血液が流出していく。

　赤かった衣服は血によってより濃こい紅あか色いろに染まっていく。

　元々重傷だったジャックから不死性が完全に失われ、辛かろうじて止血できていた傷が無情に開き始める。

「グッ、ガッ………[image: !!!]」

　ゴポリ、と。

　とてもではないが血液の流れる音とは思えない音を立てて、腹部から血を流す。口元まで逆流してきた血を止めようと右手で押さえるが、堪こらえ切れず手の端はしから零こぼれ落ちてしまう。春日部耀は蒼そう白はくになって叫さけんだ。

「ジャック！」

「………ヤホホ。よもや、これほどとは………!!」

　有りっ丈たけの力で空笑いを浮うかべるが、それも限界だ。膝ひざから崩くずれ落ちたジャックは自らが流した血の海に横たわり、やがて動かなくなる。呼吸で肩かたが揺ゆれているのを見るとまだ死んではいないのだろうが、それも時間の問題だ。

　その様子をつまらなそうに見届けた三頭龍は、サラ＝ドルトレイクに視線を戻もどす。

『………あの様子では残る謎を解く必要もあるまい。本題に入るぞ火龍の娘むすめ』

　サラの顔が強こわ張ばる。どんなに気丈な女でもジャックの凄せい惨さんな有り様を視れば萎い縮しゆくするのは仕方がないだろう。

　だがそれを恥はじたサラは頭かぶりを振ふって、視線に不ふ屈くつの闘とう志しを込める。

　命を奪うばわれても、誇ほこりまでは穢けがれさせない。

　そんな力強い視線を受け止めた三頭龍は心底愉ゆ快かいそうに牙きばを剝むいて笑みを作る。

『フフ。強い瞳だ。魔王を前にしても屈さぬ勇姿、私は高く評価しよう』

　魔王に向ける不屈の瞳はこうでなければいけない。

　誰だれもが息を吞のんで緊きん張ちようする中、三頭龍は嗜虐の笑みで報酬を要求した。

『火龍の英えい傑けつよ。私が望む物は………貴様の霊れい格かくの全てを頂こう!!』

　途と端たん、サラの龍角が砕けた。先ほどのような繊細な音で砕けたのではない。

　夜に響ひびく雷らい鳴めいのように、火山が噴ふん火かするように、サラの龍角は根元から折れて消しよう滅めつし、アジ＝ダカーハの手元に現れる。

　だがそれだけでは終わらない。

　火龍と鷲獅子グリフオンの龍角を手にした三頭龍はその二本を地上に向かって投げつけた。

『褒ほう美びだ。我が分身よ、龍角を得て力を得るがいい[image: !!!]』

　煉れん瓦がを敷しき詰つめた石いし畳だたみが、ドクンと鼓こ動どうを打つ。その鼓動の大きさは街全域に響き渡わたるほどだった。二本の龍角を得た煉瓦の双そう頭とう龍りゆうは大嵐タイランの化け身しんとなって咆ほう哮こうを上げ、春日部耀たちの前に姿を見せた。

「火龍の龍角と鷲獅子の龍角が………！」

「春日部さん、ジャックを連れて下がって下さい!!」

　フェイスレスは連接剣けんを取り出して一人で双頭龍に跳とびかかる。彼女は主力の中でも上位に入る実力者だ。その絶技は身体能力に圧倒的な差がある十六夜でさえ舌を巻く。

　上下左右を、蛇だ蝎かつの剣けん閃せんで同時に襲おそい掛かかる。

　だが煉瓦の双頭龍は己おのれの周囲の気圧を操あやつり、プラズマが可視化されるほど圧縮された壁かべで蛇蝎の剣閃を弾はじき飛ばした。

「くっ、届かない………！」

『ＧＥＥＹＡＡＡＡＡＡａａａａａ[image: !!!]』

　圧縮された力の解放で大気に視覚化できるほどの波は紋もんが広がっていく。

　双頭龍は元より神しん霊れい並みの力がある。其そ処こに加えて神格級の恩恵を与あたえられたのだ。その戦せん闘とう力は並の双頭龍を遥かに凌りよう駕がするだろう。

　全方位を襲った気圧の壁かべに叩きつけられる形でフェイスレスが宙を舞まう。

　瓦が礫れきを盾たてにしたが、身体に受けた傷と互たがいの力を把は握あくし、冷や汗あせを流す。

（………最悪の相あい性しようだ）

　巧こう緻ちな剣けん術じゆつを競きそう対人戦なら最上位だが、巨きよ体たいと大火力が相手では小手先の技わざは通用しない。よしんば刃やいばが届いても、傷一つ付けられないかもしれないと危機感を抱いだく。

　出来ることがあるとすれば時間を稼かせぐ程度だろうかと、剣を構え直すフェイスレス。




　一方、上空では龍角を失って倒たおれるサラと飛鳥たちが三頭龍を前に睨にらみ合っている。

　しかし〝サラマンドラ〟にも〝龍角を持つ鷲獅子〟の同士にも、先ほどまでの意い気き揚よう々ようとした覇は気きは見られない。

　作戦は破られ、ゲームは半ば破られ、〝階層フロア支配者マスター〟の一人が倒れた。

　主催者の表情に恐きよう怖ふが伝でん染せんしていく。

　ゴキリと首を鳴らした三頭龍は、そんな彼らをせせら笑った。

『フン。どうした？　もう終わりか？』

「………っ……[image: !!!]」

『策さく謀ぼうは尽つきたか？　闘志は枯かれたか？　希望は潰ついえたのか？　どうなのだ、英傑達よ』

　三頭龍の挑ちよう発はつに応こたえる声は無い。恐きよう慌こう状態に陥おちいった彼らを見た三頭龍は瞳を見開き、




『───そうか。ならば死ね』




　躊躇ためらうことなく、絶望の牙を剝いた。
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　───〝煌こう焰えんの都〟跡あと地ち。

　昨夜の戦いで廃はい都とと化した〝煌焰の都〟で、幻想グリムと呼ばれた男は地団太しながら腹を抱かかえて笑い転げていた。

　ダンダンダン!!　と、土つち埃ぼこりが巻き上がるほど足をバタつかせた彼は、これ以上ないくらい品無く笑う。

「流石さすがだ、流石は閣下だ!!　此これでもかってぐらい甘い夢を見ている連中に、此れでもかってぐらい最高のタイミングで現実を叩たたきつけ返しやがった!!　相も変わらず酷ひどい奴やつだ！　やられたら三倍返しに色付けて返しやがる！　ああ、最高にイカしてるよアンタッ[image: !!!]」

　妖よう狐この尾おで作られ、千里眼の恩恵を宿した布を広げ、位相のずれた場所にあるゲーム舞ぶ台たいを覗のぞき見る。

　一ひと頻しきり笑い転げて満足した男は、うっすらと浮うかんだ涙なみだを拭ぬぐいながら身体からだを起こす。

「此れだ。此れこそがギフトゲームだ。此れこそが神しん魔まの遊ゆう戯ぎだ。外界の連中は無理難題に突つき当たると己おのれの未熟や無力を棚たな上あげしてやれ才能だ、それチートだと喚わめき散らし、果てはやれイカサマだとかルールの横紙破りや拡大解かい釈しやくに奔はしり、さも己が優ゆう秀しゆうであるかのように振ふる舞まいやがる。悲しいことにそれら小物の小こ賢ざかしさは、徐じよ々じよに箱庭すらも毒していった」

　三さん頭とう龍りゆうのゲームメイクを恍こう惚こつの瞳ひとみで見つめる男は、力を込めた拳こぶしを握にぎりしめ、

「だが………閣下は違ちがう。英えい傑けつを力でねじ伏ふせ、賢けん者じやを策さく謀ぼうに嵌はめ、勇者を王おう威いの輝かがやきで弾はじき返す！　ああ、そうだ！　これぞ、王道を許された者にのみ可能なゲームメイク！　閣下よ、貴方あなたこそが最強の魔ま王おうだ………[image: !!!]」

　無む邪じや気きな子供の様に瞳を輝かせて男は両手を広げる。

　ギフトゲームの構築には神々の間で制定された暗あん黙もくの了りよう解かい───『契けい約やく書の制作条例』が幾いくつか存在する。中でも絶対に尊重しなければならないのが〝ゲームの神性を犯おかしてはならない〟というもの。これは既き存そんのゲームの名を借りてゲームを行うのなら、既存のゲームで禁じられている行こう為いは行ってはならないという意味だ。

　オリジナルのゲームを製作するのであれば、主しゆ催さい者しやと参加者にゲームルール・恩賞に認にん識しきの齟そ齬ごがあってはならない。これらの齟齬がある場合はゲームが成立せずに〝契約書類ギアスロール〟が作成されない。それは遊戯でもなければ決けつ闘とうでもなく、下げ劣れつな詐さ欺ぎだからだ。

　ギフトゲームとは人間を超ちよう越えつして初めてスタートラインに立てる舞台。

　超越者たちが武・智ち・勇の限りを尽つくして行われる遊戯に於おいて、そのような小賢しさを持つ者は舞台に立つ資格すらない。何時いつかのガルドの様に、本物のプレイヤーに淘とう汰たされるだけだろう。

「神仏照覧あれと、声こわ高だかに叫さけんでやりたい気分だ。連中が失いつつある王道が閣下のゲームメイクには詰つまっている。そうは思わないか、彩あや里ざと鈴りん」

「………はい、先生」

　リンは緊きん張ちようした面おも持もちで頷うなずく。彼女は練達のメイカーだ。主催者側の状じよう況きようが厳しいことは一目見て理解できた。

（殿でん下か………何処どこかに潜ひそんでいるとは思うけど、どうするつもりなんだろう）

　単身では勝てない。だが主催者との共きよう闘とうは難しいとリンは考える。

　共闘に持ち込むにしても、何か切っ掛かけが必要だ。

「ところで先生。マクスウェルはコウメイという男に任せるのではなかったのですか？　みすみす乱入を許すなんて先生らしくないと思うのですが………」

「ああ、あれは仕方ねえわ。まさかコウメイを無視するほど理性が吹ふっ飛んでるとは思わなかった。………が、それを止められなかった奴も奴か。昔のコウメイならこんな失態はしなかったろうよ。天使モドキに足止めをくらうとはな」

　鼻白んだように告げて続ける男。

「マクスウェルもマクスウェルだ。完全体になるわけじゃなく、不完全体のまま繭まゆから飛び出てきたし。童どう貞ていは気が早くて困る。やっぱさっさと霊れい格かくを挿すげ替かえるべきだったなあ、あの変態」

　マジ面めん倒どうくさい、とぶっきら棒にいって舌打ちする。

「〝第三永久機関〟は正規の器うつわじゃないと使い物にならないか。マクスウェルは遠とお縁えんの兄弟みたいなものだし行けると思ったが………恋れん慕ぼに駆かられて暴走するようじゃ駄だ目めだな。愛に狂くるうならいっそ愛した相手ごと滅ほろぼすぐらいじゃないとつまらない。それが分かっただけでも、お前の挑ちよう発はつには意味があったよ」

　上じよう機き嫌げんの師に対し、気の無い返事をするリン。

　今のうちに探さぐれることは探っておこうと、挙手をして質問する。

「率そつ直ちよくに言って、先生はどちらが勝つと思ってますか？」

「おおっと、株を暴落させる質問だな。それぐらい自分で考えろと言いたいが今は許そう。───ふむ。そうだな。まともにやれば、確実に閣下が勝つと俺は見る」

　笑えみをふっと消し、男は答える。

　リンは静せい聴ちようする姿勢を正し加えて問う。

「アジ＝ダカーハは二〇〇年前の戦いで二つ目の封ふう印いんを受けて身体能力を劣れつ化かさせています。それでも勝てないと先生は考えますか？」

「ああ。基き礎そ性能は閣下の〝アヴェスター〟があれば幾らでも補える。アレは二元論を最速で構築出来る相そう剋こくの〝疑似アナザー・創星図コスモロジー〟。あの恩恵がある限り閣下の勝率はどのような敵勢・状況にあっても五〇％フイフテイを下回らない」

「確か、敵の性能をそのまま己に上乗せする〝疑似創星図〟………ですよね」

「そう。神しん霊れいが数を揃そろえても閣下に勝てないのはこの恩恵によるものだ。何せ敵対者である神霊の数だけ強くなってしまうのだから」

　そして大鵬金翅鳥の炎を打ち消したのもこの恩恵によるもの。敵の性能だけでなく恩恵さえも反面鏡として相そう殺さいしてしまう。

　敵対者の宇宙観コスモロジーの反面を模も倣ほうして己に取り込み、限定的に行使する。

　最強の一角と呼ばれるのはこの〝疑似創星図〟によるものが大きい。

「故ゆえに閣下には主神級であっても勝利することは難しい。恩恵を含ふくめた額面上の性能は全すべて模倣されてしまうのだからな」

「………先生は怒おこるかもしれないですけど、聞きしに勝まさるチート恩恵です。でもそれだと、誰だれも勝てなくないですか？　分身体を倒たおすためとはいえ数を揃えるほど強くなるならもう打つ手なしです。作戦を立てようもありません。メイカー泣かせにも程ほどがあります」

「いいや、例外が一種だけいる。そして弱点でもある。俺は閣下の〝疑似創星図〟が彼ら一種の為ために造られた恩恵だと思っているくらいだ」

　ピッと人さし指を立てて笑う幻想と呼ばれた男。

「一つの宇宙観。いや、この場合は年代記と言った方がいいか。アジ＝ダカーハ本体とそれを共有し合う種族だけは、数を揃えたとしても一体以上は模倣されない」

「それが人類………ですか？」

「そう。まあ、元々が人類の膿うみだからな。人類の血を引く者だけが〝アヴェスター〟の影えい響きようを搔い潜くぐって閣下に挑ちよう戦せんできる。殿下君の素体が人類基き盤ばんなのもそういうことだ」

　伝承でもアジ＝ダカーハは世界の終末に現れ〝人類の未来を救う英えい雄ゆう〟によって打だ倒とうされる運命にある。

（ということは、主催者側で真正面からアジ＝ダカーハに挑いどめるのは三、四人ぐらいになる。一番は十六夜いざよいって人に共闘してもらうことだけど………）

　………無理だろうなあ、と内心で首を横に振る。

　それなりの理由があったとはいえ、〝アンダーウッド〟や〝煌焰の都〟でのいざこざを笑って許せるほど敵も頭のネジが弛ゆるんではいないだろう。

　先述したように共闘せざるを得ない状況、或あるいは必倒の作戦でもあるのなら話は別だろうが───

「ところで彩里鈴。他ほかのお子様二人は何やっとるよ？」

「あ、はい。ちゃんと拘こう束そくしてあります」

「そうかそうか。ならそちらにも唾つば付けておかないとな。特に斑まだらっ子は俺たちの切り札になるかもしれない大事な駒こまだ。いい機会だからお前もよく見て勉強なさい」

「勉強………ですか？」

　何を？　と首を傾かしげるリンに対し、ニヤリと怪あやしげに笑って返す。

　よっこらせ、と腰こしを上げた男はノイズの上からでも分かる不敵なオーラを見せながら、

「決まってる。悪あつ鬼き羅ら刹せつすら誑たぶらかす〝遊興屋ストーリーテラー〟の華か麗れいな勧かん誘ゆう術を、だ」




　　　　＊




　───空中城じよう塞さい・断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。

　上空に現れたマクスウェルの強きよう襲しゆうに、非ひ戦せん闘とう員いんの面々は悲鳴を上げて逃にげ始めた。この城塞には〝ノーネーム〟を始めとした支し援えん目的の参加者も多くいる。

　彼らがマクスウェルに襲おそわれればひとたまりもない。

　十六夜はサラの敗北を記した〝契約書類〟を握りしめ、クロアに叫ぶ。

「おい、死神ッ！」

「分かっている！　こうなっては仕方がないッ！　主力を三さん分ぶん割かつして迎むかえ撃うつ！」

　クロアは指で線を引き、〝境界門アストラルゲート〟を開く。レティシアは鵬ほう魔ま王おうに視線を向け、

「心得た！　迦か陵りよう殿どのは私と共に三頭龍を！」

「いいだろう。足を引っ張るなよ吸きゆう血けつ鬼き」

　二人はクロアが用意した〝境界門〟に飛び込む。

　蛟こう劉りゆうは断崖に立ち、眼下の春日部かすかべ耀ようたちを見る。

「僕は地上に行くで。龍角持ちの双そう頭とう龍りゆうとなると、女王騎士と耀ちゃんだけじゃ厳しいやろ」

「よろしく頼たのむ。神霊である私は三頭龍とは戦えない。故に───」

「俺と一いつ緒しよにストーカー撃げき退たいだ！　行くぞ死神！」

　マクスウェルが落下した場所を目指して走り出す。

　再開発途と中ちゆうの都市区画を抜ぬけて城塞の門前に立つ十六夜。頭の中でサッと城内の図面を引き、奴やつが何処を目的に落ちたのか模も索さくする。

（ウィラは昨夜の疲ひ労ろうが原因で戦いに参加していない。なら奴はウィラを狙ねらって現れたと考えたほうがいい）

　脳内の図面では、ウィラが休んでいる貴き賓ひん室とマクスウェルが落下してきた場所とが一いつ致ちしない。見つかるまで暴れ回る可能性も低くない。

　足を止めて考えている暇ひまはない。リリたちがマクスウェルと出くわせば即そく死しだ。

　とにかく騒さわぎが大きいところに駆けつけようと結論を出した途と端たん、十六夜の視点が城内大広間に入れ替わった。

「………なっ、」

「ええい、考え無しに飛び出すな！　何の為に私が残ったと思っている！」

　憤ふん慨がいするクロアに対し、ハッと思い出したように反応する。

「忘れてた。あんた、空間跳ちよう躍やく出来るんだったな」

「………肝かん心じんなところで抜けているな、君は。まあいい。避ひ難なんは私に任せて君はマクスウェルを抑おさえろ」

「そりゃありがたいが、肝心の奴は何処にいる？」

「今から送る。私もすぐに駆けつけるから、無む茶ちやはするな」

　十六夜が頷いた直後、また視点が入れ替わる。

　場所はマクスウェルが墜つい落らくした城塞の頂上。どうやらまだ動き出してはいないらしい。先ほどの様子を思い出した十六夜は、マクスウェルの精神に何かあったのかと察す。

（以前顔合わせした時は知性があったように見えた。〝ウロボロス〟の連中に何かされたのか？）

　外装も以前の蒼と紅のコントラストで飾かざられた外がい套とうと打って変わり、白主体の衣装に変わっている。背中には翼つばさのようなものが生えて光る羽根を振ふりまいている。

　その姿を喩たとえるのなら、まるで天使のようだ。

「ＧＥ………ＲＥ………[image: !!!]」

　ギチギチと音を立てて軋きしみを上げる。正気でないことは明らかだ。

　落下から動く気配の無いマクスウェルを見み据すえ、拳こぶしを握にぎりこむ。

「さしずめ壊こわれた天使ってとこか？　中身がストーカーじゃなきゃ見み栄ばえする光景だけど、お前に構ってられる状況でもないんでな………[image: !!!]」

　四つん這ばいで倒れているマクスウェルに対し、振り降ろし気味の拳を叩たたきつける。マクスウェルの整った顔は容易たやすく砕くだけて塵ちりと化す。

　手て応ごたえを感じた十六夜だったが、それが致ち命めい傷しように至っていないと直感する。

　顔面を砕かれたマクスウェルは瞬しゆん時じに再生し、ギロリと十六夜を睨にらみ絶ぜつ叫きようを上げた。

「ＧＥ………ＲＥ………ＷＥ───ＷＥＥＥｅｅｅｅＬＡＡＡＡａａａａ[image: !!!]」

「人ひと違ちがいだ変態魔ま王おうッ[image: !!!]」

　二本の足で立ち上がったマクスウェルは口が裂さけるのではないかというほど獰どう猛もうな顔で突とつ進しんを仕し掛かける。カウンター気味に拳を突つきだした十六夜だが、マクスウェルは空間跳躍で背後に回り込み、十六夜の首根を摑つかみとる。

　絞しめられたところで応こたえる十六夜ではないが、喉のどもとから急激に体温が下がっていくことに危機感を覚えて引き剝はがしにかかる。

「こっ、のやろ………!!」

　強きよう靭じんな肉体を持つ十六夜でも体温を奪うばわれれば細さい胞ぼうが壊え死しして死に至る。しかも直接体温を奪うのではなく、口内を冷気で満たすことで熱を奪いにきた。

　暴走しているにもかかわらず絶ぜつ妙みような妙手である。

　腕うでを引き剝がした十六夜は関節を捻ひねり上げて骨を折り、そのまま抑え込みにかかるが、マクスウェルはやはり空間跳躍で腕の中から姿を消す。

　瓦が解かいした天てん井じよう近くで浮ふ遊ゆうするマクスウェル。腕は先ほどと同じようにゴキリと音を立てて再生していく。

　ケホっと咳せき込んだ十六夜は、改めて厄やつ介かいな敵だと舌を巻いた。

（これが空間跳躍ってやつか。想像以上に面めん倒どうくさいぞコイツ）

　春日部耀の様に未来を知る術すべでもなければ攻せめる事もままならない。攻めたところで瞬時に再生。厄介なことこの上ない。この敵を倒すには最大の一いち撃げきが必要だろう。

　十六夜は右手を握って開き、回復の程度を確かく認にんする。

　三頭龍との戦いで砕けた右の拳だが、ユニコーンの角の恩恵もあって経過は良好だ。これならば十六夜の力にも耐たえられるだろう。

（三頭龍の前の肩かた慣ならしには丁度いい。全快してなきゃあの魔王とは戦えない）

　右腕が僅わずかに光りはじめる。そこでふと、新たな疑問が過よぎった。

（〝疑似創星図〟………ね。俺がこれを手にしているってことは、あの柱が人類の抱いだく宇宙観の形ってことになるのか………？）

　などと考えて、思考を放ほう棄き。疑問に対して深く考えるのは悪い癖くせだ。

　この力がどのような物かなど後で考えればいい。十六夜にとって、あの柱の存在意義は当たれば勝つという程度のものなのだから。

　問題はどうやって当てるかなのだが、十六夜には一つ策があった。

　その為にはどうしても助力が必要だ。

　だがそれを待ってくれる敵ではない。

　マクスウェルは弓ゆみ形なりに仰のけ反って絶叫を上げ、周囲の熱を奪い始めた。

「ＷＥＥＥｅｅｅｅＬＡＡＡＡａａａａ[image: !!!]」

　理性を失っても尚なお、ウィラの名を叫さけび続ける。十六夜は一いつ瞬しゆん、「これもうウィラを連れてきた方が早いんじゃねえか？」とも考えたが、茶ちや化かしている場合でもない。

　城塞の中は寒冷地にでも来たのではないかというぐらいに冷え込み、石造りの壁かべには氷柱つららと霜しも柱ばしらが出来始める。

　加えてマクスウェルは奪った熱を体内にため込み始めたのだ。

「おいおい………まさか、大量に熱を集めて自じ爆ばくでもするつもりじゃねえだろうな………[image: !!?]」

　冷や汗あせを搔かいて笑う。だがそれしか考えられない。熱量を操あやつる恩恵と超ちよう再生能力を生かした自爆攻撃メルトダウン。強靭な十六夜は無事でいられるかもしれないが、空中城塞が墜落する可能性は大いにある。そうなったらリリたちが危ない。

　一か八ばちか仕掛けるかと右腕を掲かかげた時、クロアが虚こ空くうより現れた。

「すまん、待たせた！」

「待たせすぎだ！　避難は終わったのか!?」

「当然だ！　君の方こそ準備は出来ているな!?」

　右腕を掲げることで問いに応える。二人はお互たがいが同じ作戦を考えていると確信する。

　マクスウェルは全身が白熱して発光する中、二人の周囲を連続して空間跳躍を開始し始める。残像が残るほどに無茶な連続跳躍を繰くり返すが、身を守る術としては実に合理的だ。理性が無い事も重なって出現位置は完全にランダムだ。

　自爆するまでの時間稼かせぎをされるわけにはいかない。

　クロア＝バロンは人の外がい殻かくを捨てて影かげ絵えの死神となり、猥わい雑ざつな本ほん性しようを見せて高らかに笑った。

「キハハハ[image: !!!]　兎とにも角にも時間がねえ！　タイミングは五秒後だ！　一撃で決めな！」

　瓦が礫れきの部屋を影絵が覆おおい尽つくす。

　平面的な闇やみとして顕けん現げんした〝境界面〟は生と死の狭はざ間まの門だ。

　ブードゥー神群の神しん霊れいにして生と死が交差する永遠の十字路。

　それが命と猥雑な愛の神霊〝燕えん尾び服ふくの死神〟が預かる〝境界門〟。

　限定的な空間跳躍しか出来ないウィラやマクスウェルとは違ちがい、彼は門を開かい錠じようしたまま維い持じすることが出来る。跳躍に必要な門を開錠し続けることが出来るということは、その空間内の任意の場所に対象を召しよう喚かん出来るということでもある。

　クロアに過去を見せられたことで、十六夜はその特性を把は握あくしていた。

　五秒後に十六夜の正面にマクスウェルが現れる。それを狙い撃つため、脳内で数を数えてタイミングを計る。任意の場所に現れると言っても一瞬だけだ。

　コンマ一秒ずれれば避よけられて失敗するだろう。

　二人は呼吸を合わせて瞳ひとみを見開き、

「前ぜん哨しよう戦せんは終わりだ。消し飛べ、〝マクスウェルの魔王〟───[image: !!!]」

　輝かがやく極光が周囲を満たす。

　マクスウェルは大量の熱量を抱かかえたまま、溶とけるように光の柱の中へと姿を消すのだった。







[image: ]

　突とつ如じよ、コッペリアは謎なぞの頭痛に襲おそわれて頭を押さえた。

「───っ[image: !!?]」

「よそ見しないでコッペリア！　来るわ！」

　ハッと顔を上げる。直後に彼女の乗っていた火か龍りゆうの首が斬きり落とされた。

　眼前に迫せまる三さん頭とう龍りゆう。コッペリアは慌あわててしゃがみこみ、凶きよう爪そうが起こした疾しつ風ぷうを躱かわす。謎の頭痛に首を傾かしげる彼女は、額を押さえながら火龍の死し骸がいと共に落下していく。

（今………誰だれかの意思が、私の中に入ってきたような………？）

　凄すさまじい量の情報と、己おのれではない誰かの記き憶おくがコッペリアの魂たましいに介かい入にゆうしてくる。突とつ然ぜんのことに動どう揺ようした彼女は火龍の手た綱づなを握にぎったまま戦列を離はなれていく。

　その様子を見た飛鳥あすかは奥歯を嚙かみ締しめて叫さけんだ。

「コッペリアはそのまま離り脱だつして、春日部かすかべさんたちと合流！　隙すきを見てジャックの介かい抱ほうをお願い！」

「………申し訳ありません。了りよう解かい、しました」

　頭痛を堪こらえながら声を絞しぼり出す。

　空中戦は大混戦となっていた。

　三頭龍の四方を囲う〝サラマンドラ〟の火龍と〝龍角をドラコ持つ＝鷲獅子グライフ〟の幻げん獣じゆうたちは高速で飛び回り、久く遠どう飛鳥の号令で一いつ斉せい射しや撃げきを浴びせる。

　風切り笛を振ふり上げ、飛鳥は言葉に有ありっ丈たけの力を籠こめ、

「全軍、一斉掃そう射しや[image: !!!]」

　紗シヤ欄ラン、と雅みやびな音を立てて振り降ろす。

　四方八方から襲い掛かかる火龍の炎えん弾だん、怪かい鳥ちようの毒どく霧ぎり、鏃やじりの雨。飛鳥の恩おん恵けいを受けて一時的に神格を得たそれらは並の武具を遥はるかに凌りよう駕がする。

　三頭龍は己の全身を龍りゆう影えいに包んで高速回転して弾はじいて躱し、黒い弾だん丸がんとなって戦列を縫ぬうように飛び回る。

　弾丸が横を通過した火龍や幻獣たちは払はらい抜ぬけに切り裂さかれて絶ぜつ叫きようを上げた。

『ガアアアアア[image: !!!]』

「っ、またやられた………!!」

『マスター、周囲に気を遣つかっている場合ではありません！　此方こちらに来ます！』

　山羊やぎの神しん獣じゆうとなったアルマテイアは鋼の楯たてとなって飛鳥の騎き乗じようする火龍を包み込む。無敵の城じよう塞さいと化したアルマテイアに傷を付けられる者は存在しない。

　だが彼女の庇ひ護ご下にいない者は別だ。

　鉄てつ壁ぺきの守りを有するアルマテイアの脇わきを三頭龍はすり抜け、その近くにいる火龍とギリシャの怪鳥スティムパリデスの首を爪つめで削そぎ落とす。

　防護の中で断だん末まつ魔まの悲鳴を聞いた飛鳥は産うぶ毛げが逆立つほどの怒いかりを身に宿して叫ぶ。

「アルマ、守りを解きなさい！」

『なりません！　状じよう況きようはラプ子に聞いて鉄壁の中から指示を出してください！』

「私だけ安全圏けんに隠かくれて命令を出せというの!?　そんなのは卑ひ怯きよう者のすることだわ[image: !!!]」

『ですが貴女あなたが死ねば完全に戦列が崩ほう壊かいしますッ[image: !!!]　今は堪えてくださいッ[image: !!!]』

　必死に防備を固めるアルマテイア。外の様子が分かる彼女の声はかつてない程ほどに緊きん迫ぱくした色が込められている。

　マンドラは飛鳥の状態を悟さとり、血ち結けつ晶しようの龍角に渾こん身しんの力を込めて吼ほえた。

「火龍は後方に、鬼き龍りゆうは私に続け！」

　雄々オオオオオオオオオオオッ[image: !!!]

[image: ]

　鬨ときの声を上げ、吸きゆう血けつ鬼き化した龍たちが飛び交かう。

　血結晶から炎ほのおを奔はしらせて飛ひ翔しようするマンドラは全力で三頭龍の懐ふところに踏ふみ込み、大たい剣けんを大上段に構えて振り降ろす。

　右の首から袈け裟さ懸がけを狙ねらう剣けん閃せんはしかし、三頭龍の牙きばによって嚙み砕くだかれた。

「くっ………！」

『蛮ばん勇ゆうは買うが、未熟ッ！』

　蠅はえを払うかのように無造作に振るわれる爪。

　鬼龍となったマンドラだが、三頭龍の繰くり出す一いち撃げきの前には羽虫も同然だ。それでも上体を僅わずかに反らすことが出来たのは、愚ぐ直ちよくな一〇〇年の鍛たん錬れんが生きたのだろう。胴どう体たいを真っ二つにするはずだった爪は、マンドラの腕うでに掠かすって肘ひじから先を斬り飛ばした。

「づぅ、ガ───[image: !!?]」

『マンドラ様ッ！』

『おのれよくも！』

『鬼龍隊、続け！　五体を張って食い止めろッ！』

　気き焰えんを上げて吼える鬼龍たち。辛かろうじて戦いになっているのは彼らだけだった。三頭龍の暴ぼう威いは次々と火龍や幻獣たちの命を奪うばっていく。

　爪で首を削ぎ、牙で喉のどもとを食い千切られる同士たち。

　マンドラは切断された腕を押さえ、血が出るほど唇くちびるを嚙み締めた。

「血を捨て去り………同士を捨て駒ごまにして……それでも、一ひと太刀たちも届かんのか………[image: !!!]」

　痛つう恨こんの思いで吐はき捨てる。現状で彼が懸かけられるものは全すべて賭とした。なのに一いつ瞬しゆん足を止めるのが精せい一いつ杯ぱいという体ていたらく。出血の痛みよりも悔くやしさの痛みで気が狂くるいそうだった。だがそれでも〝階層フロア支配者マスター〟の一族として、秩ちつ序じよの守護者として、退くわけにはいかない。一人、また一人と散って逝ゆく同士を追うようにマンドラは立つ。

　アルマテイアは飛鳥を守りつつ、光景を見守ることしかできずにいた。

　こんな光景は、とてもではないが飛鳥に見せられる光景ではない。動揺するか激げつ昂こうするかして我を失い、三頭龍に直接戦いを挑いどみに行くことだろう。

『マスター………己の役割を自覚してください。貴女の役目は仲間たちに加護を与あたえることでしょう。それが出来ていないから仲間が次々と死ぬのです。我わが儘ままを言う暇ひまがあったらやるべきことをやりなさいッ！』

「っ………[image: !!!]」

　叱しつ責せきを受けて、飛鳥は悔しそうに奥歯を嚙み締める。

　───命を懸けて戦え。命を削けずって戦え。

　無む慈じ悲ひにそう命令することがお前の役目だと言い捨てられる。それが自分に対する忠誠心や信しん頼らいによって与えられた役目だったら此こ処こまで悔しい想おもいはしなかっただろう。

　だが現実は違ちがう。久遠飛鳥の命令に戦力を高める効果があったというだけだ。それだけの理由で縁えんの薄うすい飛鳥の命令を聞いて、命を懸けて戦っている。

　適材適所と言えば聞こえはいいかもしれない。だがそうやって割り切るには飛鳥は未熟過ぎて、そして優やさしすぎた。

　ラプ子Ⅱは飛鳥の肩かたに乗り、指示を求める。

「久遠飛鳥。声は私が届けます。指示をお願いします」

「……………」

「指示を。一秒遅おくれれば一人多く死にます」

「───っ、言われなくても分かってるわッ[image: !!!]」

　薄うつすらと浮うかんだ涙なみだを拭ふいて、風切り笛を振り降ろす。

　火龍と幻獣たちは自身に宿った疑似神格、そして代だい償しようである激痛によって絶叫を上げる。疑似神格を得た何百体という火龍と幻獣たちは、身体からだに鞭むちを打って三頭龍へ渾身の一撃を一いつ斉せい発射。

　三頭龍の速力が本来のままなら避よけきれただろうが、蛟こう魔ま王おうのゲームによる超ちよう重力の制限は未いまだに続いている。

　躱し切れないと悟った三頭龍は防備を解き、三つある頭ず蓋がいの口内から炎えん熱ねつを吐く。

　三頭龍から吐き出された炎熱は疑似神格を宿した幾いく百の散さん弾だんを物ともせず弾き飛ばし、ロンドンの街を分ぶん割かつするほどの力の奔ほん流りゆうとなって顕けん現げんする。

　着ちやく弾だんした地上は赤熱を放ち液状に溶とけ、視界が眩くらむほどの熱波を放つ。

　サラのゲームが攻こう略りやくされた以上、三頭龍には周囲を気にして加減をする理由が無い。立ち向かってくる有う象ぞう無む象ぞうに天災と称しようされた力の全てを叩たたきつけるだけだ。

　嵐あらしの如ごとく、津つ波なみの如く、雷らい雨うの如く。

　一いつ切さいの感情を排はいした紅玉の瞳ひとみは淡たん々たんと主しゆ催さい者しやの命を奪っていく。

（………これでは効率が悪いな）

　気焰を放ちながら、眼下に視線を向ける。

　空の部隊と同じく地上の部隊も戦列が崩くずれていた。だがその中で一人、龍角を得た双そう頭とう龍りゆうを抑えようと戦い続けている女騎き士しがいる。

　牙を剝むいて笑えみを見せた三頭龍はその騎士を見て、獰どう猛もうに笑った。

（奴やつが地上の要かなめか。ならば話は早い）

　右みぎ腕うでを掲かかげた三頭龍は、左腕を裂いて鮮せん血けつを撒まき散らす。

　血は十体ほどの純白の双頭龍となって顕現し、地上へと落下していく。龍角の双頭龍だけで手て一いつ杯ぱいになっているようではこの追つい撃げきは防ぎきれないだろう。

（とはいえ、ゲーム開始前にかなりの霊れい格かくを放出してしまった。これ以上の流血は避けるべきか）

　二つの〝疑似アナザー・創星図コスモロジー〟がぶつかり合えば如何いかに三頭龍といえども無傷ではいられない。

　先日の戦いでも余波だけで大量の血を流し、数百体分の霊格を既すでに失っている。時間経過で霊格は回復するが、如何いかんせん昨日の今日だ。分身体に割さける霊格は残り僅かだろう。

（翼つばさを持つ眷けん属ぞくは霊格を多く消費するが、こうも有象無象に群がられては手間がかかりすぎる）

　疑似神格を宿したとしても三頭龍の敵ではないが、かといって無視できるほどでもない。慢まん心しんはどれほど優位であっても敗北の可能性を生む。

　新たな分身体を生み出そうと右腕に力を込めたその時───三頭龍は、膨ぼう大だいな霊格の気配に気が付いて手を止めた。

「其そ処こまでだ、アジ＝ダカーハ！」

　金糸と見み紛まがう美しい髪かみを靡なびかせ、レティシアが龍影で強きよう襲しゆう。

　昨夜ゆうべと同じように軽く受け流そうとした三頭龍だったが、予想外の鋭するどさに瞳を見開く。

『ヌッ………？』

　龍騎士ドラキユラの龍影を、三頭龍の龍影で捌さばく。

　影かげの牙は幾千の槍やりとなって三頭龍に襲おそい掛かった。その衝しよう撃げきの重さは昨夜の比ではない。三頭龍に届くほどの物ではないが、確実に霊格が肥大していた。

　三頭龍が疑問を解決する間もなく、鵬ほう魔ま王おうが襲い掛かる。

　鵬魔王は周囲の火龍たちに向かって叫さけぶ。

「私たちが分身体を吐き出させる！　火龍どもはその始末をしろ！」

『す、すまない！　三頭龍は任せた！』

　火龍たちは鵬魔王の指示を申し訳なさそうに承しよう諾だくする。

　三頭龍はその見通しの甘さに思わず失しつ笑しようを漏もらした。

『私の聞き違いかもしれんが………貴様ら二人で、私に血を流させると言ったか？』

「そう言ったつもりでしたが何か？　隙すきあらばその三つ首を狙う算段も立ててあります。大魔王であるアジ＝ダカーハの要望であれば、今すぐお見せしても構いませんよ？」

　口元を押さえて微笑ほほえむ鵬魔王。その手には〝混天大聖天を混沌せし者〟の旗印が刻まれている〝契約書類ギアスロール〟があった。

　三頭龍は失笑を消して紅玉の瞳を光らせる。

『安いブラフなら止やめておけ。大鵬金翅鳥が所有している筈はずの〝主催者ホスト権限マスター〟については既に調べがついてある。それが私を倒たおす決定打にならないこともな。だから貴様は敢あえてゲームを発動させず、切り札があるかのように見せつけているのだろう？』

「っ………！」

　策を見み抜ぬかれていたことを知り、頰ほおを紅潮させる鵬魔王。

　だがもう一方のレティシアは不敵な笑みを浮かべた。

「さて、そうとも限らんさ。迦か陵りよう殿どのは十四、五歳で一族を飛び出した姫ひめ君ぎみだ。そんな娘むすめの〝主催者権限〟が真っ当なものだと思うのならそう思えばいい」

『………ほう？』

　紅玉の瞳の奥でレティシアの言葉の真しん偽ぎを問う。

　それでも三頭龍の考えは変わらなかった。むしろ三頭龍はレティシアが未だに発動させていない〝主催者権限〟にこそ何か仕し掛かけがあると考える。

（霊格が膨ぼう張ちようしたのは、私が無意識の内にゲームの開かい催さい条件を満たしてしまったと考えた方がいい。………ならば本命は大鵬金翅鳥ではなく、この吸血鬼のゲームか）

　レティシアが現れるまでの前後の行動を顧かえりみる。

　何か特とく殊しゆな開催条件があると仮定して符ふ合ごうするのは、時間経過による開催か、或あるいは仲間を殺した対象に対する開催が怪あやしい。

　条件を満たしているにも拘かかわらず即そく座ざに開催しないのは何か策があってのことだろう。ならば三頭龍が取るべき行動は一つ。

『いいだろう。付き合ってやるぞ吸血鬼。貴様ら如きでは血の一いつ滴てきも流させることは叶かなわんと証明してやる』

「此方こちらの台詞せりふだ！　我らだけでも貴様の首を獲とれることを証明してみせるッ[image: !!!]」

　龍りゆう影えいが一面を覆おおい尽つくす様に広がる。

　光を通さない影の天幕は厚みを持たない平面的な刃やいばを幾いく重えにも生み出して放たれる。同系統の恩おん恵けいだと悟さとった三頭龍は、敢えて同系統の恩恵で迎むかえ撃うつ。

　レティシアは出力では勝てないと悟ってはいたが、三頭龍に血を流させねば最後の作戦に移れないという現実も分かっていた。

（私の〝主催者権限〟は切り札の一つ。まだ使うわけにはいかない………！）

　白しろ夜や叉しやから預かった太陽の主権・〝蛇遣い座アクレピオス〟。

　これを媒ばい介かいにすれば、太陽の黄道から巨龍を召しよう喚かん出来る。以前のように複雑なゲームルールは組み込めないが、三頭龍を仕留めるために必要な大戦力となるだろう。

　無む尽じんの刃を連続して射出しながら三頭龍に肉にく薄はくするレティシア。

　鵬魔王は搔い潜くぐる様に天を舞まって距きよ離りを詰つめる。金翅の炎で倒せないことは既に織り込み済みだが、どうしても試ためさねばならない件がある。

　血を流させるだけが二人の目的ではない。

　金翅の炎ほのおと龍影の刃で四方を囲んだ二人は、視線を交かわして同時に仕掛けた。

（三頭龍を仕留めることは出来ずとも───）

（───せめて、背中の翼だけは破は壊かいするッ[image: !!!]）

　全霊格を込めて翼となる龍影を狙ねらい撃つ。

　同系統の恩恵で撃げき退たいしようとしていた三頭龍は、そこで二人の狙いに気が付いた。

『貴様ら………本当の目的は、私の翼かッ！』

　武には武で、智ちには智を。三頭龍は魔王として、相手の長所を砕くだこうとする。

　ならば同系統の恩恵で仕掛ければ必ずや龍影の翼で応じてくると二人は読んだのだ。

　一時的にでも翼を失えば、地上には練達の実力者たちが揃そろっている。

　蛟魔王やフェイスレスといった武芸者ならば確実に三頭龍の心臓を暴あばいてくれると信じ、二人は捨て身の突とつ撃げきをかけた。

「地に落ちろ、三頭龍───[image: !!!]」

　対龍の恩恵を秘ひめた金翅の炎に巻き込まれ、レティシアの龍影が砕け散る。だが砕けたのは彼女の影だけではない。

　三頭龍の右う翼よくの龍影もまた、引き千切られたように形を失った。

　体勢を崩した三頭龍は驚きよう愕がくしたように瞳を見開き───そして、嗜し虐ぎやくを込めて笑った。

『………存外やるな。褒ほう美びだ。絶望をくれてやる』

　何？　と、肩で息いきをしていた二人に緊きん張ちようが走る。全戦力をつぎ込んだ二人にもう余力は残っていない。反はん撃げきが来たら容易たやすく葬ほうむられるだろう。

　だが落下する三頭龍は二人には目もくれず回転し、別の方角を見た。

　大地を吞のみ込むほどの牙きばの中に、先ほど放った炎熱の数十倍の閃熱をため込んだ魔王が狙いを定めたのは───

「ま、まさか………！」

「空中城じよう塞さいを落とすつもりか───[image: !!?]」




　───刮かつ目もくせよ、愚おろかな挑ちよう戦せん者たち。

　この炎こそ魔王アジ＝ダカーハが固有で所持する最大の恩恵。

　世界の三分の一を滅ほろぼすと伝承で伝えられてきた、閃熱系最強の一いち撃げきである。







[image: ]

　───空中城塞・中庭。

　激しい震しん動どうが城を襲おそう。

　城の外の郊こう外がいに避ひ難なんしていたリリと年長組の子供たちは、共に抱だきしめあって支えている。泣き出しそうな年下の獣じゆう人じんの子供をあやしていたリリは、戦いに参加している〝ノーネーム〟の主力たちを思う。

「十六夜いざよい様………飛鳥あすか様………耀よう様………！」

　黒くろウサギのお姉ちゃん、と呟つぶやいて抱きしめ合う。どんなに強大な敵でも彼らは臆おくさず立ち向かっていった。そして勝利してきた。どんな厳しい状じよう況きようでも、今までと同じように勝利してくれるに違ちがいないと強く信じている。

　だが現状は彼女たちの想像より遥はるかに厳しい。

　十六夜とクロアは中庭から異変を感じ、視線を交わす。山やま高たか帽ぼうを押さえたクロアは二〇〇年前の事を思い出し産うぶ毛げを逆立てる。

「いかん………奴やつめ、勝負をかけに来たか………!?」

「まさか、トカゲの〝疑似アナザー・創星図コスモロジー〟か!?」

「いいや、奴が所有するもう一つの切り札だ！　名を〝覇タ者ワのル光ナ輪フ〟！　終末論の引き金を引く力を召しよう喚かんし、炎えん熱ねつとして扱あつかう恩恵だ！」

　クロアの言葉に十六夜は焦あせりを嚙かみ締しめる。

「まだそんな切り札を持ってんのかよ………!?　ますますもって何でもアリだな、あのクソトカゲッ………[image: !!!]」

「だが最大のチャンスだ！　あれは〝アヴェスター〟と同時に使うことが出来ない！　君は今すぐ逃にげて機会を窺うかがえ！　私は一人でも多く逃がしてから脱だつ出しゆつする！」

　だが間に合うのか。

　二〇〇年前までの彼なら城ごと瞬しゆん時じに運び出すことも可能だったが、外界で霊れい格かくを落とした今のまま大質量を運び出すのは不可能だ。

　半分ほどしか状況を理解していない十六夜だが、城外から感じる脅きよう威いが規格外ということは分かる。右みぎ腕うでを押さえた十六夜は三さん頭とう龍りゆうを撃げき退たいしようと駆かけだすが、クロアの制止によって阻はばまれる。

　腕を摑つかまれた十六夜は敵意を込めてクロアを睨にらんだ。

「………放せ死神。避難する時間もねえんだろ。俺がやらなきゃ誰だれがやる」

「此方こちらの台詞せりふだ！　君が倒たおさねば誰が倒せる!?　よしんば君の力で防いだとしても、次の一手で殺されるぞ[image: !!?]」

「それがどうしたッ[image: !!!]　今この一瞬を凌しのげなきゃ終わりだろうがッ!!　違うかッ[image: !!?]」

　互たがいが互いを喝かつ破ぱしようと言葉に力を込める。しかし共に退けないだけの理由があった。かくなる上は最終手段に訴うつたえるしかないかと脳のう裏りに過よぎった途と端たん、ラプ子Ⅳが真ん中に現れて制止に入った。

「二人とも、其そ処こまでです！」

　ポン！　と、軽快な音を立てて現れるラプ子Ⅳ。

　二人の間に割って入った彼女は断だん崖がいを指さして告げる。

「最後の作戦がもうすぐはじまります！　二人は予定の位置に！」

「っ、テメェ、状況分かってんのか!?　俺が城を守らなかったら誰が守れる!?」

「彼女たちが守りますッ[image: !!!]」

　その決死の訴えに、十六夜は僅わずかに言葉を吞のむ。

「彼女が………コウメイの娘むすめが、城を守ります。貴方あなたはコレを受け取り、最後の準備を」

　小さな身体からだで言い返すラプ子Ⅳ。

　彼女が十六夜の頭に触ふれると、その途端に全身が僅かに光った。

　訳も分からず発光する身体を見返す十六夜は、怒ど気きを抑えて絶句した。

「な………何しやがった………!?」

「逆さか廻まき十六夜。貴方に匿とく名めいで伝言です。『〝ウロボロス〟が奪うばった太陽主権の一つを返す。これで一ひと先まずは貸し借りなしだ。───上手くやれ』、とのことです」

〝ウロボロス〟によって奪われた太陽の主権。それを返へん還かんしに来た何なに某がし。この状況でそんなことをしに来る奴は一人しかいない。

　十六夜の手を握にぎった彼女は手の平サイズの身体で精せい一いつ杯ぱい訴うつたえる。

「想定外の展開と救きゆう援えんですが、これで勝利するための全すべての条件が整いました。次の一いち撃げきを凌げば、最初で最後のチャンスが来ます。だから貴方の同士を………春日部かすかべ耀を信じてください」




　　　　＊




　地上で戦っていた春日部耀は、落下する三頭龍が放つ極光に息を吞んで戦せん慄りつする。

「まずい………お城にはリリたちが………！」

〝生命のゲノム・目録ツリー〟を握りしめて空を駆ける。

　血だらけだったジャックは介かい抱ほうし、物もの陰かげに隠かくした。助かるかどうかの判断は彼女にできないが、やれるだけのことはやった。後は祈いのるしかない。今はリリたちを助けるために空を駆ける。ジャックが無事なら、彼もそうしただろう。だが三頭龍の片かた翼よくは完全に機能を失ったわけではなく、近づこうとすると素す早ばやく反はん撃げきしてきた。

（レティシア達が疲ひ弊へいしきっている以上、もう空で戦えるのは私しかいない………！　私が止めるしかない………[image: !!!]）

　だが、自分にやれるのか。

　一か八ばちか、先日の様に最強種の力を顕けん現げんさせれば防げるかもしれない。しかしその先にあるのは霊格の消失だ。先ほどは父が直してくれたというが、今度こそ元には戻もどらない可能性も否定できない。

　空中城塞には十六夜だって控ひかえている。

　ならば自分が持ち場を離れてまで戦うのは全体の危機を呼ぶかもしれない。

　何よりも、彼ならこんな状況でも笑って打ち破って───

（───違う。そうじゃない。その結果が、昨日の惨ざん敗ぱいじゃないか………[image: !!!]）

　十六夜なら、どんな苦境でも任せられる。

　そんな自分の中にある甘えが、彼と自分たちの関係にある最後の壁かべだ。どんな苦境でも任せてしまった自分たちが結果として、彼からの信しん頼らいを無意識に失わせていた。

　だから十六夜は、独りで命を懸かけた。懸けざるを得なかった。

　なら変わるべきは十六夜ではない。本当に勇気を出して変わらなければならないのは───他ほかでもない、春日部耀の方だ。

（此こ処こで……此処で私が命を張れないようなら、二度と彼を同士だとは言えない……[image: !!!]）

〝生命の目録〟を握り締めて春日部耀は最高速度で飛ひ翔しようする。空中城塞と三頭龍の間に立ち、自分の知識の中で最上級の幻げん獣じゆうを模も倣ほうする。

　大鵬ヴイナマ・金翅鳥ガルダは対神・対龍という強力な恩恵を秘めていたが、三頭龍には届かなかった。ならば今ここで顕現させなければならないのは別にある。

　アジ＝ダカーハという属性は神しん霊れいでも龍種でもなく、終末論だと聞いた。ならば奴が吐はき出そうとしているのは終末の引き金を引く極光だろう。

　ならば必要な属性は対神・対龍ではなく、終末論に対たい抗こうしうる霊格だ。

　かつて憧あこがれと羨せん望ぼうの眼まな差ざしで本を開いて得た知識の中でそれに相応ふさわしい幻獣。

　否いな、最強種を創造するッ[image: !!!]




「〝生命の目録〟………形状〝原ケ初ツ龍ア・ル金コ星ア降ト誕ル〟───[image: !!!]」




　刹せつ那な、春日部耀の手の平に星が輝かがやいた。

〝生命の目録〟は限界を知らぬかのように霊格を膨ぼう張ちようさせて、惑わく星せいに等しい量の質量を抱かかえ込む。蛇へびと鶏にわとりをモチーフとした錫しやく杖じようと、その先せん端たんで牙きばを剝むく龍の頭ず蓋がい。

　春日部耀が引き出そうとしている霊格の根源は、遡さかのぼること紀元前四〇〇年に発はつ祥しようしたという神群の一柱。文明と進化の象しよう徴ちようである炎ほのおを、人類に始めに授さずけたという金星の化け身しん。

　原初の火を預かる神霊・ケッツァクアトル。

　アジ＝ダカーハの炎が世界の終末を呼び込む炎だというのなら、この原初の火こそが対ついとなる属性の恩恵となる。

　三頭龍は口内にため込んだ気き焰えんを圧縮しつつ、その炎に瞠どう目もくした。

『無む駄だだッ！　原初龍りゆう如ごときでは、我が必殺の〝覇タ者ワのル光ナ輪フ〟は止められんッ!!』

「止めてみせるッ[image: !!!]　私の軌き跡せきは、お前なんかに負けたりしない！」

　人生の軌跡が自身の霊格そんざいの証明だというのなら。

　星に等しい輝きを放つこの霊格は、春日部耀の人生の輝きそのものだ。

　己おのれの全存在を懸けて掲かかげた神しん杖じようを手に、原初の火を灯ともして吼ほえた。

「撃うてえええええええ──────[image: !!!]」

　天上より振ふり降ろされる原初の炎。

　天を穿うがつように吐き出される終末の気焰。

　二つの衝しよう突とつは周囲の環かん境きようを劇的に変化させた。

　夜明けの寒空は赤熱を放って真しん紅くに染まり、落日の如ごとく燃え上がる。気温は火山の中ちゆう枢すうにでも来たのかと錯さつ覚かくさせるほどに上じよう昇しようし、急激な気圧の変化が四つの竜たつ巻まきを呼び起こす。この余波の一つでも人里に出現すれば住民は忽たちまち死し滅めつするだろう。

　衝突した二つの極光は均きん衡こうし世界の相補性すら砕くだきかねない。

　鬩せめぎ合いが数秒続くと、力の天てん秤びんは両者の勝敗を明確にした。

「───つ、ぁ………[image: !!!]」

　原初の火が、終末の気焰に押され始める。閃熱系最強を誇ほこる〝覇タ者ワのル光ナ輪フ〟は、それがゲヘナの深しん淵えんであっても容よう赦しやなく焼き払はらうだろう。

　こうして辛かろうじて拮きつ抗こうしていることが一つの奇き跡せきでしかない。

　春日部耀は振り返り、空中城塞を見る。

　あの城にはまだ〝ノーネーム〟の子供たちが残っているはずだ。その他にも怪け我が人や避難してきた家族だって大勢いる。己が背負うもの全てを嚙み締めて奮起する。

　負けられない。

　負けられない、負けられるはずがない………[image: !!!]

　両りよう腕うでが焼けるほどの痛みに耐たえて必死に応戦する。だがそれで実力差が覆くつがえるわけではない。すでに精神論は使い果たした。これ以上の上乗せはできない。

　悔くやしいことに足りないのだ、火力が。

　火か龍りゆうたちの炎熱では焼け石に水だ。レティシアと蛟こう魔ま王おうは最後の切り札として控えている。この戦いに介かい入にゆうできる戦力はすでに使い切ってしまっている。

（くそ………くそくそくそ、私一人じゃ守りきれない………!!）

　押し迫せまる極光の渦うず。痛みよりも悔しさでまた泣きそうだった。

　限界目め一いつ杯ぱいまで力を振り絞しぼっても勝ちの目が見えてこない。自分の限界が此処止まりだと天の声が嘲あざ笑わらう。どれだけ精せい巧こうに真似まねたところで、人の力が単独で神に勝つことはない。もしもこの現状を変えようと思うなら、もう一人。

　せめてもう一人───もう一人だけでいいから、最高クラスの実力者を………！

「………やれやれ。コウメイの娘なら或あるいはと思ったけど。やっぱり、どうしても俺が出なきゃいけないか」

　すぐ背後から聞こえた声に、思わず鼓こ動どうが跳はねる。

　初めは十六夜かと思ったが、漂ただよう気配と匂においが違ちがう。

　もっと幼い少年の気配を漂わせる彼───〝ウロボロス〟の殿でん下かは、溜ため息いき交じりに告げる。

「特別大サービスだコウメイの娘。俺が助けてやる。これも貸しとくから、後で返せよ」

　白はく髪はつ金眼の少年が、春日部耀の背後で笑う。

　殿下は両手を広げて彼女の肩かたを摑つかむと、全身から太陽光を放って告げた。




「───〝アヴァターラ〟起動。十天廻めぐりて輝け、〝疑似創星図〟………[image: !!!]」




「っ………!?」

　激痛が全身を駆かけ巡めぐる。だが同時に、春日部耀の総身に光の速さを上回る速度で力が駆け巡った。

〝生命の目録〟と共鳴するかのように流る転てんする命の奔ほん流りゆうに意識が飛びそうになる。今の春日部耀の知覚できる全ての感覚が力ずくで拡張されていく。

　彼女の手には今、十の宇宙がそれぞれ存在していた。

　人類では到とう達たつできるはずの無い叡えい智ち。

　人類では到達できるはずの無い膂りよ力りよく。

　人類では到達できるはずの無い星の光。

　既き存そんの宇宙法則を超ちよう越えつした力が、少女の身体からだに敷しき詰つめるかのように押し入れられる。その奇跡の総量に春日部耀の魂たましいが潰つぶされそうになる。痛い痛いと、痛みに強いはずの彼女が少し泣き出してしまいそうなほど軋きしみを上げている。

　全知全能の極きよく致ちを前に、少女一人の器うつわでは耐えられない。

（痛い、痛い、痛い、だけど───[image: !!!]）

　───これなら、守れるかもしれない。

　勝利の可能性を感じて魂が奮起する。勝てないまでも、空中城じよう塞さいから砲ほう撃げきの軌き道どうを変えようと力の込め方を左右に振る。

　やがて原初の火は終しゆう焉えんの気焰と絡からまり合うように軌道を変え、空中城塞を掠かすめるように通過して地平線の彼方かなたまで到達し、爆はぜる。

　空中城塞は横を掠めたことで大きく傾かたむいて揺ゆれたが浮ふ力りよくは失っていない。

　安あん堵どを全身が包んでいく中───身の毛も凍こおる敵意が春日部耀を襲おそった。

『………貴様。我が必殺の〝覇者の光輪〟を防ぐか』

　ゾクリと、地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような声。それは今まで余よ裕ゆうを見せてきた三頭龍の声とは決定的に違っている。

　憤ふん怒ぬは傷つけられた誇りによるもの。

　そしてそれは明確な敵として、障害として認にん識しきされたことを意味する。

（………やばい。逃にげられない）

　否、三頭龍が逃がさない。己が所有する最強の恩おん恵けいを防がれて沽こ券けんに傷がついた魔ま王おうは、天地魔ま界かいに逃げようとも決して獲え物ものを逃がしはしないだろう。

　ドッと冷や汗あせが滴したたり落ちる。

　同時に春日部耀は己の運命を覚かく悟ごする。

　先ほどまでの全能感は既すでにない。殿下の気配が既にないからだろう。それに出し尽つくせる力は全すべて出し尽くした。逃げる余力などあるはずもない。

　三頭龍は残った片翼を大きく広げ、無数の刃やいばとして耀を襲い───空中に、鮮せん血けつをばら撒まいた。




　　　　＊




　───その時。

　幼子たちの鬼き哭こく啾しゆう々しゆうの怨えん嗟さが、ジャックの耳に届いた。

「っ………[image: !!!]」

　失っていた意識を激痛と悪夢で呼び戻もどす。血は相変わらず緩ゆるやかに外へ流れている。

　もう、この身体も限界か。そんな事を考えて思わず空笑いを浮うかべる。

　思い返すと随ずい分ぶん間ま抜ぬけな最さい期ごだった。戦いの前に「私が〝切り裂さきジャック〟です」と宣言しているのに、戦いが始まった直後にそれが噓うそだと見み抜ぬかれた。

　差し当たって一番重要な謎なぞ───〝ジャックとは何者であるか？〟という問いだけは残されたが、それだけ残ったところで戦いに参加できるほどの霊れい格かくは残らない。

　───そう。このジャックが大量殺人者であることは間ま違ちがいないが、彼が〝切り裂きジャック〟という特定の個人というわけではない。

　イギリスやアイルランドの辺りでは〝ＪＡＣＫジヤツク〟という名前は最も有り触ふれた、日本でいうところの〝何なに某がし太た郎ろう〟というような良くある名前だ。

〝ジャック・オー・ランタン〟や〝ジャック・ザ・リッパー〟などの名前が同一なのはつまりそういう事。これら以外にも様々な怪かい人じんや殺さつ人じん鬼きが〝ＪＡＣＫジヤツク〟の名を戴いただいている。

　その為ため、未解決の不特定犯人を総合してこう呼ぶ。

　正体不明の殺人鬼───〝未解決モンスター・のザ・怪人ジヤツク〟と。

（他人の罪を背負い、他者の嘆なげきを背負う。英国で生まれた行き場の無い怒いかりの矛ほこ先さきを、一身に受けて笑う道どう化け師し）

　そう。それが〝パンプキン・ザ・クラウン〟の正体。

　かつて彼は一夜の愛を買うロンドンの娼しよう館かん街で、カボチャの道化として永遠の救済を誓ちかった。それは高級娼館のような管理の行き届いた場所のことではない。生活の為に身体を売り、快楽の為に女を買い捨てる、そんな夢ゆめ現うつつが漂う地下の街。

　連続殺人鬼である〝切り裂きジャック〟が現れたのはそんな地獄の脇わき道みちでのこと。

　警察による必死の捜そう査さが行われたにも拘かかわらず犯人が特定されなかったのは───元より〝切り裂きジャック〟という名の一個人が、存在しなかった、という単純なもの。つまり〝切り裂きジャック〟が犯おかした殺人は、全て別人による犯行だったのだ。

　それも成人男性によるものではない。経済的に不安定になり、生活の為に娼婦が増え、そして愛の無い子供たちが多く生まれた。

　母の愛を求めた捨て子たちが街の下層に溢あふれ、彼らの暴走の末に起きた事件。一個人による殺人ではなく、不特定多数の犯罪者こどもが犯した娼婦の連続殺人。

　それが〝切り裂きジャック〟と呼ばれる存在しない怪人の正体。

「………っ……[image: !!!]」

　今でも、瞳を閉じれば想おもい出す光景がある。

　一夜の愛を売る場所で───『愛が無ければ生まれてきてはいけませんか』と、叫さけんだ子供たちを。

　泣きながら叫ぶ彼女たちを、教会の派は遣けんした断罪人───〝バネ足ジャック〟という怪人の名で処分した時のことを。

　狂きよう気きの洗せん浄じようを終えたジャックは、彼らの犯した罪の全てを背負うと誓いを立てた。子供たちの未来を奪うばおうとするものが現れたのなら、次は必ずや、彼らの為に戦おうと。

　そして今。

　遥はるか上空にて、不安に涙なみだする子供たちの声が聞こえた。

（リリ嬢じよう………そして、〝ノーネーム〟の子供たちよ………[image: !!!]）

　次し第だいに身体が崩くずれていく。この身体が完全に崩れれば、ロンドンの街も砕けて無くなるだろう。だがそれでもいい。

　最後の手段に訴うつたえる為、ジャックは〝契約書類ギアスロール〟を握にぎりつぶす。

（………もう、助からぬのならば………この僅わずかな命で、為なせることがあるのならッ[image: !!!]）

　考えられる外げ法ほうの中でも最悪の手段。一〇〇年以上も積み重ねてきた贖しよく罪ざいの全てを無に帰しかねない手法を以もつて、ジャックは両腕に力を込める。

　子供たちの未来を守れるのならば。

　最期のその一いつ瞬しゆんまでその願いに殉じゆんじる事が出来るのならッ[image: !!!]




（私は………魔王に堕おちても構わない────[image: !!!]）







　　　　＊




　万ばん象しようを撃うち抜ぬくかのような、赤い閃せん光こうだった。

　春日部耀に迫っていた凶きよう刃じんは頰ほおを掠めただけに止とどまり、燃えるような瞳を宿した人ひと影かげが彼女の前に現れる。

　或いはそれは、本当に炎ほのおと情熱の化け身しんだったのかもしれない。

　衣服だけでなく髪かみと瞳も炎えん上じようし、地獄の住人かと見み紛まがうような険しい横顔。

　それが自分の知るジャックだと気が付いた春日部耀は、声を震ふるわせて名前を呼ぶ。

「ジャ………ジャック………？」

「………春日部嬢。最期に一つ、お願いがあります」

　最期の願い。

　それが比ひ喩ゆでも何でもなく、本当に最期の願いだと悟さとる。

　耀が震えながら頷うなずくと、ジャックは何時いつかの陽気な笑え顔がおで告げた。

「〝ウィル・オ・ウィスプ〟を………あの子たちをお願いします。悲しい過去を持つ子たちです。だから貴女あなたたちの手で、正道に導いてあげてください」

「………わかった。約束する」

　全てを覚悟した笑みに、同じ覚悟を込めた瞳を返す。ジャックは安堵したように軽快な笑い声を上げた。

　───ヤホホホホホッ[image: !!!]

　全ての子供たちの福ふく音いんを願うように笑い上げ、ジャックは炎のスプリングで大気を蹴ける。その姿は正に赤い閃光。それは比喩ではない。

　ジャックの虚こ空くうを蹴る速度は既存の最高速度───第六宇宙速度にまで到達し、アジ＝ダカーハの脇わき腹ばらを深く抉えぐり抜いた。

『ガァ[image: !!?]』

　三頭龍はこの戦いが始まって以来初めて、明確な苦く悶もんを含ふくんだ声を上げた。落下してる最中の襲しゆう撃げきで避よけきれなかったということもあるが、それだけではない。

　純じゆん粋すいに、速いのだ。

　防ぎきれぬほど鋭するどいのだ。

『この速度、この斬ざん撃げき！　貴様………魔王の領域に踏ふみ込んだか!?』

　それも考えられる中でも最悪の堕ち方だ。

〝契約書類〟を読む暇ひまが無い為に確認は出来ないが、ジャックは主催者が無条件で有利になる様なルールを大量に盛り込んだに違ちがいない。詩人以外の者がそんなことをすれば膨ぼう大だいなロジックエラーが発生し、数分も持たずにゲームその物が強制終しゆう了りようされる。

　加えて膨ぼう張ちようした霊格の自じ壊かいは勿もち論ろんのこと、死後も天界から罰ばつを受け続けることになる。後見人である聖ペテロや女王も黙だまってはいない。ジャックの正道を信じて請うけ合った彼らの顔に泥どろを塗ぬったのだ。既に天軍による征せい伐ばつ対象にリストアップされていることだろう。

　だがそれら全てを振ふり切って、ジャックは二撃三撃と跳とび回る。

「神しん罰ばつは全て覚悟の上ッ！　この身は元より悪道を生きてきた！　ならばその悪道の果てに〝絶対悪〟を滅ほろぼせるというのならば本ほん望もうッ[image: !!!]」

　───〝悪を以て巨きよ悪あくを討うつ〟。ジャックは瞳ひとみでそう訴える。

　どうせ天軍は今すぐ駆かけつけられないのだ。ならば最後に、彼が歩んできた畜ちく生しようの人生に花を添そえるのも悪くはない。

　着地するまでにジャックが斬きりつけた傷の数は二百にも及およんだ。

　その度たびに出血し、分身体を放出し、三頭龍の鎧よろいを剝はいでいく。

　ようやく地上に着地したアジ＝ダカーハは即そく座ざに片かた翼よくで全方位殲せん滅めつを行うが、今のジャックにとってはコマ送りのような遅おそさである。

　硝子ガラスの様に砕くだけた筈はずの短たん剣けんはゲームの再構築で強きよう靭じんになって復活し、隙すき間まなく肉を削そぎ落とす。

　だが一方で、ジャックの命のタイムリミットも着実に近づいていた。

「っぐっ、痛つぅ………[image: !!!]」

　骨に直接杭くいを打たれたかのような激痛が襲おそう。突とつ然ぜんのことに足を止めたジャックは、逃げるように飛びのいた。

「まだだ………まだ、もう少しだけ耐たえてくれ………[image: !!!]」

　既に血液は流れていない。彼の身体からだは星辰体アストラルとなって光の粒りゆう子しに酷こく似じした存在になっている。膨大なエネルギーを得て、後は消費していくだけのものだ。

　激痛は全て錯さつ覚かくだ。にも拘かかわらず体を蝕むしばむのは、彼自身の精神が星辰体に痛みの記き憶おくを映しているからだろう。

　全身を苛さいなむ痛みに悶もだえる様を見て、三頭龍は三つ首を上げて問うた。

『………〝悪を以て巨悪を討つ〟。それは、貴様が地じ獄ごくを見るのに値あたいする願いか？』

「当然だ。だからこそこうして堕ちた。その代だい償しようが何であれ、私オレに後こう悔かいはない」

　口元の血を拭ぬぐって魔ま王おうに吼ほえる。

　全すべてを承知して、全てを投げ捨てた。

　今日まで重ねてきた善行を。積んできた信しん頼らいを。向けられてきた笑顔の数々を。

　もう二度と、素す敵てきな道化師と呼ばれなくたっていい。人生の幕を殺人鬼として終えても構わないという覚かく悟ごを決めて、ジャックは魔王になったのだ。

『………そうか』

　問答を嚙かみ締しめるような声。其そ処こにどのような感情があったのかは定さだかではない。

　三頭龍はその隙すきを攻せめる訳でもなく静かに見定める。

　そして次に彼が口にした言葉は………とても、静せい謐ひつな響ひびきを含んでいた。

『よかろう。ならば許す』

「………なに？」

　踏み込もうとした足が止まる。

　何を突然と訝いぶかしむジャックに、三頭龍は理路整然と告げた。

『神の一人として、お前を許す。悪を討つのが悪であるなら、死し闘とうの果てに残るのも悪しかない。………それではあまりに救いがなかろう。故ゆえに私が、悪神として認めよう。お前の歩んだ軌跡じんせいにも一欠けらの正義があったということを。この〝絶対悪〟に突つきつけた刃やいばの輝かがやきを、この私が保証する』

　それは静謐でありながら、これ以上ないくらいに力強い神しん託たくだった。

　───〝我、絶対悪なり。故に、正義は汝なんじに在り〟。

　踏み越こえよ、我が屍しかばねの上こそ絶対正義である。

　その人生がどれだけ血ち塗ぬられていても。今日までの輝きを手放したとしても。

　今この一瞬にある汝の正義を保証すると、この悪神は告げたのだ。

「………ハ、ハハ、ハハハハハハハハ[image: !!!]　そうか！　悪神が俺の正義を保証するかッ！　嗚呼ああ、それはいい！　この世の何者の保証よりも確かで確実に違いない………[image: !!!]」

　何と豪ごう気きな神託なのだ。何と巨きよ大だいな器うつわなのだッ！

　これが人類の悪意を背負う魔王の器かッ[image: !!!]

　奮い立つように犬歯を見せて哄こう笑しようをあげる。その笑いは道化師のジャックではなく、かつて彼が彼自身として生きていた頃ころの笑み。

　許されるはずの無い過去を他人として割り切り、俺ワタシと私オレは違うものだと逃にげ続けていたジャックは今、ようやく全ての己おのれを統一する。

「今こそ我が王号を名乗ろう！　俺は魔王〝南瓜パンプキン・のザ・王冠クラウン〟ッ！　大魔王アジ＝ダカーハの心臓………このジャックが貰もらい受けるッ！」

　赤い閃光となって怪かい人じんが駆ける。第六宇宙速度という馬ば鹿かげた速度で駆け抜ける。

　三頭龍は〝絶対悪〟の旗を靡なびかせ、静かな声で死し刑けい宣告を告げた。

『〝アヴェスター〟起動。相そう剋こくして廻まわれ、〝疑似創星図〟………[image: !!!]』

　星辰体となったジャックに対し、同じく星辰体となることで迎むかえ撃つ。

　五分の戦いになった両者は共にお互たがいの身体を砕き合い、肉を抉り合う。改めて不死となったジャックだが、ゲームのタイムリミットは残り数秒も無かった。

　星の光の如ごとく駆け抜けたジャックはそのままの速度を維い持じしたまま光の粒子となって散って逝ゆく。両者の戦いが終わった後に残ったのは、三頭龍のみ。

　ジャックの霊れい格かくは一欠けらも残さず消えた。

　その軌跡の証あかしとして───悪神の心臓を剝むき出しにして。




　　　　＊




　───空中城じよう塞さい・断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。

「…………ジャック」

　その戦いの全てを。

　十六夜は、無感情な瞳で見届けた。

　時間にすれば一分にも満たない死闘。ジャックが三頭龍に残した傷の数々は紛まぎれもない、希望そのものだ。

　だがそれでも。十六夜は一言、血を吐はくように告げる。

「この………この、大おお馬ば鹿か野や郎ろうが………[image: !!!]」

　ジャックは満足して逝いったのかもしれない。しかし十六夜は彼を糾きゆう弾だんした。

　それは何も己を犠ぎ牲せいにしたことを糾弾しているのではない。今日まで大事に積み上げてきたはずの人生の全てを、財産を台無しにしたことに怒いかりを感じているのだ。この戦いを乗り切れたのなら、ジャックと〝ノーネーム〟は、より多くの財産と軌跡を綴つづれたはずなのだ。

　クロアは彼の肩かたを摑つかみ、諌いさめるように首を振る。

「十六夜君。彼を責めたい気持ちは分かる。だが今はそんな場合ではない」

「………わかってる」

　有りっ丈たけの苦く渋じゆうを奥歯で嚙み殺し、十六夜はラプ子Ⅳに視線を向ける。

「最終作戦決行だ。今度こそ、あの魔王を仕留める」




　全てのラプ子が十六夜の言葉を全軍に伝える。

　地上で双そう頭とう龍りゆうを撃げき破はした蛟こう劉りゆうは〝契約書類〟を手に取り、夜明けでうっすらと消えそうになっている月を見上げた。

「………此こ処こまで来たか。なら僕も覚悟決めなあかんな。───降りて来い、月龍ッ！」

　薄はく明めいの月がその存在を濃こくする。

　目の錯覚でなければ、月が巨大化しているようにも見えるだろう。

　だがそれは錯覚ではない。薄明の月は文字通り、地上に向かって落下していた。

　蛟劉は眼帯を外し、義眼である月の主権・新月を解放する。

　天と地に分かれた二対の月は海の水面に揺ゆれるように共鳴し、共に牙きばを剝き合う。人型だった蛟劉は本来の姿である海龍へと姿を変え、月も相対するようにその姿を模も倣ほうする。

〝覆海大聖海を覆いし者〟蛟魔王のゲームは、月の満ち欠けによる超ちよう重力の負ふ荷かと、自身の一時的な星霊化。

　詩の中の月が常に二対なのは、〝覆海大聖〟の海面に映る月を表している。

　天と地を真に別わかつ為ために必要な条件とは、海面の役割を果たしていた蛟劉の義眼を打ち砕けという意味である。

　だがそれも此処まで。月龍と一体化した蛟劉は一いつ匹ぴきの星龍と成って戦う。こうなればアジ＝ダカーハが蛟劉を打ち破れば戦いは終わる。後はやるかやられるかだ。




　一方のレティシアも、未発動だった〝主催者ホスト権限マスター〟を発動し、太陽の主権を掲かかげた。二度と使うことはないだろうと思っていた力だが、アジ＝ダカーハが相手なら出し惜おしむ理由は無い。

　天を仰あおいだレティシアは呼吸を整え、緊きん張ちようをほぐす。

（此処が最後の一番だ………頼たのんだぞ、主あるじ殿どの………[image: !!!]）

〝蛇遣い座アクレピオス〟を象しよう徴ちようする二頭の蛇へびが絡からみ合う杖つえ。

　それを掲げると同時に、夜明けの地平線から大気を揺るがす咆ほう哮こうが聞こえた。

〝アンダーウッド〟の戦いを経験した者ならば誰だれもが知るだろう。かつて同士殺しの魔王として顕けん現げんし、数多あまたの魔ま獣じゆうで平和を乱した吸きゆう血けつ鬼きの王。

　天を覆おおい尽つくすほどの巨きよ体たいを持つゾディアックの化け身しん。

　黄金の巨龍───レティシア＝ドラクレアのもう一つの姿を。
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　夜明けの地平から一直線にレティシアへ突とつ進しんする巨龍。

　彼女を取り込んだ巨龍はその瞳ひとみに意思を宿し、地上の三頭龍を睨にらみつける。

『フン。月龍と太陽龍。それが貴様らの切り札か』

　胸骨の中心に輝く心臓を隠かくす素そ振ぶりも見せず、三頭龍はただ泰たい然ぜんと構える。

　片翼が潰つぶされ、弱点であるはずの心臓を剝き出しにされても、大魔王の魂たましいは揺るがない。むしろ高こう揚ようしているぐらいだった。

　此処まで己を追い込んだ者たちは両手の指で数えるほども居なかった。

　二〇〇年前に相対した組織は惜しい線まで行った。だが肝かん心じん要かなめの最強戦力が、己も気付かぬうちに人間の因子が無かったことになっていた。

　故に旧〝ノーネーム〟とその同盟コミュニティは封ふう印いんという形を取らざるを得なかったのだ。

『………短くも、鮮せん烈れつな戦いだった。箱庭の命運を決めるにはこれ以上ない戦いだった』

　この魔王の心臓に彼らの牙は届くのか。

〝絶対悪〟を掲げて戦い続けた永えい劫ごうの時は、意味ある物だったのか。

　今、その答えが出る。

『来るがいい、英えい傑けつたち。そして踏ふみ越えよ───我が屍の上こそ正義であるッ[image: !!!]』

　敵を待つことはしない。眼前に障害がある。

　ならば砕くだくッ！　敵よりも速くッ！

　翼つばさがあろうとなかろうと関係ないと、三頭龍は片かた翼よくを広げて跳ちよう躍やくした。翼が無い彼と飛ひ翔しようできる二匹ひきの星龍では空中戦の優位は明白だ。

　故に、三頭龍は敵の優位を真正面から砕く。

　三頭龍は何時いつだってそうして戦ってきた。

　己こそ真の英傑だと名乗りを上げる者たちに、我こそは彼らが最さい期ごに行き着く巨きよ峰ほうであると固持し続けた。

　中には、決して勝てぬと知りながら、愛した者たちの為に戦った者たちもいた。

　その愚ぐ直ちよくさ、その輝きを知っていたからこそ───彼の宗そう主しゆは、人間の為に涙なみだした。




　───〝拝火教ゾロアスター〟悪神の母である、彼女は告げた。

〝人間より素す晴ばらしいものなど、この世には存在しません。

　ならばこそ私は悲しいのです。彼らの滅ほろびが、絶対的であることが〟




　そう。滅ぶのだ。

　このままでは滅ぶのだ。

　何をどう足搔いても人類は滅ぶのだ。

〝拝火教〟の経きよう典てんでは勧かん善ぜん懲ちよう悪あくを示しているものの、それは神しん霊れいの視点で綴られたものでしかない。〝拝火教〟という枠わく組ぐみを超こえてより強大な超ちよう越えつ者としての視点を持っていた彼女には、人類が辿たどる結末が全すべて見えてしまっていた。

　だから彼女は泣いていた。

　己を糾弾して責める人類を、愛したが故に泣いていた。

　その彼女の涙を少しでも拭ぬぐえるのならと思い、三頭龍は最古の魔ま王おう───〝人類最終試練〟と呼ばれる存在を確立させた。

　人類が滅ぶ要因を明確にし、細分化することで、彼らが勝利する未来を造ろうとした。

　最も業ごうの深い〝絶対悪〟の旗を己が背負い、世界の終しゆう焉えんにまで付き添そうこと。

　三頭龍は全ての案を話し終えた上で、彼女の手を取って誓ちかった。

　───貴女あなたが背負う罪を、私が共に背負いましょう。




　そして今、ようやくその契約が終わる。

（結末には妥だ協きようすまい。人類最強の試練として、貴様らを砕こう………!!）

　試練の代行者として、加減しては意味がない。故ゆえに挑ちよう戦せん者は渾こん身しんの力で砕く。

　二頭の星龍に、三頭龍が吼ほえる。
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　三体の超ちよう龍りゆうが天地を揺るがす。月龍の突進を真正面から受け止めた三頭龍は、すかさず切り札を切る。

『〝アヴェスター〟起動。相剋して廻れ、〝疑似創星図〟………[image: !!!]』

　敵対者の霊格を己に上乗せする。この力がある限り、数の有利は三頭龍に有効ではない。三頭龍と宇宙観コスモロジーを共有し合う種族でなければこの力は破れない。

　だが三頭龍は、即そく座ざに異変に気が付く。

（どういうことだ………月龍の霊れい格かくしか上乗せされていない………!?）

　レティシアたち純血の吸血鬼は遥はるか彼方かなたの未来、可能性の収束から外れた時間流で生まれた種族。人類の次の世代の霊れい長ちようの一角。

　だが太陽の巨龍は、人類が残した文明の擬ぎ人じん化───太陽の軌き道どう線上を飛ぶ、衛星の化身である。最強種でありながら人類の遺産から生まれた巨龍は、人類の宇宙観を重ねた存在なのだ。

　だがそんな小細工で虚きよを突つけたのは僅わずか一いつ瞬しゆん。

　膨ぼう大だいな知識量を持つ三頭龍は即座にその事実を突き止める。

『人類が生み出した遺産か！　ならば〝覇タ者ワのル光ナ輪フ〟で応戦するだけよッ[image: !!!]』

　三頭龍は落下しながら口内に閃せん熱ねつを収束させる。

　その一瞬、敵の動きが完全に止まった。

　レティシアはその一瞬を好機と見て、最後の手段に出た。

『〝蛇遣い座〟の恩恵よ………一瞬でいい、奴やつを拘こう束そくする力をッ………[image: !!!]』

　黄金の巨龍はその巨体を超圧縮させ、蛇だ蝎かつを縛しばる鎖くさりとなって絡み付く。巨龍の保有する超質量がそのまま鎖となったことで、流石さすがの三頭龍も動きが制限された。

『小こ癪しやく………！』

『今だ！　私に構わず撃うて、黒ウサギ[image: !!!]』

　レティシアの声と共に、火龍の一団に強力な神気が発生する。それが序じよ盤ばんに感じた神気だと気が付いた三頭龍は牙を剝むいて唸うなった。

『帝たい釈しやく天てん………いや、違ちがう！　〝月の兎うさぎ〟の生き残りか!!』

　二〇〇年前に滅ぼした筈はずの一族。そしてその手に握にぎられる必勝の槍やり。

　その槍の造形には見覚えがあった。

　だが三頭龍はその程度のことに驚きよう愕がくはしない。黒ウサギが構えていたその槍を見て、彼は激げき怒どしたのだ。

（何と愚おろかな！　今いま更さらになって宇宙真理ブラフマンの権能とは！　奴らは〝アヴェスター〟の力を承知していたのではないのか!?）

　インド神群・太陽の三さん幻げん神しんが担になう必中必勝の槍。あれは神々が宇宙の真理を操作して〝勝利を確約させる〟という権能であり、〝疑似創星図〟の一つだ。

　アレを使えば〝アヴェスター〟の対象が誰であっても自動で相そう剋こくを始めて相そう殺さいする。

　そうなれば余波で二匹の星龍も命を落とす。崩くずれかけのロンドンの街も、完全に決けつ壊かいしてしまう。最後の最後になってそんなものに頼たよるのかと憤ふん怒ぬする三頭龍。

　神気を放つ槍と黒ウサギは、稲いな妻ずまを放って狙ねらいを定める。

「我が一族の仇かたき！　此こ処こで晴らします！」
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　万ばん感かんの思いを込めた槍が、三頭龍の心臓を狙う。

　馬ば鹿かが、と嘆なげいた三頭龍は〝アヴェスター〟を───

『─────[image: !!?]』

〝アヴェスター〟が、起動しない。

　そう、三頭龍は槍の造形に囚とらわれて肝かん心じんなことを失念していた。

　仏門に帰き依えした三幻神は其その名を変えて〝梵ぼん天てん〟と改名している。

　そして帝釈天と梵天を二体を一いつ対ついとして信しん仰こうする概がい念ねんがある。

　梵釈一対の概念から生まれたこのレプリカは、当然ながら〝疑似創星図〟などではない。そして帝釈天の恩恵を宿すこの槍は即すなわち。

（そうです！　この槍は我が主神の恩恵より生まれたもの！　それが意味するところは一つ！　この槍は、〝拝火教〟の宇宙観を宿した恩恵でもあるのです!!）

　二〇〇年前───御み子こだった黒ウサギを逃にがすために散って逝いった同士の無念。

　過去の痛みと、今日散って逝った同士たちの為ために。

　黒ウサギは全ぜん霊れいを込めて撃つ。




「穿うがて───〝疑似神格プラフマーストラ・梵釈槍・レプリカ〟───[image: !!!]」




　星辰体と同等の速度───第六宇宙速度を叩たたきだして進む必勝の槍。アジ＝ダカーハはかつてない戦せん慄りつに身体からだを震ふるわせる。

　槍は一直線に心臓を目指し、瞬またたきもせぬ間に到とう達たつするだろう。

　逃のがれられぬ敗北。僅かに抱いだく達観。

　だがそれら全てを、三頭龍は、最強の魔王は、王おう威い一つで撥はね除のけた。

『魔王を───〝絶対悪〟を甘く見るでないわッ[image: !!!]』

　星一つに匹ひつ敵てきする質量と封印を、力任せに引き千切る。

　レティシアは言葉にならない悲鳴を上げて霧む散さんし、人型に戻もどって地面に衝しよう突とつする。

　迫せまる第六宇宙速度の槍。

　アジ＝ダカーハは先ほどの戦せん闘とうで得た経験値を元に、自力で星辰体化の恩恵を引きずり出す。

　───誰だれが信じられるだろう。

　瞬きの間にも満たない間に三頭龍は二度進化した。

　星を砕く膂りよ力りよくと、星の光より速く動く術。

　人じん智ちの及およばぬ二つの恩恵を魂たましいの強さだけで引き出した。

　こんな事を予想できるものがいたとするのなら。




「───ああ。お前なら、避けると思っていたよ」

　それは。魔王という存在に羨せん望ぼうし、彼の王威を信じていた者以外にはあり得なかった。







[image: ]

　幻の街、ロンドンが砕くだけ散る。煉れん瓦がの小道も尖せん塔とう群も跡あと形かたもなくなり、此処に至るまでの全てが夢か幻だったのではないかと誰もが錯さつ覚かくを抱く。

　だが、彼らの流した血潮と死の山河がこの戦いが現実だったことを雄ゆう弁べんに語っている。時間にすると小一時間も無かったであろう攻こう防ぼうだった。

　巨きよ人じん族と〝ウロボロス〟が攻せめてきたのが昨夜ゆうべのこと。それから三さん頭とう龍りゆうの復活、マクスウェルの強きよう襲しゆう、そして再戦。

　廃はい都ととなった〝煌こう焰えんの都〟は、二日ぶりに平へい穏おんを取り戻した。まるで数年に渡わたる戦争をしたかのように面おも影かげもない。もしも幸いなことがあるのだとしたら、散って逝った火か龍りゆうたちが故郷の土で眠ねむれるということぐらいだ。

（……………）

　静せい寂じやくが訪おとずれた。誰も微び動どうだにせずその光景を見守っている。

　三頭龍の心臓には、黒ウサギの投げた槍が芯しん々しんと食い込んでいた。そしてその槍を握りしめる少年、逆さか廻まき十六夜いざよいの姿がある。

　それがどういうことなのか。

　あの一瞬の攻防で何があったのか。

　深々と心臓を貫つらぬいた槍を見て、三頭龍は感かん慨がい深く頷うなずく。

『………ふむ』

　三つ首がそれぞれ違ちがうものを見つめる。

　心臓を貫いた槍を。満身創そう痍いの主しゆ催さい者しやを。そして、槍を握にぎる逆廻十六夜を。

　紅玉の瞳ひとみを細めた三頭龍は、してやられたとばかりに笑って頷いた。

『………やられたぞ。まさか………まさか、第六宇宙速度で飛ひ翔しようする槍を、受け止めようなどと考える大おお馬ば鹿か者が実在しようとは………[image: !!!]』

　それは怪かい物ぶつの物とは思えないほど穏おだやかで晴れ晴れとした笑え顔がおだった。

　そう。それしか考えられない。

　黒ウサギが投げた槍は光の束となって三頭龍の心臓めがけて飛翔した。

　だが彼女たち主催者が立てた策は、三頭龍の放つ覇は気きによって破られた。

　その上で三頭龍の虚を突くことが出来るのだとしたら、更さらなる突とつ拍ぴよう子しもない賭かけに出るしかなかった。

　───発動した神槍を受け止め、三頭龍に生まれた僅かな安あん堵どの隙すきを突く。

　言うは易やすいが、投げる側も、受け止める側も、この一投に賭けた覚かく悟ごと勇気は並の物ではなかったはずだ。

　或あるいは、黒ウサギの一投は逆廻十六夜を殺していたかもしれないのだから。

　だが彼女はそんな懸け念ねんを微み塵じんも感じさせない覚悟の一ひと刺さしで応じた。

　そしてそれに応こたえようと十六夜は命を懸かけた。どちらの信しん頼らいが欠けても成り立つはずも無かった最高の不意打ちである。

「………っ……」

　十六夜は奥歯を嚙かみ締しめる。

　倒たおれ落ちようとした三頭龍は、そこでふと、心臓を貫く槍を握る手が、小刻みに震えていたことに気が付く。今まさに滅ほろぼうとしていた三頭龍は己おのれを打だ倒とうした勇者に、最後の加護を授さずけるかのように手を握りしめて告げた。

『………恥はじることはない。知らぬならば此処で学べ。その震えこそ恐怖だ』

「っ、違うッ[image: !!!]」

『違わぬ。そして忘れるな。恐怖に震えても尚なお、踏ふみ込んだ足。───それが勇気だ』

　違うと、駄だ々だを捏こねるように激しく首を振ふる。

　だが三頭龍はその声を最後まで聞くことなく炎えん上じようして灰となった。

　純白の総身、三つの首、紅玉の瞳。誰もが恐おそれたその姿は、まるで線せん香こう花火の最後の炎の様に燃え上がって消えた。

　真しん紅くの布地の〝絶対悪〟の旗印はその紋もん様ようを変え、封印の鍵となった本来の旗印───自由を象徴する少女と丘の旗印、〝アルカディア〟大連盟の物に書き換わる。

　途と端たん、火山が噴ふん火かしたのではないかというような大だい歓かん声せいが起きた。

　天地を揺ゆるがす声は神仏だけではないのだと訴うつたえるかのような雄お々おしい声が廃都を満たしていく。

　生き残ったことを素す直なおに喜ぶ者。

　仲間が生き残ってくれたことに涙なみだする者。

　喪うしなってしまった友を悼いたんで涙する者。

　未来を達観して空を見上げる者。

　千せん差さ万ばん別べつの声が響ひびき渡る中で、逆廻十六夜は月龍の背の上で、悔くやし涙を一いつ滴てき流した。

「………違う………違うんだ、アジ＝ダカーハ………[image: !!!]」

　勝利を嚙み締める主催者たちの声とは裏腹に、十六夜は悔かい恨こんの声を上げて泣いた。

　その涙を知る者は、あの攻防に何があったのかを知る者だけ。

　背を貸していた月龍───蛟こう劉りゆうは、全すべてを見届けた龍の姿のまま優やさしい声こわ音ねで告げた。

『………それでも君は勝った。今はそれでええんよ』

　自由の旗印を握りしめ、左胸を押さえる十六夜を、蛟劉は鬣たてがみを器用に操って慰なぐさめる。雄々しく上がる勝利の雄お叫たけびが響く中、十六夜は何度も首を振ってそれを否定した。

　万人が沸わき立つ勝利の歓かん声せいの中で、彼だけが知っていた。十六夜の涙の訳を。

　逆廻十六夜が経験した、完全なる敗北を。
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　あとがき







　この度たびはなんちゃって現代風異世界ハートフルファンタジー『問題児たちが異世界から来るそうですよ？』を手に取っていただきありがとうございます。

　ギリギリのスケジュールの中でこの一冊を出すために協力していただいた全すべての方にこの場で感謝を申し上げます。ありがとうございました！　本当に駄だ目めかと思った！

　さて、第一部完まで残り一巻ですね。次回は長かった連盟旗編＆アジ＝ダカーハ編の総まとめに相応ふさわしくズバッとヌギッと露ろ天てん風ぶ呂ろゲームでもやろうぜ！

　主な舞ぶ台たいは男湯なッ[image: !!!]

　とか真ま面じ目めに考えている竜たつノの湖こです。でも本当にずっと風呂入ってないな。僕じゃなくキャラクターたちが。いえ、舞台の裏側では入ってますよ？

　そんなこんなで次回は総まとめのお話です。冬頃ごろには出ると思いますので、その時はまた問題児たちをよろしくお願いします。


竜たつノの湖こ太た郎ろう　　


















カバー・口絵・本文イラスト／天之有

カバー・口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）










問もん題だい児じたちが異い世せ界かいから来くるそうですよ？




撃うて、星ほしの光ひかりより速はやく！








竜たつノの湖こ太た郎ろう
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